
N
〈1908>Harramillifactum,narrotibijus.[Narrafactummihi,

narr6jUstibi.]「 君 は 私 に 事 実 を 語 れ 。[そ う す れ ば]私 は 君 に 法 を 語

る 。」 〈narra>… 〈narro>[語 る]の 命 令 法 囲 口 團 。 ※ 「法 と 事 実 」 → 「索

引 」、 「タ テ マ エ(法 律(法))と ホ ン ネ(事 実)」 → 「索 引 」。

〈1909>Hasciturusprojamnatohabetur(,quotiensdecomm

odoejusquaeritur).[NascitUrushabeturpr6nat6jam(,quotien

squaeriturdecommod6ejus).](Pα ㍑Z.D.5046,231;D.1,5,7)「(胎

児 の 利 益 が 問 題 と さ れ る た び ご と に 、)胎 児 は す で に 生 ま れ た[人]と 扱 わ

れ る 。」 〈nasciturus>… 圖<nascor>[生 ま れ る]の 見 出 し 語 困 囹(囮)、

〈nato>… さ き の 〈nascor>の 囲 囹 〈natus>の 團 囲 圏(囮)、 〈quaeritur>

・〈quaero>[問 題 と す る]の 図 囲 国 團 、 〈commodo>… 〈commodum>[利

益]の 團 圏 。 ※ 〈nasciturus>は 不 規 則 な 形 の 未 来 分 詞 で あ る → 〈930>。 法

律 ラ テ ン 語 と し て よ く 知 ら れ て い る こ の 言 葉(「 胎 児 」)は 、 「辞 書 」 に は 収

録 さ れ て い な い 。 ち な み に 、未 来 分 詞 に つ い て 言 え ば 、〈sum>[存 在 す る]

の 未 来 分 詞 〈futurus>[存 在 し よ う と し て い る(と こ ろ の)]は 、 英 語 の 〈f

uture>と 関 係 が あ る 。 「未 来 分 詞 」 → 「索 引 」。 こ の 格 言 は 、 純 粋 に 古 代 ロ

ー マ 法 上 の も の と は 言 え な い が 、 こ の よ う な 考 え か た は 、 相 当 数 の ロ ー マ

法 法 源 の 内 容 か ら 十 分 に 汲 み と る こ と が で き る 。 ロ ー マ 法 で も 、 日 本 の 場

合 と 同 様 に 、 「私 権 の 享 有 は 出 生 に 始 ま る 」(日 本 民 法 第1条 の3参 照)と

い う 扱 い に な っ て い る が 、 母 胎 内 に あ る 胎 児 に も な ん ら か の 考 慮 を し て お

く 必 要 が 出 て く る 。 ロ ー マ 法 は 、 胎 児 の 利 益 に か ん す る か ぎ り で 、 胎 児 の

地 位 を 考 慮 し た の で あ る 。 現 代 の 立 法 に は 、 胎 児 を 一 般 的 に 生 ま れ た も の

と み な す や り か た(ス イ ス 民 法)と 、 個 別 的 に そ の よ う に み な す や り か た

と が あ る 。 ド イ ツ 民 法 お よ び フ ラ ン ス 民 法 は 後 者 の 方 式 を 採 用 し て い る が 、

日 本 民 法 で も 、 不 法 行 為(第721条)、 相 続(第886条 な ど)、 遺 贈(第9

65条)、 遺 留 分(第1044条)に つ い て の み 、 生 ま れ た も の と し て い る 。

ロ ー マ 法 で こ の 原 理 が も っ と も 重 要 な 作 用 を も つ の は 、 も し 被 相 続 人(家

長)が 生 存 し て い れ ば そ の 家 長 権 に 服 す る は ず で あ っ た 者(家 内 後 生 子 と

い う)が 相 続 権 を も つ こ と に な る 関 係 で 、 そ の よ う な 「人 」 の 利 益 を 保 全

し て お く た め に 、 胎 児 に 保 佐 人 が つ け ら れ る 場 合 で あ る 。 つ い で に 、 胎 児

の 保 護 と い う 観 点 か ら 言 え ば 、 合 法 的 な 婚 姻 に お い て 懐 胎 さ れ た 子 が 、 出

生 の 時 点 で 自 由 人 で あ っ た 母 が 後 に な っ て 奴 隷 の 地 位 に 陥 っ た と し て も 、

そ の 子 は 自 由 人 と し て 生 ま れ た も の と 取 扱 わ れ る 。

〈1910>Haturaappetitperfectum;itaetlex.[NatUraappetit
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perfectum;etlexita.](Hob.144)「 自 然 は 完 全 な[も の]を 求 め る 。

法 律(法)も そ う[で あ る]。 」〈appetit>… 〈appeto>[ほ し が る]の 囲 国 團 、

〈perfectum>… 〈perfectus>[完 全 な]の 團 圃 因]([蟹)。

〈1911>Naturafidejussionissitstrictissimijurisetnondure

tvelextendaturdereadrem,depersonaadpersonam,dete

mporeadtempus.[NatUrafidejussi6nissitjUrisstrictissiml,et

n6ndUretvelextendatur,dereadrem,depers6naadpers6nam,

detemporeadtempus.](Burge,Sur.40)「 保 証 の 性 質 が 極 め て 厳 格 な

法 の 上 の も の で あ る よ う 。 そ し て 、 そ れ が 物 か ら 物 へ と 、 人 か ら 人 へ と 、

時 か ら 時 へ と 、 あ る い は 持 続 し た り 、 あ る い は 拡 げ ら れ た り し な い よ う 。」

〈fidejussionis>… 〈fidejussio>[保 証]の 團[国 、 〈strictissimi>… 〈strict

us>[厳 格 な]の 國 〈strictissimus>の 團 圃 圓 、〈duret>… 〈duro>[っ つ く]

の 圏 囲[ヨ 團 、 〈extendatur>… 〈extendo>[ひ ろ げ る]の 國 図 囲 国 團 。 ※

「も の で あ る 」 と い う か た ち の 「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈68>・ 〈84>・ 「索 引 」

〈1911わ ∫s>Haturajurisnobisexplicandaest,eaqueabllomini

srepetendanatura.[NatUrajUrisestexplicandan6bls(que)ea

repetendaabnatUrahominis.]「 法 の 本 性 が 私 た ち に 説 明 さ れ る べ き で

あ り 、 ま た 、 そ れ は 人 の 本 性 か ら 求 め ら れ る べ き[で あ る]。 」 〈explicand

a>… 〈explico>[解 明 す る]の 國 囮 〈explicandus>[明 ら か に さ れ る べ き[で

あ る]]の 團 國 国 、 〈repetenda>… 〈repeto>[求 め る]の 國 圏 〈repetendu

s>[求 め ら れ る べ き[で あ る]]の 圏 國 国 。

〈1912>Naturanonfacitsaltum,itaneclex.[NatUran6nfaci

tsaltum,neclexita.](Co.Lit.238)「 自 然 は 飛 躍 を な さ な い 。法 律(法)

も そ う[し]な い 。」 〈saltum>… 〈saltus>[飛 躍]の 團 因]。

〈1913>Hatllrallonfacitvacllum,neclexsupervacllum.[NatU

ran6nfacitvacuum,neclexsupervacuum.](Co.Litt.79)「 自 然 は

無 意 味 な[こ と]を し な い 。 法 律(法)も 不 要 な[こ と]を[し]な い 。」

〈vacuum>… 〈vacuus>[無 内 容 な]の 團 圃 因](囮)、 〈supervacuum>…

〈supervacuus>[不 要 な]の 團 匝]因](囲)。

〈1914>Hatllraevismaxima.[VlsnatUraemaxima.](2Co.Inst.

564)「 自 然 の 力 は 最 大[で あ る]。 」 ※ 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。 〈1702>

〈1915>Haturaleestquidlibetdissolvieomodoquoligatur.

[EstnatUralequidlibetdissolvimod6e6,qu61igatur.](Broom,Ma

x.593,877;Jenk.Cent.70)「 な ん で も 、 そ れ が 結 び あ わ さ れ る 際 に 用 い

ら れ る そ の 方 法 に 依 っ て 解 か れ る の は 、 自 然 で あ る 。」 〈dissolvi>… 〈disso

lvo>[解 く]の 図 囲 匠]、 〈modo>… 〈modus>[方 法]の 團 團 、 〈ligatur>

… 〈ligO>[結 ぶ]の 図 囲 国 團 。 ※ 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の くq
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uidlibet>は 、 意 味 上 の 主 語 と し て 、 〈dissolvi>に か か る 。 因]困 → 〈35>、 「設

定 と 解 消 」 → 「索 引 」。

〈1916>Haturalijuriconsuetudinederogarinonpotest.[N6n

potestderogarijUrinatUralic6nsuetUdine.](1.J.3,1,11;Gα ご.D.4,

5,8)「 自 然 法 は 、 慣 行 に 依 っ て 部 分 的 に 廃 止 さ れ る こ と は 出 来 な い 。」 〈de

rogari>… 〈derogo>[部 分 的 に 廃 止 す る]の 図 囲 困 。 ※ 「タ テ マ エ(自 然

法)と ホ ン ネ(慣 行)」 → 「索 引 」

〈1917>Naturaliainessepraesumuntur,accidentaliaspecialit

erprobanda.[NatUraliapraesUmunturinesse,accidentaliaproba

ndaspecialiter.]「 自 然 の[も の]は 内 在 し て い る と 推 定 さ れ る[が 、 し

か し]、 偶 発 的 な[こ と]は 特 別 に 証 明 さ れ る べ き[で あ る]。 」 〈inesse>

… 〈insum>[内 在 す る]の 囲 匠] 、 〈accidentalia>… 〈accidentalis>[偶 発

的 な]の 閣 圃 国(囮)、 〈probanda>… 〈probo>[証 明 す る]の 國 囮 〈pro

bandus>[証 明 さ れ る べ き[で あ る]]の 圏 圃 国 。 ※ 後 半 部 で は 動 詞 が 省

略 さ れ て い る 。 國 囮 → 〈1>

〈1918>Naturalisobligatiomanetetideosolutumrepetinon

potest.[Obligati6natUralismanet,etide6solUtumn6npotest

repeti.](PoπLP.D.12,6,19pr.)「 自 然 債 務 は 残 存 す る 。 そ し て 、 そ れ に 依

り 、[い っ た ん]弁 済 さ れ た[も の]は 、 返 還 請 求 さ れ る こ と は 出 来 な い 。」

〈manet>… 〈maneo>[と ど ま る]の 囲 国 團 、 〈repeti>… 〈repeto>[返 還 請

求 す る]の 図 囲 困 。

〈1918わfs>Naturalitervideturpossidereisquiusumfructum

habet.[Is,quihabetUsumfrUctum,videturpossiderenatUraliter.]

「 用 益 権 を 持 つ 人 は 、 自 然 に 占 有 す る も の と 見 ら れ る 。」 〈usumfructum>

… 〈ususfructus>[用 益 権]の 團 因]
。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語

の 〈is>は 、 〈videtur>と 〈possidere>の 双 方 に か か る 。 国[蜀 → 〈98>

〈1919>Nebisdeeademresitactio.[Neacti6sitdereeade

mbis.]「 同 一 の 事 柄 に 関 し て は 、 訴 訟 が 二 度 な い よ う 。」 〈252>・ 〈253>

・ 〈255>・ 〈256>・ 〈1919>・ 〈1920>・ 〈1991>一 〈1993>・ 〈2167>・ 〈3331>

〈1920>He1⊃isinidem(crimelljudicetur).[Ne(jUdicetur)in

(crlmen)idembis.](Gαf.D.50,ヱ7,57;DekretGratians,2,2,1,14,1)

「 同 一 の[こ と](犯 罪)に 対 し て は 、 二 度(訴 訟 が)な さ れ な い(よ う)。 」

→ 「索 引 」。 〈252>・ 〈253>・ 〈255>・ 〈256>・ 〈1919>・ 〈1991>一 〈1993>

・ 〈2167>・ 〈3331>

〈1921>Hecuriadeficeretinjustitiaexhibenda.[NecUriadef

iceretinjUstitiaexhibenda.](4Co.Inst.63)「 裁 判 所 が 正 義 を 示 す こ

と に お い て 欠 け る こ と が な い よ う 。」 〈curia>… 「裁 判 所 」、 〈deficeret>… 〈d

B-451



eficio>[欠 け る]の 國 未 完 了 過 去 国 團 、 〈exhibenda>… 〈exhibeo>[示 す]

の 國 匪ヨ〈exhibendus>[示 さ れ る べ き[で あ る]]の 團[冤 圏 。 ※ 國[圖 → 〈1>。

こ の 場 合 、 動 形 容 詞 は 動 名 詞 の よ う に 訳 す 必 要 が あ る 。 「動 形 容 詞 と 動 名 詞

の 密 接 な 関 係 」 → 〈153>・ 〈1540>

〈1922>Heeatjudexultrapetitapartium.[NejUdexeatultra

petltapartium,]「 裁 判 官 が 当 事 者 の 請 求[分]を 超 え て 進 ま な い よ う 。」

〈eat>… 〈eo>[行 く]の 圏 囲 国 團 、 〈petita>… 〈peto>[請 求 す る]の 囲 囹

〈petitus>の 國 圃 因]([蟹)、 〈partium>… 〈pars>[当 事 者]の[國 國 。 ※ 〈N

eultrapetita>[請 求[分]を[こ え]な い よ う 。]は 短 縮 型 で あ る 。 〈1

448>・ 〈3362>

〈1922翫s>Heintervirumetuxoremdonatiollesvaleallt.[Ne

d6nati6nesintervirumetux6remvaleant.]「 夫 と 妻 の 間 の 贈 与 が 効

力 を 持 た な い よ う 。」 〈virum>… 〈vir>[夫]の 團 園]、 〈uxorem>… 〈uxor>

の 團 圃 。

〈1923>Heprocedatjudexexofficio.[NejUdexpr6cedatexof

fici6,]「 裁 判 官 が 職 務 を 超 え て 外 へ 進 ん で い か な い よ う 。」〈procedat>… 〈p

rocedo>[前 へ 進 む]の 國 囲 国 團 。

〈1924>Nevisfiateiquiinpossessionemmissuserit。[Nevi

sfiatei,quieritmissusinpossessi6nem.](σZp.D.43,17,3,8)「 占

有 を 付 与 さ れ る こ と に な る 人 に 暴 力 が 加 え ら れ な い よ う 。」 〈missus>… 〈m

itto>[送 る]の 見 出 し 語 園 囹 。 ※ 〈eritmissus>は 〈mitto>の 図 未 来 完 了

の 国 團 の 形 で あ る 。 未 来 形 な ら 、 〈mittetur>と な る 。

〈1924わfs>Necignoransnecinvitusquisquedonat.[Quisque

d6natnecign6ransnecinvitus.]「 誰 も 、 不 知 の 状 態 で も 、 ま た 意 思 に

反 し て も 、 贈 与 し な い 。」 〈donat>… 〈dono>[贈 与 す る]の 國 国 團 、 〈ign

orans>… 〈ignoro>[知 ら な い]の 見 出 し 語 囲 囹 、 〈invitus>… 「意 思 に 反

す る 」。 ※ 〈nec～nec>は 相 関 語 で あ る 。 「意 思 に 反 す る 」 → 「索 引 」

〈1924fer>Necjudicemoportetinjuriamsibifieriexistimare

eoquodlitigatoradprovocationisauxiliumconvolavit.[Neco

portetjUdicemexlstimarefierlinjUriamsibie6,quodIltigatorco

nvolavitadauxiliumpr6v6cati6nis.]「 ま た 、 裁 判 官 は 、 係 争 者 が 上 訴

の 助 け を 求 め た こ と を 理 由 と し て 、 自 身 に 不 法 侵 害 が な さ れ る も の と 考 え

る べ き で は な い 。」 〈existimare>… 〈existimo>[判 断 す る]の 囲 困 、 〈liti

gatOr>… 「訴 訟 当 事 者 」、 〈COnVOIaVit>… 〈COnVOIO>[と ぶ]の 匠1国 團 、 〈a

uxilium>… 〈auxilium>[援 助]の 團 因]、 〈provocationis>… 〈Provocatio>

[上 訴]の 團[國 。 ※ 〈oportet>に ひ か れ た 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格

形 の 〈judicem>は 、 主 語 と し て 、 〈existimare>に か か る 。 ま た 、 二 重 の か
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た ち で 、 〈existimare>に ひ か れ た 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈i

njuriam>は 、 主 語 と し て 〈fieri>に か か る 。 因]困 → 〈35>。 〈eo～quod>は

相 関 語 で あ る 。

〈1924q㍑ αfθr>Necquipeccavitexeorelevaridebet,quodpec

caticonsortemhabuit;multitudopeccantiumnonexonerat,s

edmagisaggravat.[Qulpeccavit,necdebetrelevarlexe6,quod

habuitc6nsortempeccatl;multitUd6peccantiumn6nexonerat,

sedaggravatmagis.]「 ま た 、 悪 事 を 行 な っ た[人 は]、 悪 事 の 仲 間 を 持

っ た こ と を 理 由 と し て 、[責 任 を]軽 減 さ れ る べ き で は な い 。 ま た 、 悪 行 を

行 な う 者 が 多 数 で あ る こ と は[責 任 を]軽 く す る の で は な く 、 む し ろ 重 く

す る 。」 〈peccavit>… 〈pecco>[悪 事 を 行 な う]の 囲 国 團 、 〈relevari>… 〈r

elevo>[軽 減 す る]の 図 囲 匠]、 〈consortem>… 〈consors>[仲 間]の 團 圃 、

〈peccati>… 〈peccatum>[悪 事]の 團[國 、 〈multitudo>… 「多 数 」、 〈pecc

antium>… さ き の 〈pecco>の 囲 囹 〈peccans>の 圏 囲 圏(囮)・ 〈exone「at>

… 〈exonoro>[軽 く す る]の 囲 国 團 、 〈aggravat>… 〈aggravo>[重 く す る]

の 國 国 團 。 ※ 〈non～sed>は 相 関 語 で あ る 。

〈1925>Hectempusneclocusoccurritregi.[Nectempusnec

locusoccurritregi.](Jenk.Cent.190)「 時 も 場 所 も 国 王 を 妨 げ な い 。」

〈occurrit>… 〈occurro>[反 対 す る]の 囲 国 團 。 ※ 〈nec～nec>は 相 関 語

で あ る 。 〈2360>・ 〈2359>

〈1926>Hecveniameffusosanguinecasusllabet.[Casushabet

necveniam,sanguineeffUs6.](3Co.Inst.57)「 ま た 、 血 が 流 さ れ る

と 、 事 態 は 容 赦 さ れ る こ と は な い 。」 〈veniam>… 〈venia>[好 意]の 團 因]、

〈sanguine>… 〈sanguis>[血]の 團 圏 、 〈effuso>… 〈effundo>[こ ぼ す]

の 匠1囹 〈effusus>の 團 囲 圏 。 ※ 絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見 え る 。 「名 詞(sang

uine)プ ラ ス 完 了 分 詞(effuso)」 型 で 、 そ の 意 味 は 「～ す る と 」 で あ る 。

囮 圏 → 〈22>

〈1927>Necarevidetur,quialimentadetrahit.[Quidetrahital

imenta,videturnecare.](Pα ㍑Z.D.25,3,4)「 扶 養 を 奪 う[人 は]、[扶 養

さ れ て い る 人 を]殺 す も の と 見 ら れ る 。」 〈detrahit>… 〈detraho>[奪 う]

の 囲 国 團 、 〈alimenta>… 〈alimentum>[扶 養]の 國 因]、 〈necare>… 〈nec

o>[殺 す]の 囲 團 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞

の 先 行 詞 主 語 は 、 〈videtur>と 〈necare>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>。 〈3

743>

〈1927わfs>Hecessariaeimpensaedotemminuunt.[Impensaene

cessariaeminuuntd6tem.]「[婚 姻 上 の]必 要 費 は 嫁 資 を 減 ら す 。」 〈im

pensae>… 〈impensa>[支 出]の 國 国 、 〈necessariae>… 〈necessaria>[必
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要 な]の 圏 國 匡 、 〈minuunt>… 〈minuo>[へ ら す]の 囲 国 國 、 〈dotem>

… 〈dos>[嫁 資]の 團 因] 。

〈1928>Hecessariumestquodnonpotestalitersella1⊃ere。[Q

uodn6npotesthaberesealiter,estnecessarium.]「 他 の 状 態 に 成

る こ と が 出 来 な い[も の は]、 必 要 な も の で あ る 。」 〈sehabere>… 〈seha

beo>[状 態 で あ る]の 囲 困 、 〈necessarium>… 〈necessarius>[必 要 な]

の 團 囲 国 。

〈1929>Hecessitasanterationemest:maximeinbello,quor

aropermittiturtemporaeligere.[Necessitasestanterati6nem:

inbell6,qu6eligeretemporapermittiturrar6,maxime.](Curt.Al

ex.7,7,10)「 緊 要 は 理 の 前 に 存 在 す る 。 と り わ け 、 時 を 選 ぶ こ と が 稀 に し

か 許 さ れ な い 戦 争[の 場 合]に 於 い て 、[そ う で あ る]。 」 〈bello>… 〈bellu

m>[戦 争]の 團 團 、 〈eligere>… 〈eligo>[選 ぶ]の 囲 匠]。

〈1930>Necessitascaretlege.[Necessitascaretlege.]「 緊 要 は 法

律(法)を 欠 く 。」 〈caret>… 〈careo>[欠 く]の 囲 国 團 。 ※ 〈necessitas>

は 、 こ の よ う な コ ン テ ク ス ト に お い て は 、 日 本 語 で 「必 要 」 と 訳 出 さ れ る

の が ふ つ う で あ る が 、 こ れ は 、 「緊 急 時 の 必 要 」 と い う ニ ュ ア ン ス が 強 く 出

て い る 概 念 な の で 、 た だ の 「必 要 」 と い っ た 訳 で は 、 弱 す ぎ る と 思 わ れ る 。

日 本 語 と し て は あ ま り な じ ま な い が 、 「緊 要 」 と 試 み に 訳 出 し て お い た 。 「必

要 は 発 明 の 母 」 の た ぐ い の 平 時 の(?)「 必 要 」 と は 一 線 を 画 し て お か な け

れ ば な ら な い か ら で あ る 。 も っ と も 、<1939>〈Necessitaspublicamajor

estquamprivata.〉[公 的 な 必 要 は 、 私 的 な[必 要]よ り も 、 大 き い 。]

と い う さ い の 〈necessitas>は 「必 要 ・ 必 要 性 」 を 意 味 す る 。

〈1931>Hecessitasdatlegem,nonipsaaccipit。[Necessitasda

tlegem,ipsan6naccipit,](Syr.554)「 緊 要 は 法 律(法)を 与 え る[が 、

し か し]、 自 身 は[法 を]受 け い れ な い 。」 〈accipit>… 〈accipio>[う け と

る]の 囲 国 團 。

〈1932>Necessitasestlextemporisetloci.[Necessitasestle

xtemporisetloci.](Seneca,Controversiae,14,4,1;Hale,P.C.54)「 緊

要 は 、[そ の]時 と[そ の]場 所 の 法 律(法)で あ る 。」

〈1933>Hecessitasexcusatautextenuatdelictumincapitalib

us,quodnonoperaturidemincivilibus。[NecessitasexcUsata

utextenuatdelictumincapitalibus,quodidemn6noperaturin

clvllibus.](Bac,Max.Reg,25)「 緊 要 は 、 生 命 に 係 わ る[こ と]に 於 い て

は 、 犯 罪 を 免 じ た り あ る い は 減 ら し た り す る 。[し か し 、]そ れ は 、 民 事 的

な[こ と]に 於 い て は 、 同 じ よ う に は 作 用 し な い 。」 〈excusat>… 〈excuso>

[弁 解 す る]の 囲 国 團 、 〈eXtenUat>… 〈eXtenUO>[弓 弓 め る]の 囲 国 團 、 〈C

B-454



・pit・libu・ 〉… 〈・apit・li・ 〉[生 命 の]の 圏 囲 團(囲)、 〈・P・ ・atu・ 〉…[ヨ 〈・

peror>[遂 行 す る]の 囲 国 團(図)。 ※ 〈quod>の う け と め か た に つ い て は 、

『新 ラ テ ン 文 法 』 §250の 解 説 が 参 考 に な る 。 関 係 代 名 詞 の 〈quod>は 、 前 の

文 意 を う け て 、 後 へ つ な が っ て い く 関 係 節 を 導 く → 〈839>。 「関 係 代 名 詞 の

継 続 的 用 法 → 「索 引 」

〈1934>Hecessitasfacitlicitllmquodaliasnonestlicitllm.

[Necessitasfacit,quodn6nestlicitumalias,licitum,](8Co.Rep.

69;10Co.Rep.61)「 緊 要 は 、 他 の 場 合 に は 適 法 で な い[も の を]、 適 法

な[も の]と す る 。」 〈licitum>… 〈licitus>[適 法 な]の 團 圃 国 ・ 圃(囮)。

〈1935>Hecessitasfrangitlegem.[Necessitasfrangitlegem.]「 緊

要 は 法 律(法)を 押 し つ ぶ す 。」 〈frangit>… 〈frango>[く だ く]の 囲 国 團 。

〈1936>Hecessitasinducitprivilegiumquoadjuraprivata.[Ne

cessitasindUcitprivilegium,quoadjUraprivata.]「 私 権 に 関 す る 限

り 、 緊 要 は 特 権 を 導 く 。」(Bac.Max.Reg.5;Broom,Max.11)〈inducit>…

〈induco>[導 く]の 囲 国 團 、 〈privilegium>… 〈privilegium>[特 権]の 團

圃 。

〈1937>Hecessitaslegecaret.[Necessitascaretlege.]「 緊 要 は 法

律(法)を 欠 く 。」 〈caret>… 〈careo>[欠 く]の 囲 国 團 。

〈1938>Hecessitasnonllabetlegem.[Necessitasn6nhabetleg

em.](σZp.D,1,10,1,1;Plowd,18;Langland)「 緊 要 は 法 律(法)を 持 た

な い 。」

〈1938わfs>Hecessitaspluspossequampietassolet.[Necessita

ssoletposseplUs,quampietas.]「 必 要 が 、 義 務 感 の 場 合 よ り も 大 き

い[こ と]を[な す]こ と が が 出 来 る の が 、 常 で あ る 。」 〈pietas>… 「義 務

感 」。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 〈necessitas>は 、 〈solet>と 〈posse>

の 双 方 に か か る 。 国 国 →<98>

〈1939>Necessitaspublicamajorestquamprivata.[Necessita

spUblicaestmajor,quamprivata.](Paul.Sent.2,19,2;Bac.Max.R

eg.5;Noy.Max.34)「 公 的 な 必 要 は 、 私 的 な[必 要]よ り も 、 大 き い 。」

※ 「公 と 私 」 → 「索 引 」、 「 タ テ マ エ(公)と ホ ン ネ(私)」 → 「索 引 」。

〈1940>Hecessitas,quodcogit,defendit.[Necessitasdefendlt,

quodc6git.](Broom,Max.14;Hale,P.C.54)「 緊 要 は 、 そ れ が 強 い る[こ

と を]守 る 。」 〈defendit>… 〈defendo>[ふ せ ぐ]の 囲 国 團 。

〈1941>Necessitassublegenoncontinetur,"uia"uodalias

nonestlicitum,necessitasfacitlicitllm.[Necessitasn6nconti

netursublege,quianecessitasfacit,quodn6nestlicitumalias,

licitum.](2Co.Inst.326;Bart.Max.227)「 緊 要 は 法 律(法)の 下 に 包
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摂 さ れ な い 。 そ れ は 、 緊 要 は 、 他 の 場 合 に 於 い て 適 法 で な い[も の を]適

法 な[も の]と す る か ら で あ る 。」 〈continetur>… 〈contineo>[含 む]の 図

囲 国 團 、 〈liCitUm>… 〈liCitUS>[適 法 な]の 團 圃 国 ・ 圖(囮)。

〈194・2>Necessitasvincitlegem;1egumvinculairridet.[Neces

sitasvincitlegem;irridetvinculalegum.](Syr.559;Hob.144;Co

oley,Const.Lim,747)「 緊 要 は 法 律(法)に 勝 つ 。 そ し て 、 そ れ は 法 律(法)

の 束 縛 を 嘲 る 。」 〈vincit>… 〈vinco>[勝 つ]の 囲 国 團 、 〈irridet>… 〈irrid

eO>[笑 う]の 囲 国 團 、<VinCUIa>… 〈VinCUIUm>「 鎖 」 の 圏 圃 。

〈194・3>Necessitatistemporesilentprivilegia.[Privilegiasilen

ttemporenecessitatis.]「 特 権 は 、 緊 要 の 時 に 於 い て は 、 沈 黙 す る 。」 〈p

rivilegia>… 〈privilegium>[特 権]の[園 国 、 〈silent>… 〈sileo>[沈 黙 す る]

の 囲 国 國 。

〈1944>Nefasesttristescasusexpectare.[ExpectarecasUstri

stesestnefas.](Pα ㍑Z.D.18,1,34,2)「[他 人 の]悲 惨 な 出 来 事 を 期 待 す

る こ と は 、 非 道 で あ る 。」 〈expectare>… 〈expecto>[期 待 す る]の 囲 困 、 〈t

ristes>… 〈tristis>[悲 し い]の[園 囲 因]、 〈nefas>… 「不 正 な 」(非 変 化 詞)。

※ 不 定 法 が 主 語 と な っ て い る →<171>。

〈194・5>Negabitfrustramedioprensusincrimine.[Prensusin

criminemedi6negabitfrUstra.]「 犯 行 中 に 取 り お さ え ら れ た[人]が

[犯 行 を]否 認 し て も 、 無 益 で あ ろ う 。」 〈prensus>… 〈prendo>[お さ え る]

の 見 出 し 語 園 囹(匿 團)、 〈medio>… 〈medius>[中 間 の]の 團 匠]團 、 〈neg

abit>… 〈nego>[否 認 す る]の 困 国 團 。 ※ 〈medius>の 用 法 に つ い て は 、 欧

米 近 代 語 の 語 感 の 場 合 と は 異 な る と こ ろ が あ る 。 た と え ば 〈inmediofor

o>に 「い く つ か あ る 市 場 の 真 中 の 市 場 で 」 で は な く て 、 「市 場 の 真 中 で 」 と

な る 。 こ の と き 、 名 詞 の 部 位 が 示 さ れ る こ と に な っ て い る 。 〈foro>は 〈for

um>[広 場]の 團 圏 で あ る 。 〈frustra>は 文 章 全 体 に か か る 副 詞 で あ る(「 索

引 」(〈frustra>系 の も の)を 参 照)。 本 項 の 〈medioincrimine>の 場 合 も 、

同 様 の う け と り か た に な っ て く る 。 ま た 、 〈extremaaestate>は 、 「最 終 の

夏 に 」 で は な く て 「夏 の 終 わ り に 」 で あ る 。 〈extrema>は 〈exter>[外 の]

の 最 上 級 〈extremus>の 単 数 女 性 奪 格 で 、 〈aestate>は 〈aestas>[夏]の 単

数 奪 格 で あ る 。 「眞 中 の 〈medius>」 → 「索 引 」

〈1946>Negandaestaccusatislicentiacriminandi,priusquam

secrimineexuerint。[LicentiacriminandiestnegandaaccUsati

s,priusquamexuerintsecrlmine.](C,Thθod,9,ヱ,ヱ2;C.J.9,1,19)

「告 訴 さ れ た[人]が 告 発 か ら 逃 れ て し ま う 以 前 に は 、 彼 に は[他 人 を]告

訴 す る 自 由 は 拒 ま れ る べ き で あ る 。」 〈licentia>… 「自 由 」 、 〈criminan

di>… 圖 〈criminor>[告 訴 す る]の 國 囮 〈criminandum>の[國(團)、 〈neg
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anda>… 〈nego>[拒 む]の 國 囮 〈negandus>[拒 ま れ る べ き[で あ る]]の

團 國 国 、 〈accusatis>… 〈accuso>[告 訴 す る]の 囲 囹 〈accusatus>の 圏 囲

團(囮)、<exuerint>…<exuo>[と り さ る]の 圏 圃 国 國 。 ※ 國 囮 → 〈15

3>・ 〈1540>、[動 匪ヨ→ 〈1>Q

〈1947>Hegantisnullaprobatio.[Probati6nUllanegantis.](C.

J.4,19,23二C.J.4,3040)「 否 認 す る[人]に は 、 な ん ら の 証 明[義 務]

も な[い]。 」 〈negantis>… 〈nego>[否 認 す る]の 囲 囹 〈negans>の 團 囲 圓

(囮)。 ※ 〈negantis>は 「否 認 す る[人]の 」 の 意 味 で あ る が 、 〈sum>と

組 み あ わ さ っ て 述 語 的 に 用 い ら れ る 属 格 に は 、独 特 の 用 法 が あ る 。 「～ の も

の で あ る 」 と い う 所 有 の ニ ュ ア ン ス を と ら え ら れ る 場 合 は わ か り や す い が 、

し か し 、 「～ の し る し で あ る 」 と か 、 「～ の 役 目 で あ る 」 と か 、 「～ の 義 務 で

あ る 」 と か 、 少 し 深 い 意 味 を お び た 用 法 が 、 要 注 意 で あ る 。 動 詞 が 省 略 さ

れ て い る 。 「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈68>・ 〈84>・ 「索 引 」。 〈1952>

〈1948>Negatioconclusionisesterrorinlege.[Negati6c6ncl

Usi6nisesterrorinlege.](Wing.Max.268)「 結 論 の 否 定 は 法 律(法)

に お け る 誤 ま り で あ る 。」 〈negatio>… 「拒 否 」、 〈conclusionis>… 〈concl

usio>[結 論]の 團 圓 。

〈1949>Negatiodestruitnegationem,etambofaciuntaffirma

tivum。[Negati6destruitnegati6nem,etamb6faciuntaffirmativu

m.](Co.Litt.146b)「 否 定 は 否 定 を 破 壊 す る 。 そ し て 両 者 は[合 わ さ っ て]

肯 定 的 な[も の]を 作 る 。」 〈negatio>… 「否 定 」、 〈destruit>… 〈destruo>

[と り こ わ す]の 囲 国 團 、 〈negatiOnem>… さ き の 〈negatiO>の 團 因]、 〈am

bo>… 「両 者 」、 〈affirmativum>… 〈affirmativus>[肯 定 的 な]の 團 圃 因]

(囮)。

〈1950>Hegatioduplexestaffirmatio.[Negati6duplexestaffI

rmati6.]「 二 重 の 否 定 は 肯 定 で あ る 。」 〈negatio>… 「否 定 」、 〈duplex>…<d

uplex>[二 重 の]の 團 國 国 、 〈affirmatio>… 「肯 定 」。 ※ 二 重 の 否 定 が む

し ろ 否 定 の ニ ュ ア ン ス を 強 め る と き も あ る の で 、 こ の 命 題 は か な ら ず し も

完 全 に は あ て は ま ら な い 。 近 代 欧 米 語 の 場 合 に も そ の よ う な 現 象 は あ る 。

〈1951>Hegativajurisprobandaestanegante.[NegatlvajUris

estprobandaanegante.](Pα αZ.D.22,3,2;FulviusPacianus,Tract

atusDeProbationibus,52)「 権 利[の 存 在]を 否 定 す る[事 項]は 、[そ

れ を]否 定 す る[人]に よ っ て 証 明 さ れ る べ き で あ る 。」 〈negativa>… 〈ne

gativus>[否 定 的 な]の 團 國 国(囲)、 〈probanda>… 〈probo>[証 明 す

る]の 國 圏 〈probandus>[証 明 さ れ る べ き[で あ る]]の 團 國 国 、 〈nega

nte>… 〈nego>[否 定 す る]の 囲 囹 〈negans>の 團[劉 圏([亘 囮)。 ※ 國 囮 →<1>。

〈negativa>は 女 性 の 変 化 形 な の で 、 〈res>[事 柄]が 省 略 さ れ て い る も の と
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し て い る 。

〈1952>Hegativanonsuntprobanda.[Negatlvan6nsuntproba

nda.](Pα αZ.D.22,3,2)「 否 定 す る[事 項]は 証 明 さ れ る 必 要 は な い 。」 〈n

egativa>… 〈negativus>[否 定 的 な]の 圏 圃 国(囮)、 〈probanda>… 〈pr

obo>[証 明 す る]の 國 囮 〈probandus>「 証 明 さ れ る べ き[で あ る]」 の[園

囲 国 。 ※ 國 圏 → 〈1>。 〈1947>

〈1953>Hegligelltianonpraesumitur.[Negligentian6npraesUm

itur.]「 不 注 意 は 推 定 さ れ な い 。」 〈negligentia>… 「不 注 意 」。

〈1954>Negligentiasemperhabetinfortuniumcomitem.[Negli

gentiahabetinfortUniumcomitemsemper.](Co.Litt.246b)「 不 注 意

は 常 に 不 幸 を 仲 間 と し て 持 つ 。」 〈negligentia>… 「不 注 意 」、 〈infortuniu

m>… 〈infortunium>[不 幸]の 團 因]、 〈comitem>… 〈comes>[イ 中 間]の 團

因]。 ※ 二 つ の 対 格 は 、 同 格 の 位 置 関 係 に あ る 。

〈1955>Neminemaequumestcumalteriusdamnolocupletari.

[Estaequumneminemlocupletaricumdamn6alterius.](Gα ∫.D.4,

3,28)「 他[人]の 損 失 に 依 っ て 誰 も 利 得 し な い の は 、 衡 平 で あ る 。」 〈loc

upletari>… 圖 〈locupletor>[利 得 す る]の 囲 圏(図)。 ※ 対 格 不 定 法 の 構

文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈neminem>は 、 意 味 上 の 主 語 と し て 、 〈locupletari>

に か か る 。 因]困 → 〈35>。 〈alterius>は 〈alius>の 團 囲 國(圃)の 形 で あ

る 〈alii>の か わ り に 用 い ら れ て い る 。 「利 益(利 得)と 損 失(損 害 ・ 不 利 益

・ 危 険 ・ 負 担 ・ 責)」 → 「索 引 」

〈1956>Neminemlaedit,quisuojureutitur.[Quiutiturjure

su6,laeditneminem.](Pα αZ.D.50,17,155,1)「 自 身 の 権 利 を 用 い る[人

は]、 誰 も 傷 つ け な い 。」 〈laedit>… 〈laedo>[傷 つ け る]の 囲 国 團 。 ※ 〈q

ui>と い う よ う な 関 係 代 名 詞 を 接 続 詞 的 に 訳 出 し て み る と 文 意 が よ く と お

る と き が あ る が(195>・ 〈2026>>)、 こ こ で も 、 「あ る 人 が 自 身 の 権 利 を 行

使 す る と き に は(か ぎ り は)」 と 訳 出 す る こ と は 十 分 可 能 で あ る 。ち な み に 、

日 本 語 で も 、「よ く 勉 強 す る(と こ ろ の)彼 女 は き っ と 入 学 試 験 に 合 格 す る 。」

と い う 文 章 は 、 「彼 女 は 、よ く 勉 強 す る か ら 、 き っ と 入 学 試 験 に 合 格 す る 。」

と い う よ う に 読 み か え る こ と も で き る 。 本 例 の 〈utitur>は 直 説 法 な の で 、

関 係 代 名 詞 に よ っ て ひ か れ る 関 係 節 の 訳 の さ い に そ れ ほ ど 工 夫 は い ら な い

が 、 し か し 、 も し こ れ が 〈utatur>と い う よ う に 接 続 法 じ た て に な っ て い る

と き に は 、 「用 い る よ う な 」 や 「用 い る た ぐ い の 」 と 訳 出 し て い か な け れ ば

な ら な い 。 そ の ほ か 、 「用 い る の で 」、 「用 い る た め に 」 と か 、 「用 い る け れ

ど も 」、 「用 い る ほ ど の 」 と い っ た 深 味 の あ る ニ ュ ア ン ス を 帯 び た 訳 も 、 と

き に は 必 要 と な っ て く る 。 以 上 の 点 に つ い て は 、 『新 ラ テ ン 文 法 』 §786以

下 に く わ し い 解 説 が あ る 。 「関 係 節 中 の 接 続 法 」 → 「索 引 」、 「権 利 濫 用 」 論
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→ 「索 引 」。

〈1957>Hemillemoportetessesapientioremlegibus.[Oportet

neminemessesapienti6remlegibus.](Co.Litt.97b)「 誰 も 、 法 よ り も

い っ そ う 賢 明 で あ っ て は な ら な い 。」〈sapientiorem>… 〈sapiens>[賢 明 な]

の 國 〈sapientior>の 團 囲 因]。 ※ 〈oportet>に ひ か れ た 対 格 不 定 法 の 構 文 が

見 え る 。 対 格 形 の 〈neninem>は 、 意 味 上 の 主 語 と し て 、 〈esse>に か か る 。

因]匿 ヨ→ 〈35>。 〈2282>

〈1957わfs>Heminemoportetpluslegatinominepraestarequa

madeumexllereditatepervenit.[Oportetneninempraestarel

egatin6mineplUs,quampervenitadeumexhereditate.]「 誰 も 、

相 続 か ら 自 身 に 到 来 し た も の よ り 以 上 の も の を 遺 贈 の た め に 給 付 す る 必 要

は 、 な い 。」 〈praestare>…<praesto>[示 す]の 囲 圏 、 〈legati>… 〈legatu

m>[遺 贈]の 團 國 、 〈pervenit>… 〈perveni>[い た る]の 囲 国 團 。 ※ 〈op

ortet>に ひ か れ た 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈neminem>は 、 意

味 上 の 主 語 と し て 、 〈praestare>に か か る 。 因]困 → 〈35>。 「後 置 詞 」 → 「索

引 」

〈1957オ θr>Neminicumalteriusjacturalocupletarilicet.[Lice

tneminilocupletaricumjactUraalterius.]「 誰 に も 、 他[人]の 損

失 に 依 っ て 利 得 す る こ と は 、許 さ れ な い 。」〈locupletari>… 〈locupleto>[富

ま せ る]の 図 囲 匠]、 〈jactura>… 〈jactura>[損 失]の 團 團 。 ※ 「利 益(利

得)と 損 失(損 害 ・ 不 利 益 ・ 危 険 ・ 負 担 ・ 責)」 → 「索 引 」

〈1957q㍑ αfθr>Heminidolussuusprodessedebet.[Dolussuus

debetpr6dessenemini.]「 自 身 の 悪 意 は 誰 に も 役 だ つ も の で あ っ て は な

ら な い 。」 〈prodesse>… 〈prosum>[役 だ つ]の 囲 困 。

〈1958>Hemillifraussuadebetpatrocinari.[Fraussuadebet

patr6cinarlneminl.](Pα αZ.D.44,4,1,1)「 誰 に も 、 自 身 の 詐 欺 が 利 益 を

生 む べ き で は な い 。」 〈fraus>… 「詐 欺 」、 〈patrocinari>…[≡]〈patrocinor>

[ひ い き す る]の 囲 困(図)。

〈1959>Heminiinvitolleressuusadgnoscitur.[Heressuusad

gn6sciturneminlinvlt6.]「 望 ま な い[人]に は 、 誰 に も 、 自 権 相 続 人[の

地 位]は 認 め ら れ な い 。」<adgnoscitur>…<adgnosco>[認 め る]の 図 囲 国

團 、 〈inVitO>… 〈inVitUS>[望 ま な い]の 團 囲 團 。 ※ 「意 思 に 反 す る 」 →

「索 引 」

〈1960>Neminiressuaservit.[Ressuaservitneminl.](Pαul.

D.8,2,26)「 誰 に も 、 自 身 の 物 は 役 権 と し て 役 だ た な い 。」 〈servit>… 〈ser

vio>[役 だ つ]の 囲 国 團 。

〈1961>Heminisualiberalitasdamnosaessedebet.[Liberalita
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ssuadebetessedamn6sanemini.]「 誰 に も 、 自 身 の 気 前 の 良 さ が 損

害 を 与 え る も の で あ っ て は な ら な い 。」 〈liberalitas>… 「気 前 の よ さ 」、 〈d

amnosa>…<damnosus>[有 害 な]の 團 國 国 。

〈1962>Nemoabsensdijudicetur.[Nem6absensdijUdicetur.](B

urchardvonWorms,Decretum,16,13,Summarium)「 誰 も 、不 在 の ま ま 、

裁 か れ な い よ う 。」 〈absens>… 〈absum>[不 在 で あ る]の 見 出 し 語 國 囹 、

〈dijudicetur>… 〈dijudico>[裁 く]の 國 図 國 国 團 。 ※ 〈nemo>と 〈absens>

は も ち ろ ん 文 法 上 密 接 な 関 係 に あ る が 、 日 本 語 で は 、 こ の よ う に 切 り は な

し て 訳 す 方 が 自 然 で あ る 。 「分 詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 〈84>・ 〈232>・ 「索

引 」。 〈1984>

〈1963>Hemoadmittendusesti1111abilitareseipsllm.[Nem6est

admittendusinhabilitareseipsum.](Jenk.Cent.40)「 誰 も 、 自 身 を

無 能 力 と す る こ と を 許 さ れ る べ き で は な い 。」 〈admittendus>… 〈admitto>

[許 す]の 見 出 し 語 國 囮 〈admittendus>[許 さ れ る べ き[で あ る]]、 〈inh

abilitare>… 〈inhabilito>[無 能 力 に す る]の 囲 困 。 ※ 國 囮 → 〈1>

〈1964>Nemoagitillseipsum.[Nem6agitinseipsum.]「 誰 も 、

自 身 に 対 し て は 訴 え な い 。」(σZp.D.4,6,23,4;Jenk.Cent.40)

〈1965>Nemoalienaereiexpromissoridoneusvidetuちnisisi

cumsatisdatione.[Nem6videturexpromissorid6neusreialiena

e,nisislcumsatisdati6ne.](Pα ㍑Z.D.50,17,110,1;1Curt.202)「 誰

も 、担 保 を 伴 っ て い る 場 合 で な い 限 り は 、他 人 の 物 の 資 力 の あ る 保 証 人[で

あ る]と は 見 ら れ な い 。」 〈expromissor>… 「諾 約 者 」、 〈idoneus>… 「資

力 の あ る 」、 〈satisdatione>… 〈satisdatio>[担 保]の 團 圏 。 ※ 〈reialien

ae>に は 、 単 数 与 格 の ペ ア と し て の 意 味 も あ る 。 し か も 、 困 っ た こ と に 〈re

i>の 形 は 、 〈res>[物]と は 別 系 の 〈reus>[被 告 人 ・債 務 者]の 團 國 と 圏 国

の と こ ろ に も あ る 。 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の<nemo>は 、 〈vide

tur>と 隠 れ て い る 〈esse>の 双 方 に か か る 。 国 国 → 〈98>

〈1966>Nemoalienaerei,sinesatisdatione,defensoridoneus

intelligitur.[Nem6intelligiturdefensorid6neusreialienaesine

satisdati6ne.](Jenk,Kent,60;1Curt.202)「 誰 も 、 担 保 な し に は 、

他 人 の 物 の 適 切 な 擁 護 者[で あ る]と は 理 解 さ れ な い 。」 〈defensor>… 「防

御 者 」、 〈idoneus>… 「適 切 な 」、 〈satisdatione>… 〈satisdatio>[担 保]の

團 圏 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈nemo>は 、 主 語 と し て 、 〈in

telligitur>と 隠 れ て い る 〈esse>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>

〈1967>Hemoalienonominelegeagerepotest.[Nem6potesta

gerelegen6minealieno.](σZ.ρ.D.50,17423)「 誰 も 、 他 人 の 名 で 法 律

(法)に 依 っ て 訴 え る こ と は 出 来 な い 。」
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〈1968>Hemoaliquampartemrecteintelligerepotest,antequ

amtotumiterumat⊂1ueiterllmperlegerit.[Nem6potestintellig

erepartemaliquamrecte,antequamperlegeritt6tumiterumatqu

eiterum.](3Co.Rep.59;Broom,Max.593)「 誰 も 、 全 体[の 部 分]を

再 度 ま た 再 度 読 み と お し て し ま う 以 前 に は 、 あ る 部 分 を 正 し く 理 解 す る こ

と は 出 来 な い 。」 〈partem>… 〈pars>[部 分]の 團 因]、 〈perlegerit>… 〈per

lego>[徹 底 的 に 読 む]の 國 囲 国 團 。 ※ 〈perlegerit>の 形 は 、 直 説 法 未 来

完 了 国 團 の と こ ろ に も あ る 。

〈1969>Nemoallegansturpitudinemsuamestaudiendus.[Ne

m6allegansturpitUdinemsuamestaudiendus.](4Co.Inst.279)

「 自 身 の 恥 辱 を 申 し た て る 人 は 、 誰 も 、[そ の 言 分 を 法 廷 で]聴 か れ る べ き

で は な い 。」 〈allegans>…<allego>[申 立 て る]の 見 出 し 語 囲 囹 、 〈turpit

udinem>… 〈turpitudo>[恥 辱]の 團 因]、 〈audiendus>… 〈audio>[聞 く]

の 見 出 し 語 國 囮[聞 か れ る べ き[で あ る]]。 ※ 國 囮 → 〈1>。 〈allegans>と

い う 現 在 分 詞 は 、 〈nemo>に か か っ て い る が 、 訳 出 す る と き に は 、 「誰 も 、

自 身 の 恥 辱 を 申 し た て る と き に は 」 と い う 風 に 、 接 続 詞 に ひ か れ る 節 の よ

う に し て い く の が 自 然 で あ る が(→ 〈55>・ 「索 引 」)、 こ こ で は 直 訳 調 に し

た 。 「分 詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」、 「ロ ー マ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 ・ 法 の

バ ラ ン ス 感 覚 」 → 「索 引 」。 〈3604>。

〈1970>Hemoauditurperirevolens.[Nem6volensperlreaudlt

ur.]「[自 ら]滅 び る こ と を 望 む 人 は 、 誰 も 、[そ の 言 分 を 法 廷 で]聴 か れ

な い 。」 〈volens>… 〈volo>[望 む]の 見 出 し 語 囲 囹 、〈perire>… 〈pereo>[滅

び る]の 囲 團 、 〈auditur>… 〈audio>[聞 く]の 図 囲 国 團 。 ※ 〈volens>の

位 置 を 考 え て 、 「～ を 望 む と き は 」 と い う よ う に 、 〈volens>と い う 分 詞 を 独

立 的 に と ら え る 訳 し か た も あ る 。 「分 詞 の 訳 し か た 」→ 〈55>・ 〈84>・ 「索 引 」

〈1971>Hemoauditurpropriamturpitudinemallegans.[Nem6

allegansturpitUdinempropriamauditur.](C.J.7,8,5:C.J.8,55,4)

「 自 身 の 恥 辱 を 申 し た て る 人 は 、 誰 も 、[そ の 言 分 を 法 廷 で]聴 か れ な い 。」

〈allegans>… 〈allego>[申 し た て る]の 見 出 し 語 囲 囹 、 〈turpitudinem>

… 〈turpitutdo>[恥 辱]の 團 圃 、〈auditur>… 〈audio>[聴 く]の 図 囲 国 團 。

※ 「分 詞 の 訳 し か た 」 →<55>・ 〈84>・ 「索 引 」

〈1972>Nemoautor(auctor)essepotestinremsuam.[Nem6p

otestesseautor(auctor)inremsuam.](σZμD.364,1,13;Gai.1,1,

184)「 誰 も 、 自 身 の 事 案 に 対 し て 代 理 人 で あ る こ と は 出 来 な い 。」 〈autor(a

uctor)〉 … 「代 理 人 」。

〈1973>Hemobispuniturproeodemdelicto.[Nem6pUnlturpr

odelict6e6dembis.](Pα ㍑Z.D.48,2,14;4Bl.Com.315;2Hawk.P.C.
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377)「 誰 も 、 同 一 の 犯 罪 の た め に 再 度 罰 せ ら れ な い 。」

〈1974>Hemocausamsibipossessionismlltarepotest.[Nem6

potestmUtarecausampossessi6nissibi.](Pα ㍑Z.D.41,2,3,19)「 誰 も 、

占 有 の 原 因 を 自 身 の た め に 変 更 す る こ と は 出 来 な い 。」 〈mutare>… 〈muto>

[変 更 す る]の 囲 困 。

〈1975>Hemocenseturigllorarelegem.[Nem6censeturIgn6rar

elegem.]「 誰 も 、 法 律(法)を 知 ら な い も の と 考 え ら れ な い 。」 〈ignorar

e>… 〈ignoro>[知 ら な い]の 囲 匠]。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 〈nemo>

は 、 〈censetur>と 〈ignorare>の 双 方 に か か る 。 国 国 → 〈98>

〈1976>Hemocogitationispoenampatitur.[Nem6patiturpoen

amc6gitati6nis.](σZp.D,4849,18;Tray.Max.362)「 誰 も 、 思 考 の か

ど で は 、罰 を 受 け な い 。」〈patitur>… 圖 〈patior>[こ う む る]の 囲 国 團(図)、

〈cogitationis>… 〈cogitatio>[思 考]の 圓[圃 。 ※ 〈cogitationis>は 「裁 判

の 属 格 」 と 名 づ け ら れ る 用 法 の 一 例 で 、 属 格 が 独 立 し て 現 わ れ て い る 。 『新

ラ テ ン 文 法 』 §420を 参 照 。 〈cogitationis>は 〈poenam>に ス ト レ ー ト に は

か か っ て い か な い 。

〈1977>Nemocogiturremsuamvendere,etiamjustopretio.

[Nem6c6giturvendereremsuam,etiampreti6jUst6.](Gαf.D.37,

12,12;4Co.Inst.275)「 誰 も 、 正 当 な 対 価 に 依 る と き で さ え も 、 自 身 の

物 を 売 却 す る よ う 強 制 さ れ な い 。」 〈pretio>… 〈pretium>[対 価]の 團 團 。

※ 〈cogo>は 補 足 不 定 法<vendere>を ひ く 。 ち な み に 、 水 道 や 道 路 建 設 の た

め の 土 地 な ど の 公 用 収 用 に つ い て 、 ロ ー マ 当 局 は 、 こ こ に 見 え る よ う に 、

比 較 的 遠 慮 が ち な 動 き を し て い た と 伝 え ら れ る 。彼 ら は 、た と え て 言 え ば 、

タ テ マ エ(法 規 と い う 旗 印)を ふ り か ざ さ な い で 、 ホ ン ネ の ゾ ー ン(任 意

の 売 却)で 結 着 を つ け て い た の で あ る 。 「契 約 の 実 相 」 → 「索 引 」

〈1978>Hemocommodandoremfacitejus,cuicommodat.[Ne

m6faicitremejus,cuicommodat,commodand6.](σZp.D.13,6,9)

「誰 も 、[物 を]貸 与 す る こ と に 依 っ て 、 自 身 が[そ の]物 を 貸 与 し て い る

相 手 方 の も の と は し な い 。」 〈commodat>… 〈commodo>[貸 す]の 囲 国 團 、

〈commodando>… さ き の 〈commodo>の 國 囮 〈commodandum>の 圏(團)。

※ 國 囮 →<153>・ 〈1540>、 「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈68>・ 〈84>・ 「索 引 」。<2

275>

〈1979>Hemocompelliturcontrahere.[Nem6compelliturcontr

ahere.](C,J.6,30,16)「 誰 も 、 契 約 を 締 結 す る よ う 強 制 さ れ な い 。」 〈co

mpellitur>… 〈compello>[強 制 す る]の 図 囲 国 團 。 ※ 〈compello>は 補 足

不 定 法 〈contrahere>を ひ く 。

〈1980>Hemocondemnatusnisiauditusvelvocatus.[Nem6co
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ndemnatusnisiauditusvelvocatus.]「[法 廷 で]聴 聞 さ れ て[い る]

か あ る い は 召 喚 さ れ て[い る]か の 状 況 に な い 人 は 、 誰 も 、 有 責(罪)判

決 を 受 け る 状 況 に は な[い]。 」(M『od.D.48,1pr.)〈condemnatus>… 〈con

demno>[有 責(罪)判 決 す る]の 見 出 し 語 囲 囹 、 〈auditus>… 〈audio>[聞

く]の 見 出 し 語 匠1囹 、 〈vocatus>… 〈voco>[呼 ぶ]の 見 出 し 語 匠]囹 。 ※ 動

詞 が 省 略 さ れ て い る 。

〈1981>Nemoconditiollisillorum,噌uibllscumcontraxerit,sit

ignarus.[Nem6sitIgnarusconditi6nisill6rum,quibuscumcontr

axerunt.]「 誰 も 、 契 約 を 締 結 し た 相 手 方 の 状 況 に つ い て 不 知 で あ っ て は

な ら な い 。」 〈ignarus>… 「知 ら な い 」、 〈contraxerunt>… 〈contraho>[締

結 す る]の 囲 国 圏 。 ※ 〈ignarus>は 属 格 を ひ く 形 容 詞 で あ る 。 〈quibuscu

m>と い う の は 、 前 置 詞 つ き の 関 係 代 名 詞 の 例 に 属 す る 。 こ れ は 、<cumq

uibus>の こ と で あ る が 、 〈cumme>が 〈mecum>[私 と と も に]と な る こ と

が あ る の も 、同 じ こ と で あ る 。 ち な み に 、〈vademecum>(ワ ー デ メ ー ク ム)

と い う の は 、 な に や ら 「ハ リ ー ・ ポ ッ タ ー 」 も の の 映 画 に 登 場 す る 呪 文 の

よ う な ゴ ツ ゴ ツ し た 言 葉 で あ る が 、 こ れ は 、 文 法 的 に 言 う と 、 「私(me)

と と も に(cum)君 は 進 め(vade)」 と い う こ と で 、 最 終 的 に は 「案 内 書

・ 必 携 ・ 便 覧 」 と な る 。 〈vade>は 、 〈vado>[歩 く]の 命 令 法 口 團 の 形 で

あ る 。 〈me>は 〈ego>[私]の 奪 格 で あ る 。 〈mecum>・ 〈quocum>・ 〈quac

um>な ど に つ い て は 、 あ り が た い こ と に 「辞 書 」 に 情 報 が 見 え て い る が 、

さ す が に 〈quibuscum>と な る と 、 「辞 書 」 は 役 だ た な い 。 〈cum>と い う 前

置 詞 に は な ぜ か そ う い う 妙 な 性 質 が あ る 。 面 白 い こ と に 、 西 語 で も 、 二 つ

の 単 語 が く っ つ い て 、 〈conmi(=ラ テ ン 語 ・cumme)〉 の と こ ろ が 〈co

nmigo>と な る(〈consigo>・ 〈contigo>も 同 類 で あ る)。 「属 格 を ひ く 形 容 詞 」

→ 「索 引 」

〈1982>Hemocontrafactumsuumvenirepotest.[Nem6potest

venirecontrafactumsuum.](2Co.Inst.66)「 誰 も 、 自 身 の 捺 印 証 書

に 反 し て 進 む こ と は 出 来 な い 。」 〈venire>… 〈venio>[く る]の 囲 困 。

〈1983>Hemocumdamnoalteriuslocupletiorfieridebet。[Ne

m6debetfierllocupletiorcumdamn6alterlus.](Poηzp.D.12,6,14)

「誰 も 、 他[人]の 損 失 に 依 っ て い っ そ う 富 裕 と な る べ き で は な い 。」 〈10C

upletior>… 〈locuples>[富 裕 な]の 見 出 し 語 囮 。 ※ 〈alterius>は 〈aliis>

の か わ り に 用 い ら れ て い る 。 〈653>・ 〈1496>・ 〈1742>

〈1984>Hemodamnatllsnisiauditusvelvocatus.[Nem6damn

atusnisiaudltUsvelvocatus.](Mαrcf,D.48,17,1pr.)「[法 廷 で]聴

聞 さ れ て[い る]か あ る い は 召 喚 さ れ て[い る]か の 状 況 に な い 人 は 、 誰

も 、 有 責(罪)判 決 を 受 け る 状 況 に は な[い]。 」 〈damnatus>… 〈damno>
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[有 責(罪)判 決 す る]の 見 出 し 語 匠1囹 、 〈auditus>… 〈audio>[聞 く]の

見 出 し 語 匠1囹 、 〈vocatus>… 〈voco>[呼 ぶ]の 見 出 し 語 囲 囹 。 ※ 動 詞 が 省

略 さ れ て い る 。 「分 詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」。 〈232>・ 〈1962>

〈1985>Nemodamnumfacit,nisiquiidfecit,quodfacereju

snonhabet。[Nem6facitdamnum,nisiquiid,quodfaceren6n

habetjUs,fecit,](Pα ㍑Z,D.50,17,151)「 誰 も 、 な す 権 利 を 持 た な い そ の

こ と を な し た の で な い 限 り は 、損 害 を 生 じ さ せ な い 。」※ 関 係 代 名 詞 〈quod>

は 〈facere>の 目 的 語 で あ る 。

〈1986>Nemodarepotestquodnonllabet.[Nem6potestdare,

quodn6nhabet.](Fleta.Lib.3,C.15.§8)「 誰 も 、 自 身 が 持 っ て い な い

[も の を]与 え る こ と は 出 来 な い 。」

〈1987>Hemodat,quinonha1⊃et.[Nem6,quln6nhabet,dat.]

「[そ も そ も]持 た な い 人 は 、 誰 も 、 与 え な い 。」 〈1988>・ 〈2019>・ 〈2044>

〈1988>Nemodat,quodnonhabet.[Nem6dat,quodn6nhabe

t.](Jenk.Cent.250;Broom,Max.499,Note)「 誰 も 、 自 身 が 持 た な い[も

の を]与 え な い 。」 〈1987>・ 〈2019>・ 〈2044>

〈1989>Hemodedomosuaextrahidebet.[Nem6debetextrahI

dedom6sua.](Pα ㍑Z.D.50,17,103)「 誰 も 、 自 身 の 家 か ら 引 き ず り だ さ

れ る べ き で は な い 。」 〈extrahi>… 〈extraho>[追 い 出 す]の 図 囲 困 、 〈do

mo>… 〈domus>[家]の 團 圏 。

〈1990>Hemodemortecogitansluderevellecensendusest.

[Nem6c6gitansdemorteestcensendusvelleIUdere.]「[自 身 の]

死 に つ い て 考 え て い る 人 は 、 誰 も 、[冗 談 を 言 っ て]遊 ぶ つ も り で あ る と 見

ら れ る べ き で は な い 。」 〈cogitans>… 〈cogito>[考 え る]の 見 出 し 語 囲 囹 、

〈morte>… 〈mors>の 團 圏 、 〈censendus>… 〈censeo>[評 価 す る]の 見 出

し 語 國 囮 〈censendus>[評 価 さ れ る べ き[で あ る]]、 〈ludere>… 〈ludo>

[遊 ぶ]の 囲 国 。 ※ 國 囮 → 〈1>。 主 格 不 定 法 の 構 文 の ヴ ァ リ エ ー シ ョ ン が 見

え る 。 主 語 の 〈nemo>は 、 〈censendus>と い う 動 形 容 詞 を 構 成 す る 〈censeo>

と 、 〈velle(ludere)〉 の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>

〈1991>Hemodebetbispuniriprounodelicto.[Nem6debetp

Unlrlpr6delict6Un6bis.](Pα ㍑Z.D.48,2,ヱ4;Broom,Max.348;4Co.

Rep.43a;11Co.Rep.59b)「 誰 も 、 一 つ の 犯 罪 の た め に 再 度 罰 せ ら れ る べ

き で は な い 。」 〈252>・ 〈253>・ 〈255>・ 〈256>・ 〈1919>・ 〈1920>・ 〈1993>

・ 〈2161>・ 〈3331>

〈1992>Hemodebetbisvexariproeademcallsa.[Nem6debet

vexarlpr6causaeadembis.](Gαf.D.50,17,57;5Co.Rep.61a;Jen

k.Cent.4;5Pet.(U.S.)61,8L.Ed.25;2JohnsCh.(N.Y.)182)「 誰 も 、
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同 一 の 原 因 の た め に 再 度 煩 わ さ れ る べ き で は な い 。」〈vexari>… 〈vexo>[苦

し め る]の 図 囲 困 。 〈2167>

〈1993>Hemodebetbisvexari,siconstetcuriaequodsitpro

unaeteademcausa。[Nem6debetvexaribis,si,quodsitpr6c

ausaUnaeteadem,c6nstetcUriae.](Gα1.D.50.17,57;5Co.Rep.6

1a;2Jones.(N.Y.)182)「 誰 も 、 も し[問 題 が]同 一 の 事 案 の た め の も の

で あ る こ と が 裁 判 所 に 明 ら か と な る 場 合 に は 、 再 度 煩 わ さ れ る べ き で は な

い 。」 〈vexari>… 〈vexo>[苦 し め る]の 囲 匠]、 〈curiae>… 〈curia>[法 廷]

の 團 團 。 〈252>・ 〈253>・ 〈255>・ 〈256>・ 〈1919>・ 〈1920>・ 〈1993>・ 〈2

167>・ 〈3331>

〈1994>Hemodebetessejudexillpropriacausa.[Nem6debet

essejUdexincausapropria.](12Co.Rep.114a)「 誰 も 、 自 身 の 事 案

に お い て 裁 判 官 で あ る べ き で は な い 。」

〈1995>Nemodebetexalienajacturalocupletari.[Nem6debet

locupletariexjactUraaliena.](Gα ∫.D.4,3,28;Jenk.Cent.4;1Ka

mes,Eq.331;2Kent,Com.336)「 誰 も 、 他 人 の 損 失 に 基 づ い て 利 得 す る

べ き で は な い 。」〈locupletari>… 匿]〈locupletor>[利 得 す る]の 囲 国(図)、

〈jactura>… 〈jactura>[損 失]の 團 圏 。 ※ 「利 益(利 得)と 損 失(損 害 ・

不 利 益 ・ 危 険 ・ 負 担 ・ 責)」 → 「索 引 」

〈1996>Hemodebetexalienodamllolucrari.[Nem6debetlucr

arlexdamn6alien6.](Jenk.Cent.4)「 誰 も 、 他 人 の 損 失 に 基 づ い て 利

益 を 得 る べ き で は な い 。」〈lucrari>… 圖 〈lucror>[も う け る]の 囲 圏(図)。

※ 「利 益(利 得)と 損 失(損 害 ・ 不 利 益 ・ 危 険 ・ 負 担 ・ 責)」 → 「索 引 」

〈1997>Nemodebetimmisceresereiadsenillilpertinenti.

[Nem6debetimmlscereserelpertinentladsenihil.](Poηzp.D,50,

17,36;Jenk.Cent.18,Case32)「 誰 も 、 自 身 に ま っ た く 関 係 し な い 事 柄

に 係 わ り あ う べ き で は な い 。」 〈immiscere>… 〈immisceo>[ま ぜ あ わ す]

の 囲 囲 、 〈pertinenti>… 〈pertineo>[関 係 す る]の 囲 囹 〈pertinens>の 團 國

團 。

〈1998>Hemodebetincommunioneinvitllstelleri.[Nem6invI

tusdebettenerlincommUni6ne.](σZp.D.17,2,14;Seldenv.Vermi

lya,2Standf.(N.Y.)568,593;UnitedIns.Co.v.Scott,1Johns.(N.Y.)10

6,114)「 誰 も 、 そ の 意 思 に 反 し て 、 共 有 の 中 に 拘 束 さ れ る べ き で は な い 。」

〈invitus>… 「望 ま な い 」、 〈communione>… 〈communio>[共 有]の 團 圏 。

※ 「分 詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>、 「形 容 詞 の 訳 し か た 」 → 「索 引 」、 「意 思 に 反

す る 」 → 「索 引 」。

〈1999>Hemodebetlocupletarialienajactura.[Nem6debetlo
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cupletarijactUraaliena.](1Kames,Eq.331;Kent.Com.336)「 誰 も 、

他[人]の 損 失 に 依 っ て 利 益 を 得 る べ き で は な い 。」 〈locupletari>… 〈locu

pleto>[富 ま せ る]の 図 囲[蜀 、 〈jactura>… 〈jactura>[損 失]の 團 圏 。 ※

「利 益(利 得)と 損 失(損 害 ・ 不 利 益 ・ 危 険 ・ 負 担 ・ 責)」 → 「索 引 」

〈2000>Hemodebetlocupletariexalteriusincommodo。[Nem6

debetlocupletarlexincommod6alterlus.](Gαf.D,4,3,28;Jenk,C

ent.4)「 誰 も 、 他[人]の 不 利 益 に 基 づ い て 利 益 を 得 る べ き で は な い 。」 〈l

ocupletari>…<locupleto>[富 ま せ る]の 図 囲 團 、 〈incommodo>… 〈inco

mmodus>[不 利 益]の 團 圏 。 ※ 〈alterius>は 〈alii>の か わ り で あ る 。 「利 益

(利 得)と 損 失(損 害 ・ 不 利 益 ・ 危 険 ・ 負 担 ・ 責)」 → 「索 引 」

〈2001>Hemodebetlucraridamnoalieno.[Nem6debetlucrarI

damn6alien6.]「 誰 も 、 他 人 の 損 害 に 於 い て 利 得 す る べ き で は な い 。」 〈l

ucrari>… 圖 〈lucror>[も う け る]の 囲 圏(図)。 ※ 「利 益(利 得)と 損 失

(損 害 ・ 不 利 益 ・ 危 険 ・ 負 担 ・ 責)」 → 「索 引 」

〈2002>Hemodebetremsuamsinefactoautdefectusuoami

ttere.[Nem6debetamittereremsuamsinefact6autdefectUsu

6.](Co.Litt.263a)「 誰 も 、 自 身 の 物 を 自 身 の 行 為 も し く は 解 怠 な し に 失

な う べ き で は な い 。」 〈amittere>… 〈amitto>[失 な う]の 囲 国 、 〈defectu>

… 〈defectus>[不 作 為]の 團 匡ヨ。

〈2003>Hemoduarumcivitatllmcivisessepotest.[Nem6pote

stesseclvlsclvitatumduarum.]「 誰 も 、 二 つ の 市 民 共 同 体 の 市 民 で あ

る こ と は 出 来 な い 。」 〈civis>… 「市 民 」、 〈civitatum>… 〈civitas>[国 家]

の[國 圏 。 ※ ロ ー マ で は 、 市 民 権=国 籍 は 何 重 に も も つ こ と が 事 実 上 認 め ら

れ て い た よ う で あ る 。 た と え ば 、 キ リ ス ト 教 教 団 の 伝 道 者 パ ウ ロ は 、 ユ ダ

ヤ 人 で あ っ た こ と の ほ か に 、 あ る 都 市 の 市 民 で あ り 、 同 時 に 、 父 ゆ ず り の

ロ ー マ 市 民 権 を も っ て い た 。 彼 が 、 一 種 の 宗 教 的 政 治 犯 と し て 、 ロ ー マ の

属 州 官 憲 の 手 で 、 正 式 の 裁 判 に か け ら れ る た め に ロ ー マ 本 市 へ と 送 致 さ れ

た の は 、 彼 が 、 ロ ー マ 市 民 と し て 、 法 上 適 正 な 司 法 手 続 を そ の 地 で 求 め る

こ と が で き る は ず だ 、 と い っ た ア ッ ピ ー ル を 強 く う ち だ し 、 属 州 の ロ ー マ

当 局 者 が そ れ を う け い れ た た め で あ ろ う 。 彼 は 、 ロ ー マ 市 民 で な け れ ば 、

属 州 で 官 憲 の 手 に よ っ て 処 断 さ れ て い た に ち が い な い 。

〈2004>Nemoduobusutaturofficiis.[Nem6Utaturofficiisdu6

bus.](4Co.Inst.100)「 誰 も 、 二 つ の 職 務 を 果 さ な い よ う 。」

〈2005>Nemoejllsdemtenementisimulpotestessellaeres(he

res)etdominus.[Nem6potestessehaeres(heres)etdominusten

ementlejusdemsimul.](1Reeve,Hist.Eng.Law,106)「 誰 も 、 同 一 の

封 地 に つ い て 、 同 時 に 相 続 人 で あ り ま た 所 有 権 者 で あ る こ と は 出 来 な い 。」
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〈tenementi>… 〈tenementum>[封 地]の 團[圃 。

〈2006>Hemoerransremsuamamittit.[Nem6erransamittitr

emsuam.](σZp.D.41,1,35)「 誰 も 、 誤 ま っ て 、 自 身 の 物 を 失 な わ な い 。」

〈errans>… 〈erro>[誤 ま る]の 見 出 し 語 囲 囹 、 〈amittit>… 〈amitto>[失

な う]の 囲 国 團 。 ※ 「分 詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」

〈2007>Hemoessejlldexinsllacausapotest.[Nem6potestes

sejUdexincausasua.](Syr.566)「 誰 も 、 自 身 の 事 案 に 於 い て は 、 裁

判 官 で あ る こ と は 出 来 な い 。」

〈2008>Nemoesthaeres(heres)viventis.[Nem6esthaeres(her

es)viventis.](Poπz .ρ.D.18,4,1;Co.Litt.8,22b)「 誰 も 、生 き て い る[人]

の 相 続 人 で は な い 。」 〈viventis>… 〈vivo>[生 き る]の 囲 囹 〈vivens>の 團 囲

國(囮)。

〈2009>Nemoestsupraleges.[Nem6estsupraleges.](Lofft.1

42)「 誰 も 、 法 律(法)の 上 に は 、 い な い 。」

〈2010>Hemoexalteriusincommododebetlocupletari.[Nem6

debetlocupletarlexincommod6alterlus,](Jenk.Cent.8)「 誰 も 、

他[人]の 不 利 益 に 基 づ い て 利 得 す る べ き で は な い 。」 〈locupletari>… 圖 〈l

ocupletor>[も う け る]の 囲 困(図)、 〈incommodo>… 〈incommodum>

[不 利 益]の 團 團 。 ※ 「利 益(利 得)と 損 失(損 害 ・ 不 利 益 ・ 危 険 ・負 担

・ 責)」 → 「索 引 」

〈2011>Hemoexconsiliotenetur(obligatur).[Nem6tenetur(o

bligatur)exc6nsili6.](Gαf.D.17,1,2,6;Story,Bailm.§1551)「 誰 も 、

助 言 に 基 づ い て は 、 拘 束 さ れ(義 務 づ け ら れ)な い 。」 〈consilio>… 〈cons

ilium>[助 言]の 團 團 。 〈411>・ 〈793>・ 〈2368>・ 〈2899>

〈2012>Hemoexdelictolocllpletaridebet.[Nem6debetlocupl

etarlexdelict6.](σZ .ρ.D.5047,134,1)「 誰 も 、 不 法 行 為 に 基 づ い て 利

得 す る べ き で は な い 。」〈locupletari>… 圖 〈locupletor>[利 得 す る]の 囲 匠]

(図)。

〈2013>Hemoexdolosuopropriorelevetur,autauxiliumcap

iat.[Nem6releveturexdol6su6propri6,autcapiatauxilium.](J

ur.Civ.)「 誰 も 、 自 身 の 固 有 の 悪 意 に 依 っ て 、 負 担 を 軽 減 さ れ る か 、 あ る

い は 助 け を 手 に い れ る か す る こ と が な い よ う に 。」 〈relevetur>… 〈relevo>

[軽 減 す る]の 圏 図 囲 国 團 、 〈capiat>… 〈capio>[と る]の 國 囲 国 團 、

〈auxilium>… 〈auxilium>[助 け]の 團 因]。

〈2014>Hemoexfactoalteriuspraegravaridebet.[Nem6debet

praegravarlexfact6alterlus.](Pα ㍑Z.D.3,2,21;2Kent.Com.646)

「誰 も 、 他[人]の 行 為 に 基 づ い て 負 担 を 負 わ さ れ る べ き で は な い 。」 〈pra
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egravari>… 〈praegravo>[負 担 を 負 わ せ る]の 図 囲 困 。 ※ 〈alterius>は 〈a

lii>の か わ り で あ る 。 〈164>・ 〈166>・ 〈185>・ 〈2073>

〈2015>Hemoexpropriodoloconsequituractionem。[Nem6c6

nsequituracti6nemexdol6propri6.](σlp.D.44,4,2,5;Broom,Max.

297)「 誰 も 、 自 身 の 悪 意 に 基 づ い て 訴 権 を 得 な い 。」 〈consequitur>…[ヨ 〈c

onsequor>[し た が う]の 國 国 團(図)。

〈2016>Hemoexsuodelictomelioremsuamconditiollemface

repotest。[Nem6potestfacereconditi6nemsuammeli6remexde

lict6su6.](σZp.D.50,17,134,1)「 誰 も 、 自 身 の 不 法 行 為 に 基 づ い て 自 身

の 状 況 を よ り 良 い も の と す る こ と は 出 来 な い 。」 ※ 〈conditionemsuam>

と 〈meliorem>は 、 二 つ の 独 立 し た 対 格 で あ る 。 「言 葉 の 切 り わ け 」 → 「索

引 」。 〈666>。<806>。<980>

〈2017>Nemoexecutor(exsecutor)testamentiessecogitur.[N

em6c6gituresseexecUtor(exsecUtor)testamenti.]「 誰 も 、 遺 言 の 執

行 者 で あ る こ と を 強 い ら れ な い 。」 〈executor(exsecutor)〉 … 「実 行 者 」。 ※

〈cogo>は 補 足 不 定 法 〈esse>を ひ く → 〈171>。

〈2018>Nemoexitimandus(exsitimandus)estdixisse,quodno

nmenteagitaverit.[Nem6estexitimandus(exsitimandus)dixisse,

quodagitaveritn6nmente.](CθZ.D.3340,7,2)「 誰 も 、 心 の 中 で は

考 え な か っ た よ う な[こ と を]言 明 し た も の と 考 え ら れ る べ き で は な い 。」

〈existimandus(exsistimandus)〉 … 〈existimo(exsistimo)〉[評 価 す る]の

見 出 し 語 國 囮[評 価 さ れ る べ き[で あ る]]、 〈agitaverit>… 〈agito>[考 え

る]の 國 囲 国 團 、 〈mente>… 〈mens>[心]の 團 圏 。 ※ 國 囮 → 〈1>。 主 格

不 定 法 の 構 文 の ヴ ァ リ エ ー シ ョ ン が 見 え る(動 形 容 詞 の 〈existimandus(e

xsistimandus)〉 の な か に 主 格 不 定 法 を ひ く タ イ プ の 、 〈existimo(exsitim

o)〉 と い う 動 詞 が 含 ま れ て い る か ら で あ る)。 主 語 の 〈nemo>は 、 〈estexist

imandus(exsistimandus)〉 と 〈dixisse>の 双 方 に か か る 。 国 国 → 〈98>

〈2018わfs>Nemofacilepraesumiturheredemsuumonerareve

lle.[Nem6praesUmiturvelleonerareheredemsuumfacile.]「 誰 も 、

自 身 の 相 続 人 に 負 担 を 負 わ せ る こ と を 望 む も の と は 、容 易 に 推 定 さ れ な い 。」

〈onerare>… 〈onero>[負 担 を 負 わ せ る]の 囲 圏 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見

え る 。 主 語 の 〈nemo>は 、 〈praesumitur>と 〈onerare>の 双 方 に か か る 。 国

困 → 〈98>

〈2019>Hemoidjlls,⊂1uodno1111abet,amitterepotest.[Nem6

potestamitterejUsid,quodn6nhabet,]「 誰 も 、 自 身 が 持 っ て い な い

そ の 権 利 を 失 な う こ と は 出 来 な い 。」 〈amittere>… 〈amitto>[失 な う]の 囲

Elヨ。 〈1987>・ 〈1988>・ 〈2044>・ 〈3596>
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〈2020>Hemoidoneustestisinresuaintellegitur.[Nem6int

ellegiturtestisid6neusinresua.](Pomp.D,22,5,10)「 誰 も 、 自 身 の

事 案 に 於 い て は 適 切 な 証 人 で あ る と は 、 考 え ら れ な い 。」 〈idoneus>… 「適

切 な 」。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈nemo>は 、 〈intellegitur>

と 隠 れ て い る 〈esse>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>

〈2020翫s>Hemoigllarllsessedebetconditionisejuscum唖110

colltrallit.[Nem6debetesseIgnarusconditi6nisejus,cumqu6

contrahit.]「 誰 も 、 自 身 が[契 約 を]締 結 す る 相 手 方 の 状 況 に 不 知 で あ っ

て は な ら な い 。」 〈ignarus>… 「不 知 の 」。 ※ 〈ignarus>は 属 格 を ひ く 。 「属

格 を ひ く 形 容 詞 」 → 「索 引 」

〈2020オer>Nemoincommuniolleinvitustenetur.[Nem6invltus

teneturincommUni6ne.]「 誰 も 共 有 に 於 い て は 、 意 思 に 反 し て は 拘 束

さ れ な い 。」 〈invitus>… 「意 思 に 反 す る 」、 〈communione>… 〈communio>

[共 有]の 團 圏 。 ※ 「意 思 に 反 す る 」 → 「索 引 」、 「形 容 詞 の 訳 し か た 」 →

「索 引 」。

〈2021>Nemoinnecessitatibllsliberalisexistit(exsistit).[Ne

m6existit(exsistit)Ilberalisinnecessitatibus.](Mod.D.34,4,18)

「誰 も 、 緊 要 に あ っ て は 気 前 よ く 振 舞 わ な い 。」 〈existit(exsistit)〉 … 〈exist

o(exsisto)〉[振 舞 う]の 囲 国 團 、 〈liberalis>… 「気 前 の よ い 」。

〈2022>Hemoinperse唖uendo(velagelldo)deterioremcallsam,

sedmelioremfacit.[Nem6facitcausamdeteri6rem,sedmeli6re

minpersequend6(velagend6).](Pα ㍑Z.D.50,17,87)「 誰 も 、 訴 求 す る

こ と(あ る い は 訴 え る こ と)に お い て 、[自 身 の]状 況 を い っ そ う 悪 い も の

と す る の で は な く て 、 い っ そ う 良 い も の と す る 。」 〈persequendo>… 圖 〈pe

rsequor>[追 求 す る]の 國 囮 〈persequendum>の 團(團)、 〈agendo>… 〈a

go>[訴 え る]の 國 囮 〈agendum>の 團(團)。 ※ 國 囮 → 〈153>。 〈deterior

em>・ 〈meliorem>と 〈causam>と は 、 二 つ の 独 立 の 対 格 で あ る 。 〈nemo

～sed>は 一 種 の 相 関 語 で あ る 。 「言 葉 の 切 り わ け 」 → 「索 引 」

〈2022わ ∫s>Hemoinsocietatemaneredebet.[Nem6debetmane

reinsocietate.]「 誰 も 、[意 に 反 し て]組 合 に 留 ま る 必 要 は な い 。」 〈ma

nere>… 〈maneo>[と ど ま る]の 囲 匠]、 〈societate>… 〈societas>[組 合]

の 團 圏 。

〈2023>Hemoinpropriacausajudexessedebet.[Nem6debet

essejUdexincausapropria,](12Co,Rep,114a;3Bl.Com.371;1

Sharsw,Bl.Com.443)「 誰 も 、 自 身 の 事 案 に 於 い て は 、 裁 判 官 で あ る べ き

で は な い 。」

〈2024>Hemoinpropriacausatestisessedebet。[Nem6debet

B-469



essetestisincausapropria.]「 誰 も 、 自 身 の 事 案 に 於 い て は 、 証 人 で

あ る べ き で は な い 。」

〈2025>Nemoinauditusnecinsummonituscondemnaridebet,

sinonsitcontumax.[Nem6inauditusnecinsummonitusdebet

condemnari,sin6nsitcontumax.](Jenk.Cent.8;2Bulst.173)「 誰

も 、 出 廷 拒 否[者]で な い 場 合 に は 、[法 廷 で]聴 聞 も さ れ ず 召 喚 も さ れ ず

に 、 有 罪 判 決 を 受 け る べ き で は な い 。」 〈inauditus>… 「聴 か れ な い 」、 〈in

summonitus>… 「召 喚 さ れ て い な い 」、 〈condemnari>… 〈condemno>[有

罪 判 決 す る]の 図 囲 匠]、 〈contumax>… 「頑 固 な 」 を 意 味 す る 形 容 詞 が 名

詞 化 し た も の 。 ※ 「分 詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」

〈2026>Hemoinjuriamfacit,噌uijuresuolltitur.[Nem6,quI

UtiturjUresu6,facitinjUriam.]「 自 身 の 権 利 を 用 い る 者 は 、 誰 も 、 不

法 侵 害 を な さ な い 。」 ※ こ の 関 係 節 は 、 逐 語 的 に 「～ す る と こ ろ の 」 と 訳 す

の で は な く て 、 「誰 も 、 ～ 用 い る と き に は 」 と い う よ う に 、 接 続 詞 を も り こ

ん だ 表 現 に す る 方 が 自 然 で あ ろ う(〈utitur>が 接 続 法 じ た て の 時 称 な ら 、

ほ と ん ど そ の よ う な ニ ュ ア ン ス に な っ て く る が)。 「関 係 節 中 の 接 続 法 」 →

「索 引 」、 「権 利 濫 用 」 論 → 「索 引 」。

〈2027>Nemoinvitusagerecogitur.[Nem6invitusc6giturager

e.](C.J.3,74)「 誰 も 、そ の 意 思 に 反 し て は 、訴 え る こ と を 強 制 さ れ な い 。」

〈invitus>… 「望 ま な い 」。 ※ 〈invitus>と い う 形 容 詞 は 〈nemo>に か か っ て

い る の で あ る が 、 訳 出 す る さ い に は 、 「～ で あ る か ぎ り は 」 と い う 、 接 続 詞

を 含 む 節 あ る い は 副 詞 的 表 現 に 変 換 す る の が 自 然 で あ る 。 〈cogO>は 補 足 不

定 法 〈agere>を ひ く 。 「形 容 詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」、 「意 思 に 反 す

る 」 → 「索 引 」。

〈2028>Hemoinvituscompellitllradcommunionem.[Nem6inv

ItuscompellituradcommUni6nem.](σZp.D.12,6,26,4;C.J.4,37,5)

「誰 も 、 そ の 意 思 に 反 し て は 、 共 有 へ と 強 い ら れ な い 。」 〈invitus>… 「望 ま

な い 」、 〈compellitur>… 〈compello>[強 い る]の 図 囲 匡1團 、 〈communio

nem>… 〈communio>[共 有]の 團 因]。 ※ 「形 容 詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索

引 」、 「意 思 に 反 す る 」 → 「索 引 」。 〈199>・ 〈358>

〈2029>Hemoinvitusdonat.[Nem6invltusd6nat.](Mαrcf.D.50,

16,214;c.J.8,53(54),10)「 誰 も 、 そ の 意 思 に 反 し て は 、 贈 与 し な い 。」 〈i

nvitus>… 「望 ま な い 」、 〈donat>… 〈dono>[贈 与 す る]の 囲 国 團 。 ※ 「形

容 詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」、 「意 思 に 反 す る 」 → 「索 引 」。 〈200>・ 〈3

58>

〈2030>Hemoirequemquampu1⊃1icaprollibetvia。[Nem6prohi

betquemquamireviapUblica.](Plaut.Curc.1,1,35)「 誰 も 、 あ る 人
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が 公 道 を 歩 く こ と を 禁 じ な い 。」 〈ire>… 〈eo>[行 く]の 囲 匠]、 〈via>… 〈vi

a>[道]の 團 團 。 ※ 〈prohibet>に ひ か れ た 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対

格 形 の 〈quemquam>は 、 意 味 上 の 主 語 と し て 、 〈ire>に か か る 。 因]国 → 〈35>

〈2031>Nemojudexinsuacausa.[Nem6jUdexincausasua.]

(C.J.3,5,R㍑ わ.)「 誰 も 、 自 身 の 事 案 に 於 い て は 裁 判 官 で は な[い]。 」 ※ 動

詞 が 省 略 さ れ て い る 。 〈2080>、 〈3639>

〈2032>Hemojlldex,nemotestisidoneusinpropriacausa.[N

em6jUdex,nem6testisid6neus,incausapropria.]「 誰 も 、 自 身 の

事 案 に 於 い て は 、 適 切 な 裁 判 官 で は な く 、 誰 も 証 人 で は な[い]。 」 〈idone

us>… 「適 切 な 」。 ※ 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。

〈2033>Hemojudexsilleactore.[Nem6jUdexsineact6re.]「 誰

も 、 原 告 な し に は 裁 判 官 で な[い]。 」 ※ 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。

〈2034>Nemojusignorarecensetur.[Nem6censeturign6rarej

Us.]「 誰 も 、 法 を 知 ら な い も の と は 見 ら れ な い 。」 〈ignorare>… 〈ignoro>

[知 ら な い]の 囲 困 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈nemo>は 、 〈c

ensetur>と 〈ignorare>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>

〈2035>Nemojuspu1⊃1icumremitterepotest.[Nem6potestre

mitterejUspUblicum.](σZp.D.26,7,5,7)「 誰 も 、 公 け の 権 利 を 放 棄 す

る こ と は 出 来 な い 。」 〈remittere>… 〈remitto>[す て る]の 囲 困 。 〈2705>

〈2036>Hemojllssibidicerepotest.[Nem6potestdlcerejUss

ibi.](Tray.Lat.Max.366)「 誰 も 、 自 身 の た め に 法 を 宣 言 す る こ と は 出 来

な い 。」

〈2037>Nemoliberalisessepraesumitur.[Nem6praesUmiture

sseliberalis.]「 誰 も 、 気 前 の 良 い[人]で あ る と は 推 定 さ れ な い 。」 〈li

beralis>… 「気 前 の よ い 」。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈nemo>

は 、 〈praesumitur>と 〈esse>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>。 〈4>・<68>

〈2038>Nemoliberalisnisiliberatus.[Nem61iberalis,nisilibe

ratus.](Mod.D.34,4,18)「 誰 も 、 債 務 か ら 解 放 さ れ[て い る]の で な い

か ぎ り 、 気 前 よ く 振 舞 う こ と は[で き]な[い]。 」 〈liberalis>… 「気 前 の

よ い 」、 〈liberatus>… 〈libero>[解 放 す る]の 見 出 し 語 匠1囹 。 ※ 動 詞 が 省

略 さ れ て い る 。 「言 葉 遊 び 」 → 「索 引 」

〈2038わfs>Hemolocupletaripotestcumalienajactura.[Nem6

potestlocupletaricumjactUraaliena.]「 誰 も 、 他 人 の 損 失 を 伴 う か た

ち で 、利 得 す る こ と は 出 来 な い 。」〈locupletari>… 圖 〈locupleto>[富 ま す]

の 國 困(図)、 〈jactura>… 〈jactura>[損 失]の 團 圏 。 ※ 「利 益(利 得)

と 損 失(損 害 ・ 不 利 益 ・ 危 険 ・ 負 担 ・ 責)」 → 「索 引 」

〈2039>Hemomalefacit,quijuresuoutitur.[Nem6,quijUre
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su6Utitur,facitmale.](Gα1.D.50,17,55)「 自 身 の 権 利 を 用 い る 人 は 、

誰 も 、 悪 く な さ な い 。」 ※ 「権 利 濫 用 」 論 → 「索 引 」

〈2040>Nemopatriaminquanatusestexuere,necligeantia

edebitumejurarepossit.[Nem6possitexuerepatriam,inquae

stnatus,necejUraredebitumligeantiae.](Broom,Max.40;Co.Lit

t.129;Fost.Cr.Law,84;18L.Q.R.51)「 誰 も 、 自 身 が 生 ま れ た 祖 国 を 捨

て る こ と も 、[国 王 へ の]忠 誠 の 義 務 を 否 認 す る こ と も 、 出 来 な い 。」 〈exu

ere>… 〈exuo>[す て る]の 囲 困 、 〈patriam>… 〈patria>[祖 国]の 團 圖 、

〈natus>… 圖 〈nascor>[生 ま れ る]の 見 出 し 語 囲 囹(受 動 相 完 了 の 構 成 要

素)、 〈ejurare>… 〈ejuro>[誓 っ て 拒 否 す る]の 囲 困 、 〈ligeantiae>… 〈lig

eantia>[忠 誠]の 團 圓 。

〈2041>Hemopatriamsuamexuerepotest.[Nem6potestexuer

epatriamsuam.](18L.Q.R)「 誰 も 、 自 身 の 祖 国 を 捨 て る こ と は 出 来 な

い 。」 〈exuere>… 〈exuo>[す て る]の 囲 困 、 〈patriam>… 〈patria>[祖 国]

の 團 圃 。

〈2042>Hemopec1111iamsuamjactarecreditur.[Nem6creditur

jactarepecUniamsuam.](Pα ㍑Z.D.22,3,25pr.)「 誰 も 、 自 身 の 金 銭 を 投

げ す て る も の と は 考 え ら れ な い 。」 〈jactare>… 〈jacto>[投 げ す て る]の 囲

困 、 〈pecuniam>… 〈pecunia>[金 銭]の 團 因]。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見

え る 。 主 語 の 〈nemo>は 、〈creditur>と 〈jactare>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈9

8>o〈2087>

〈2043>NemoPluscommodiheredisuoreliquit,quamipseh

abuit.[Nem6reliquitplUscommodiheredisu6,quamipsehabui

t.](Pα ㍑Z.D.50,17,120;Broom,Max.467,469)「 誰 も 、 自 身 が 持 っ た 利

益 よ り も 多 く の 利 益 を 自 身 の 相 続 人 に 残 さ な か っ た 。」 〈reliquit>… 〈relin

quo>[の こ す]の 囲 国 團 、 〈commodi>… 〈commodum>[利 益]の 團 圓 。

※ 〈pluscommodi>は 「利 益 の い っ そ う 多 く の も の を 」 で あ る が 、 日 本 語

で は 、 「～ 以 上 の 利 益 を 」 と な る → 〈393>。 「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈68>・ 〈8

4>・ 「索 引 」

〈2044>HemoP111sjurisadaliumtransferrepotest,噌uamips

ehabet.[Nem6potesttransferreplUsjUris,quamipsehabet,ad

alium.](σZp.D.50,17,54;D.41,1,20pr.;Pα ㍑1.D.50,17,175,1;D.50,

17,120;D.50,17,177pr.;Broom,Max.363,305,546;Wing.Max.56)「 誰

も 、 自 身 が 持 っ て い る 以 上 の 権 利 を 他[人]に 移 転 す る こ と は 出 来 な い 。」

〈transferre>… 〈transfero>[移 す]の 囲 困 。 ※ 〈plus～quam>は 相 関 語

で あ る 。 〈plusjuris>は 「権 利 の 多 く を 」 の 配 列 に な っ て い る が 、 日 本 語

で は 、 「～ 以 上 の 権 利 を 」 と な る 。 〈multus>[多 い]の 比 較 級 〈plus>[い
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っ そ う 多 い]に は 、 形 容 詞 と し て の 用 法 が な い の で 、 主 格 ・対 格 の 〈plus>

の あ と に 名 詞 の 属 格 を つ け て 、 形 容 詞 風 に し た て あ げ る の で あ る 。 〈plus

hominum>[い っ そ う 多 く の 人 々]は 、 「人 々 の い っ そ う の 多 さ 」 と い う 構

造 に な っ て い る(〈hominum>は 〈homo>[人]の 複 数 属 格 で あ る)。 〈min

usauctoritatis>も 同 類 の 言 い ま わ し で 、「権 威 の い っ そ う の 少 な さ 」=「 い

っ そ う少 な い 権 威 」 と な る 。 〈minus>は 〈parvus>[小 さ い]の 比 較 級 〈mi

nor>の 単 数 中 性 で あ る 。 「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈68>・ 「索 引 」。 さ て 、 こ の

「権 利 不 移 転 」の 原 則 は 、 も と も と は 特 定 事 項 に つ い て 立 て ら れ た も の で あ

っ た と 推 定 さ れ る が(法 格 言 の 由 来 の 多 く は そ う で あ っ た)、 の ち に 、 一 般

的 ・抽 象 的 な 原 則 と な る 。 第 三 者 が 外 部 的 な 表 象 を 善 意 ・無 過 失 で 信 じ て

行 動 に 出 た 場 合 た と え ば 、 非 権 利 者 か ら 動 産 上 の 権 利 の 設 定 ・移 転 を う

け た り 、 僻 称 相 続 人 と 法 律 行 為 を 締 結 し た り 、 受 領 権 の な い 人 に 弁 済 し た

り し た よ う な 場 合 に は 、 そ の 第 三 者 は 保 護 さ れ ず 、 〈3666>〈Ubirem

meaminvenio,ibivindico.〉[私 が 自 身 の 物 を 発 見 す る と こ ろ で 、 そ こ

で 、 私 は[所 有 権 に も と つ い て]返 還 請 求 す る 。](〈invenio>は 「(私 は)

発 見 す る 」 を 意 味 す る 見 出 し 語 動 詞 で 、 〈vindico>は 「(私 は)返 還 請 求 す

る 」 を 意 味 す る 見 出 し 語 動 詞 で あ る)と い う 、 所 有 物 返 還 請 求 訴 権 に 関 す

る 原 則 に よ っ て 、 そ の 人 は 、 対 象 物 を 奪 わ れ る 、 と い う 冷 酷 な 取 扱 い を う

け る こ と に な っ て し ま う 。 商 取 引 が 相 当 程 度 発 達 し て い た ロ ー マ に お い て

な ぜ こ の よ う な 制 度 が 生 じ た か に つ い て は か な ら ず し も 明 ら か で は な い が 、

ふ つ う は 、 い わ ゆ る 物 権 の 「公 示 の 原 則 」 の 欠 如 と あ わ せ て 、 ロ ー マ 法 に

と く に 顕 著 に 見 ら れ る 個 人 主 義 的 思 考 の 産 物 で あ る 、 と い う よ う に 説 明 さ

れ て い る 。 同 じ よ う に 古 い 法 系 で も 、 ゲ ル マ ン 法 で は 、"Womanseinen

Glaubengelassenhat,damuBmanihnsuchen."「 人 は 、 自 身 の 信

頼 を お い た と こ ろ で 、信 頼 を 求 め な け れ ば な ら な い 。」 と い う 、 い わ ゆ る 物

権 の 「公 信 の 原 則 」(公 示 に 対 応 す る 物 権 が 存 在 し な い に も か か わ ら ず 、 そ

の 公 示 を 信 頼 し て 物 権 取 引 を す る 人 を 保 護 し て 、 真 実 に 物 権 が 存 在 し た 場

合 と 同 様 の 法 律 的 効 果 を 認 め る 原 則)が 動 産 に つ い て 存 在 す る か ら 、 古 い

時 代 の 両 法 系 に は 明 ら か な 相 違 が あ る 。 近 代 法 は 、 物 権 取 引 の 安 全 を 確 保

す る た め に 、 む し ろ 静 的 な 安 全 の 方 に 重 き を お く ロ ー マ 法 の 原 則 を と ら ず

に 、 ド イ ツ お よ び フ ラ ン ス の 固 有 法 の 原 則 を 発 展 さ せ た 。 も ち ろ ん 、 ロ ー

マ 人 も 、 古 く か ら 、 無 権 限 者 が 介 在 す る と 所 有 権 が 取 得 で き な い 、 と い う

や っ か い な 欠 陥 に 対 し て あ る 程 度 の 救 済 手 段 は ち ゃ ん と 考 え だ し て い た 。

そ れ は 使 用 取 得(usucapio)の 制 度 で あ る 。 そ の 要 件 は 、 ① 主 体 が ロ ー マ

人 か ラ テ ン 人 で あ る こ と 、 ② 客 体 が 使 用 取 得 可 能 な も の で あ る こ と(盗 品

は 不 可 で あ る)、 ③ 土 地 に つ い て は 二 年 間 、そ の 他 の も の に つ い て は 一 年 間 、

占 有 を 継 続 す る こ と(被 相 続 人 の 占 有 期 間 は 相 続 人 の そ れ に 加 算 さ れ る)、
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④ 占 有 取 得 を 適 法 な も の と す る 正 原 因 ま た は 正 権 原 が 存 在 す る こ と 、 ⑤ 占

有 取 得 の 時 点 で 善 意 が 存 在 す る こ と 、 で あ る 。 こ の ほ か に も 長 期 間 の 前 書

と い う 制 度 が あ っ た が 、ユ ー ス テ ィ ー ニ ア ー ヌ ス 帝 は 、両 制 度 を 統 一 し て 、

不 動 産 の 取 得 時 効 に つ い て は 、 現 在 者 間(同 一 行 政 地 域 に 所 有 者 と 占 有 者

が 居 住 し て い る と き)で は 一 〇 年 、 不 在 者 間(そ う で な い と き)で は 二 〇

年 、 動 産 の 取 得 時 効 に つ い て は 三 年 を 、 そ の 要 件 と し た 。 ち な み に 、 〈198

8>〈Nemodat,quodnonhabet.〉[誰 も 、 自 身 が 持 た な い[も の を]与

え な い 。]も 、 本 題 の 格 言 を 最 小 限 に 短 縮 し た も の で あ る 。 〈1987>・ 〈198

8>・ 〈2019>

〈2045>Hemopotestadimpossibileobligari.[Nem6potestobl

igarladimpossibile.](CeZ.D,50,17485;Lib.Sex,5,13,6)「 誰 も 、 不

可 能 な[も の]へ と 債 務 を 負 わ さ れ る こ と は 出 来 な い 。」<impossbile>… 〈i

mpossibilis>[不 可 能 な]の 團 圃 囲(囮)。 ※ 独 語 で は 、 形 容 詞 が そ の

ま ま 名 詞 に な る と き に は 、 頭 文 字 が 大 文 字 に な り 、 し か も 冠 詞 が つ く こ と

が 普 通 な の で 、読 み 手 に 親 切 な 扱 い に な っ て い る 。 ラ テ ン 語 で は 、つ ね に 、

形 容 詞 と 名 詞 の 識 別 を 慎 重 に 行 な う 必 要 が あ る が 、 そ れ は か な り む ず か し

い 作 業 で あ る 。 「不 可 能 」 → 「索 引 」。<1162>・ 〈1163>・ 〈1678>・ 〈3673>

〈2046>Nemopotestcontrarecordumverificareperpatriam.

[Nem6potestverificareperpatriamcontrarecordum.](2Co.Inst.

380)「 誰 も 、 記 録 に 反 し て は 、 陪 審 員 を 通 じ て 証 明 す る こ と は 出 来 な い 。」

〈verificare>… 〈verifico>[証 明 す る]の 囲 困 、〈patriam>… 〈patria>[陪

審 員]の 團[瑚 、 〈recordum>… 〈recordum>[記 録]の 圓[瑚 。

〈2047>Nemopotestduranaturaesolverejura.[Nem6potest

solverejUradUranatUrae.]「 誰 も 、 自 然 の 厳 し い 法 を 壊 す こ と は 出 来

な い 。」 〈dura>… 〈durus>[厳 し い]の 圏 團 圃 。

〈2048>Hemopotestesseagensetpatiens.[Nem6potestesse

agensetpatiens.]「 誰 も 、[同 時 に]行 な う 側 の[人]と 効 果 を 受 け る

側 の[人]で 」 あ る こ と は 出 来 な い 。」 〈agens>… 〈ago>[な す]の 見 出 し

語 囲 囹(囮)、 〈P・ti・n・〉…[ヨ 〈P・ti・・〉[こ う む る]の 見 出 し 語 囲 囹(囮)。

〈2049>Hemopotestessedomillusetllaeres(heres).[Nem6po

testessedominusethaeres(heres).](Hale,Hist.Com.Law,C.7)「 誰

も 、[同 時 に 、]所 有 権 者 と 相 続 人 で あ る こ と は 出 来 な い 。」

〈2050>Hemopotestessesimulactoretjudex.[Nem6potest

esseactoretjUdexsimul.](Broom,Max.69,117)「 誰 も 、 同 時 に 、 原

告 と 裁 判 官 で あ る こ と は 出 来 な い 。」

〈2051>Hemopotestessetenensetdominus.[Nem6potestes

setenensetdominus.](Gilb.Trn,142)「 誰 も 、[同 時 に 、][土 地]保
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有 者 と[土 地]所 有 権 者 で あ る こ と は 出 来 な い 。」 〈tenens>… 〈teneo>[保

有す る]の 見 出し語 囲 囹(匿 唾])。

〈2052>Hemopotestexuerepatriam.[Nem6potestexuerepatr

iam.](18L.Q.R.)「 誰 も 、 祖 国 を 捨 て る こ と は 出 来 な い 。」 〈exuere>… 〈e

xuo>[す て る]の 囲 匠]、 〈patriam>… 〈patria>[祖 国]の 團 因]。

〈2053>Hemopotestfacereperalium唖uodpersenonpotest.

[Nem6potestfacere,quodn6npotestperse,peralium.](Jenk.

Cent.237)「 誰 も 、 自 身 を 通 じ て[行 な う こ と が]出 来 な い[こ と を]他

[人]を 通 じ て 行 な う こ と は 出 来 な い 。」

〈2054>Nemopotestfacereperobli吼uumquodnonpotestfa

cereperdirectum.[Nem6potestfacere,quodn6npotestfacere

perdlrectum,perobllquum.](1Eden,512)「 誰 も 、 直 接 的 な[こ と]

を 通 じ て な す こ と が 出 来 な い[こ と を]間 接 的 な[こ と]を 通 じ て な す こ

と は 出 来 な い 。」 〈directum>… 〈directus>[直 接 的 な]の 團 圃 因](囮)、

〈obliquum>… 〈obliquus>[間 接 的 な]の 團 匝]因](囮)。 ※ 「直 接 と 間 接 」

→ 「索 引 」、 「 タ テ マ エ(直 接)と ホ ン ネ(間 接)」 → 「索 引 」。

〈2055>Nemopotestmutareconsiliumsuuminalteriusinjur

iam.[Nem6potestmUtarec6nsiliumsuumininjUriamalterius.]

(Pαp.D.50,17,75;Broom,Max.34,352)「 誰 も 、 他[人]の 不 利 益 へ と

自 身 の 意 図 を 変 更 す る こ と は 出 来 な い 。」 〈mutare>… 〈muto>[変 更 す る]

の 囲 困 、 〈COnSiliUm>… 〈COnSiliUm>[意 図]の 團 因]。

〈2056>Nemopotestnisiquoddejurepotest.[Nem6potestni

si,quodpotestdejUre.](67,111,App.80)「 誰 も 、 法 上[な す こ と が]

出 来 る[こ と]以 外 に は 、[な す こ と が]出 来 な い 。」

〈2057>Hemopotestp111sjllrisadaliumtrallsferrequamipse

ha1⊃et.[Nem6potesttransferreplUsjUris,quamipsehabet,ad

alium.](σlp.D.50,17,54:D.41,1,20pr.;Pα ㍑Z.D.50,17,175,1:D.50,

17,120:D.50,17.177pr.;co.Litt.3096)「 誰 も 、 自 身 が 持 っ て い る 以 上

の 権 利 を 他[人]に 移 転 す る こ と は 出 来 な い 。」 〈transferre>… 〈transfer

o>[移 転 す る]の 囲 困 、 ※ 〈plus～quam>は 相 関 語 で あ る 。 〈plusjuri

s>に つ い て は 〈393>を 参 照 。 「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈68>・ 〈84>・ 「索 引 」。

〈2058>Nemopotestpraecisecogiadfactum.[Nem6potestc6

giadfactumpraecise.](CeZs.D.424,134)「 誰 も 、 安 易 に 行 為 へ と 強

制 さ れ る こ と は 出 来 な い 。」

〈2059>Hemopotestpropriofactoseabobligationeliberare.

[Nem6potestIlberareseabobligati6nefact6propri6.]「 誰 も 、 自

身 の 行 為 に 依 っ て 自 身 を 債 務 か ら 解 放 す る こ と は 出 来 な い 。」 〈liberare>…
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〈libero>[解 放 す る]の 囲 匠]。

〈2060>Hemopotestsibidebere.[Nem6potestdeberesibi.]「 誰

も 、 自 身 に[債 務 を]負 う こ と は 出 来 な い 。」

〈2060わfs>Nemopotestsibihanclegemdicereutapriorevo

luntateeirecederenonliceat。[Nem6potestdicerelegemhanc,

utn6nliceatelrecedereavoluntatepri6re,sibi.]「 誰 も 、 い っ そ

う 前 の 意 思 か ら 退 く こ と が 自 身 に 許 さ れ な い よ う に す る 、 と い う こ の 条 項

を 自 身 の た め に 言 明 す る こ と は 出 来 な い 。」 〈recedere>… 〈recedo>[し り

ぞ く]の 囲 團 。 ※ 〈hanc～,ut>は 一 種 の 相 関 語 で あ る 。

〈2061>Hemopraedoest,quipretiumnumeravit。[Nem6,qui

numeravitpretium,estpraed6,](σZp.D.50.ヱ7,126pr.二D.5,3,13,8)

「代 金 を 支 払 っ た 人 は 、 誰 も 、 盗 賊 で は な い 。」 〈numeravit>… 〈numero>

[支 払 う]の 囲 国 團 、 〈pretium>… 〈pretium>[代 価]の 團 因]、 〈praedo>

… 「盗 貝戎 」。

〈2062>Hemopraesensnisiintelligat.[Nem6praesens,nisiin

telligat,]「 誰 も 、[状 況 を]理 解 し て い る の で な い 限 り は 、 在 席 し て[い

る]こ と に は 成 ら な い 。」<praesens>… 〈praesum>[前 に た つ]の 見 出 し

語 囲 囹 。 ※ 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。 「タ テ マ エ(在 席 し て い る)と ホ ン ネ

(理 解 し て い る)」 → 「索 引 」

〈2063>Hemopraesumituralienamposteritatemsuaepraet111i

sse.[Nem6praesUmiturpraetulisseposteritatemalienamsuae.]

(Wing.Max.285,79)「 誰 も 、 他 人 の 子 孫 を 自 身 の[子 孫]よ り も 優 先 さ せ

た も の と は 推 定 さ れ な い 。」〈praetulisse>… 〈praefero>[優 先 さ せ る]の 囲

困 、 〈posteritatem>… 〈posteritas>[子 孫]の 團 因]。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文

が 見 え る 。 主 語 の 〈nemo>は 、 〈praesumitur>と 〈praetulisse>の 双 方 に か

か る 。 国 圏 → 〈98>。 〈suae>は 〈suus>[彼 自 身 の]の 与 格 で あ っ て 、 属 格

な ど で は な い 。 「自 身 と 他 人 」 → 「索 引 」

〈2064>Nemopraesumiturdonare.[Nem6praesUmiturd6nare.]

(Harenv.Foster,9Pic.(Mass.)128,19Am.Dec.353)「 誰 も 、 贈 与 す る も

の と は 推 定 さ れ な い 。」 〈donare>… 〈dono>[貝 曽 与 す る]の 國 困 。 ※ 主 格 不

定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈nemo>は 、 〈praesumitur>と<donare>の 双

方 に か か る 。 国 困 → 〈98>

〈2065>Nemopraesumituresseimmemorsuaeaetemaesalut

atis,etmaximeillarticulomortis.[Nem6praesUmituresseim

memorsalUtatisaeternaesuae,etinarticul6mortismaxime,](6

Co.76)「 誰 も 、 自 身 の 永 遠 の 安 全 を 忘 れ て い な い も の と 推 定 さ れ る 。 ま

た 、[こ れ は 、]死 の 時 点 に 於 い て と り わ け[そ う で あ る]。 」 〈immemor>
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… 「忘 れ て い る 」、 〈salutis>… 〈salus>[安 全]の 團 國 、 〈aeternae>… 〈a

eternus>[永 遠 の]の 團[図[国 、 〈articulo>… 〈articulum>[時 刻]の 團 圏 、

〈mortis>…<mors>[死]の 團[国 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈n

emo>は 、 〈praesumitur>と 〈esse>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>。 〈imme

mor>は 属 格 を 支 配 す る 形 容 詞 で あ る 。 「属 格 を ひ く 形 容 詞 」 → 「索 引 」

〈2066>Hemopraesllmitllrgratuitoma111s.[Nem6praesUmitur

malusgratult6.]「 誰 も 、 利 益 も な く 悪 い[人][で あ る]、 と は 推 定 さ れ

な い 。」 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈nemo>は 、 〈praesumitur>

と 省 略 さ れ て い る 〈esse>の 双 方 に か か る 。 国 国 → 〈98>。 こ の よ う に 利 益=

メ リ ッ ト に 着 目 し て い く や り か た は 、 〈483>〈Cuibono?〉 の と こ ろ で も 現

わ れ て い る 。 上 の 格 言 を も っ と 単 純 化 し た も の と し て 、 〈Nemopraesumi

turmalus.〉[誰 も 、 悪 い[も の]と は 推 定 さ れ な い 。]が あ り 、 い わ ゆ る

「無 罪 推 定 則 」 を 述 べ る も の と な っ て い る 。 〈483>・ 〈492>・ 〈3626>

〈2067>Nemopraesumiturhaeredem(heredem)suumonerarev

oluisse.[Nem6praesUmiturvoluisseonerarehaeredem(heredem)

suum.](.Mod,D.31,34,5;Pαp,D.31,67,8)「 誰 も 、 自 身 の 相 続 人 に 負 担

を 課 す る こ と を 望 ん だ も の と は 、 推 定 さ れ な い 。」 〈onerare>… 〈onero>[負

担 を 課 す る]の 囲 困 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈nemo>は 、 〈p

raesumitur>と 〈voluisse(onerare)〉 の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>。 〈106

4>

〈2068>Hemopropartehaeres(11eres).[Nem6haeres(heres)pr6

parte.](σZp.D.29,2,10)「 誰 も 、 部 分 に つ い て は 相 続 人 と は[成 ら]な

い 。」 〈parte>… 〈pars>[部 分]の 團 圏 。 ※ 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。

〈2069>Nemopmhibeturpluresnegotiationessiveartesexer

cere.[Nem6prohibeturexercereneg6tiati6nesslveartesplUres.]

(11Co.Rep.53)「 誰 も 、 多 数 の 、 取 引 あ る い は 方 法 を 実 行 す る こ と を 禁

止 さ れ な い 。」 〈exercere>… 〈exerceo>[実 行 す る]の 囲 團 、 〈negotiation

es>… 〈negotiatio>[取 引]の[國 因]、 〈artes>… 〈ars>[方 法]の[園 因]。 ※ 〈p

rohibetur>は 補 足 不 定 法 〈exercere>を ひ く 。 〈2371>

〈2070>Hemoprollibeturp111ribusdefellsionibllsuti.[Nem6pr

ohibeturUtldefensi6nibusplUribus.](Pα ㍑Z.D.44,1,8;σZp.D.50,17,

43pr.;Co.Litt.304a;Wing.Max.33)「 誰 も 、 多 数 の 防 御 方 法 を 用 い る こ

と を 禁 止 さ れ な い 。」 〈defensionibus>… 〈defensio>[防 御 方 法]の 圏 團 。

※ 〈prohibetur>は 補 足 不 定 法 〈uti>を ひ く 。

〈2070わfs>Nemoprohibeturremquamconduxit,fruelldamali

ilocaresinihilaliudconvenit.[Nem6prohibeturlocarerem,q

uamcondUxit,aliifruendam,sinihilaliudconvenit.]「 誰 も 、 他 の
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こ と が な ん ら 合 意 さ れ な か っ た 場 合 に は 、 自 身 が 賃 借 し た も の を 、 収 益 の

対 象 と す る 目 的 で 他 人 に 貸 す こ と を 禁 じ ら れ な い 。」 〈conduxit>… 〈condu

co>[賃 借 す る]の 囲 国 團 、 〈locare>… 〈loco>[貸 す]の 囲 困 、<fruenda

m>… 圖 〈fruor>[利 用 す る]の 國 囮 〈fruendus>[利 用 さ れ る べ き[で あ る]]

の 團 國 因]。 ※ 〈fruendam>は 、 か た ち の 上 で は 〈rem>に か か る が 、 〈ad>[た

め に]を 加 え た よ う な ニ ュ ア ン ス に な る 。 こ の 現 象 は 、 「あ づ け る 」 と か 、

「与 え る 」 と か の 動 詞 と ペ ア に な っ て 現 わ れ て く る 。 『古 典 ラ テ ン 語 文 典 』

p.152。

〈2071>Nemoprudenspunitquiapeccatumest,sednepecce

tur.[Nem6prUdenspUnit,quiaestpeccatum,sednepeccetur.]

「思 慮 の あ る 人 は 、 誰 で も 、[具 体 的 に]悪 事 が な さ れ た こ と を 理 由 と し て

[犯 人 を]罰 す る の で は な く て 、[一 般 的 に]悪 事 が な さ れ る こ と が な い よ

う に 、 罰 す る 。」 〈prudens>… 「思 慮 あ る 」、 〈peccatum>… 〈pecco>[悪 事

を 犯 す]の 囲 囹 〈peccatus>の 團 圃 国(受 動 相 完 了 の 構 成 要 素)、 〈peccet

ur>… さ き の 〈pecco>の 國 図 囲 国 團 。 ※ 〈nemo～sed>は 一 種 の 相 関 語 で

あ る 。

〈2072>Hemoprudenspunitutpraeteritarevocentur,sedut

futurapraeveniantur.[Nem6prUdenspUnitutpraeteritarevocen

tur,sed,utfutUrapraeveniantur.](2Bulst.173)「 思 慮 の あ る 人 は 、

誰 で も 、 過 去 の[こ と]が 呼 び も ど さ れ る た め に で は な く て 、 未 来 の こ と

が 阻 止 さ れ る た め に 、 罰 す る 。」 〈prudens>… 「思 慮 あ る 」、 〈praeterita>

… 〈P・a・t・ ・itu・ 〉[過 去 の]國 圃 国(囮) 、 〈・ev・centu・ 〉… 〈rev・c・ 〉[よ

び も ど す]の 國 図 囲 国 圏 、〈futura>… 〈futurus>[未 来 の]の 圏 圃 国(囮)、

〈praeveniantur>… 〈praevenio>[妨 げ る]の 國 図 囲 国 圏 。 ※ 〈nemo～

sed>は 一 種 の 相 関 語 で あ る 。 「過 去 と 未 来 」 → 「索 引 」

〈2073>Hemopuniturproalienodelicto。[Nem6pUnlturpr6d

elict6alien6.](Gαf.D.50,17,111,1;Wing.Max.336;Co.Litt.145b)「 誰

も 、 他 人 の 犯 罪 の た め に は 、 罰 せ ら れ な い 。」 〈144>・ 〈166>・ 〈185>・ 〈2

014>

〈2074>Hemopunitnrsineinjllria,facto,seudefalta.[Nem6

pUnltnrsineinjUria,fact6,seudefalta.](2Co.Inst.287)「 誰 も 、

不 法 、 行[動]あ る い は 憬 怠 な し に は 、 罰 せ ら れ な い 。」 〈defalta>… 〈def

alta>[解 怠]の 團 團 。

〈2075>Hemoqllicondemnarepotest,110nabsolverepotest.

[Nem6,qulpotestcondemnare,n6npotestabsolvere.](σZp.D.50,

17,37)「 有 責(罪)判 決 を 下 す こ と の 出 来 る 人 が 、 誰 も 、 免 訴(無 罪)判

決 を 下 す こ と が 出 来 な い 、 と い う よ う な こ と は な い 。」 〈condemnare>… 〈c
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ondemno>[有 責 判 決 を 下 す]の 囲 困 、 〈absolvere>… 〈absolvo>[免 訴 判

決 を 下 す]の 囲 困 。 ※ 〈nemo～non>は 二 重 否 定 の 構 文 で あ る 。

〈2076>Hemoremsuamuiliterstipulatur.[Nem6stipulaturre

msuamUtiliter.](σZp.D.45,1,82pr.;Gai.1.3,99)「 誰 も 、[自 身 の た め

に]自 身 の 物 を 問 答 契 約 に 依 り 有 益 に 約 束 し な い 。」 〈stipulatur>… 圖 〈stip

ulor>[約 束 す る]の 國 国 團(図)。 ※ 〈utiliter>の と こ ろ は 、 文 章 全 体 に

か か る 副 詞 と 読 み こ ん で 、 「～ し て も 役 だ た な い 」 と 訳 し て も さ し つ か え な

い 。 「〈frustra>系 」 → 「索 引 」。 〈2082>・ 〈3087>・<3099>・ 〈3176>・ 〈3

485>

〈2077>Hemosibiessejudexvelsuisjusdiceredebet.[Nem6

debetessejUdexsibi,veldlcerejUssuls.](C.J.3,5,ヱ;Broom,Ma

x.68;12Co.Rep.113)「 誰 も 、 自 身 の た め に 裁 判 官 で あ る べ き で は な い 。

あ る い は 、 自 身 の[事 案 」 に 法 を 宣 言 す る べ き で は な い 。」

〈2078>Nemosibiipsecausampossessionismutarepotest.[N

em6ipsepotestmUtarecausampossessi6nissibi.](Mαrce.D.41,2,

19,1;Pα ㍑Z.D.41,2,349;J㍑Z.D,41,3,33,1:D,4ヱ,5,2,1)「 誰 も 、 自 身 の

た め に 自 ら 占 有 の 原 因 を 変 更 す る こ と は 出 来 な い 。」 〈mutare>… 〈muto>

[変 更 す る]の 囲 困 。

〈2079>Hemosibititulumadscribit.[Nem6adscribittitulums

ibi,]「 誰 も 、 自 身 の た め に 執 行 権 原 を 帰 属 さ せ な い 。」 〈adscribit>… 〈ads

cribo>[帰 す る]の 囲 国 團 、 〈titulum>… 〈titulus>[権 原]の 團 圖 。

〈2080>Nemosimulactoretjudex.[Nem6actoretjUdexsimu

l.](BurchardvonWorms,Decretum,16,15)「 誰 も 、 同 時 に 、 原 告[で

あ り]ま た 裁 判 官[で あ る]こ と は な い 。」 ※ 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。 〈20

31>・ 〈3639>

〈2081>Hemosimuldominispotestservireduobus.[Nem6pot

estserviredominisdu6bussimul.]「 誰 も 、 同 時 に 、 二 人 の 主 人 に 供

え る こ と は 出 来 な い 。」 〈servire>… 〈servio>[奉 仕 す る]の 囲 匠]。

〈2082>Nemosimultenensetdominus.[Nem6tenensetdomi

nussimul.](σZ .ρ,D.50,17,45pr.;C.J.4,65,20)「 誰 も 、同 時 に 、所 持[者]

[で あ り]ま た 所 有 権 者[で あ る]こ と は な い 。」 〈tenens>… 〈teneo>[所

持 す る]の 見 出 し 語 囲 囹(囮)。 〈2076>・ 〈3087>・ 〈3099>・ 〈3176>・ 〈3

485>

〈2083>Hemosineactioneexperituretllocnonsillebreviet

libelloconventionali.[Nem6experitursineactione,ethocn6n

sinebrevletlibell6conventionall.](Brac.Fol.112)「 誰 も 、 訴 え な し

に は 争 わ な い 。 そ し て 、 こ れ は 訴 状 お よ び 合 意 書 面 な し に は[生 じ な い]。 」
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〈experitur>… 圖 〈experior>[争 う]の 囲 国 團(図)、 〈brevi>… 〈breve>

[訴 状]の 團 圏 、 〈libello>… 〈libellus>[書 面]の 團 圏 、 〈conventionali>

… 〈conventionalis>[合 意 の]の 團 囲 團 。 ※ 後 半 部 分 で は 、 動 詞 は 省 略 さ

れ て い る 。

〈2084>Hemosineactoredamnaripotest。[Nem6potestdamna

rlsineact6re,]「 誰 も 、 原 告 な し に は 有 責 判 決 さ れ る こ と は 出 来 な い 。」

〈damnari>… 〈damno>[有 責 判 決 す る]の 図 囲 困 。

〈2085>Hemosinecriminevivit.[Nem6vlvitsinecrlmine.](C

ato,Distich.1,5)「 誰 も 、 罪 な し に 生 き な い 。」 〈vivit>… 〈vivo>[生 き る]

の 囲 国 團 。

〈2085わfs>Nemosocietatemcontrallendoreisuaedomilluses

sedesinit.[Nem6desinitessedominusrelsuaecontrahend6soc

ietatem.]「 誰 も 、 組 合[契 約]を 締 結 す る こ と に 依 っ て は 、 自 身 の 物 の 所

有 権 者 で あ る こ と を 止 め な い 。」〈desinit>… 〈desino>[や め る]の 囲 国 團 、

〈dominus>… 「所 有 権 者 」、 〈contrahendo>… 〈contraho>[締 結 す る]の 國

囮 〈contrahendum>の 圏(團)。 ※ 國 囮 → 〈153>・ 〈1540>

〈2086>Hemosurrogatcontrase.[Nem6surrogatcontrase.]

「誰 も 、 自 身 に 不 利 と な る か た ち で[他 の 人 を]代 理 人 と す る こ と は な い 。」

〈surrogat>… 〈surrogo>[代 理 と し て 選 ば せ る]の 囲 国 團 。 〈473>

〈2087>Hemosllumjactarepraesumitllr.[Nem6praesUmiturja

ctaresuum.](Wing.Max.665)「 誰 も 、 自 身 の[も の]を 投 げ す て る も

の と は 推 定 さ れ な い 。」 〈jactare>… 〈jacto>[な げ す て る]の 囲 困 。 ※ 主 格

不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈memo>は 、 〈praesumitur>と 〈jactare>の

双 方 に か か る 。 国 圏 → 〈98>。 〈2042>

〈2088>Hemotenetllradimpossibile.[Nem6teneturadimposs

ibile.](CθZ.D.50,17485;Jenk.Cent.7)「 誰 も 、 不 可 能 な[こ と]へ と

拘 束 さ れ な い 。」 ※ 〈tenetur>は 補 足 不 定 法 〈accusare>を ひ く 。 〈1162>・ 〈1

163>・ 〈1678>・ 〈2045>・ 〈3613>

〈2089>Hemoteneturarmareadversariumcontrase.[Nem6te

neturarmareadversariumcontrase,](C.J.2,1,4;Wing,665)「 誰 も 、

自 身 に 不 利 と な る か た ち で 相 手[方]に 武 器 を 与 え る よ う 拘 束 さ れ な い 。」

〈armare>… 〈armo>[武 装 さ せ る]の 囲 困 、 〈adversarium>… 〈adversari

us>[反 対 の]の 團 囲 因](囮)。 ※ 〈tenetur>は 補 足 不 定 法 〈armare>を ひ

く 。 「 自 身 と 他 人 」 → 「索 引 」

〈2090>Hemoteneturdivinare.[Nem6teneturdlvmare.](Pα ㍑1.

D.9,2,31;σZp.D.17,1,29,2;D.44,4,4,23;10Co.Rep.55a)「 誰 も 、 予

測 す る よ う 拘 束 さ れ な い 。」 〈divinare>… 〈divino>[予 言 す る]の 囲 国 。
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※ 〈tenetur>は 補 足 不 定 法 〈divinare>を ひ く 。

〈2091>Hemotenetllredereinstrumelltacolltrase.[Nem6ten

eturedereInstrUmentacontrase.](Bell.Dict.)「 誰 も 、 自 身 に 不 利

に な る か た ち で 書 面 を 提 出 す る よ う 拘 束 さ れ な い 。」 〈edere>… 〈edo>[与

え る]の 囲 困 、 〈instrumenta>… 〈instrumentum>[文 書]の 圏 因]。 ※ 〈t

enetur>は 補 足 不 定 法 〈edere>を ひ く 。

〈2092>Nemotenetllrillformare唖11inescit,sed唖11isqllisscir

equodinformat.[Nem6,qulnescit,teneturInf6rmare,sedquis

quisscire,quodinf6rmat.](Branch,Princ.;Lane,110)「 誰 も 、 自 身

が 知 ら な い 限 り 、[あ る こ と を]通 知 す る よ う 拘 束 さ れ な い が 、 し か し 、 誰

で も 、 自 身 が 通 知 す る[こ と を]知 っ て い る よ う[拘 束 さ れ る]。 」 〈nesci

t>… 〈nescio>[知 ら な い]の 囲 国 團 、<informare>… 〈informo>[通 知 す

る]の 囲 国 、 〈scire>… 〈scio>[知 る]の 囲 團 、 〈informat>… さ き の 〈info

rmo>の 囲 国 團 。 ※ 〈tenetur>は 補 足 不 定 法 〈informare>を ひ く 。 関 係 代 名

詞 〈qui>は 、 接 続 詞 風 に 訳 し て あ る 。

〈2093>Hemotenetllrjurareillsuamturpitlldillem.[Nem6ten

eturjUrareinturpitUdinemsuam.](Bell,Dict.;Halk,Max.107)「 誰

も 、 自 身 の 恥 辱 に 成 る 方 向 で 宣 誓 す る よ う 拘 束 は さ れ な い 。」 〈jurare>… 〈j

uro>[宣 誓 す る]の 囲 困 、 〈turpitudinem>… 〈turpitudo>[恥 辱]の 團 因]。

※ 〈tenetur>は 補 足 不 定 法 〈jurare>を ひ く 。

〈2094>Hemoteneturprodereseipsum。[Nem6teneturpr6dere

seipsum.](Broom,Max.968;10N.Y.10;7How.Prac.(N.Y.)57f)「 誰

も 、 自 身 の こ と を 暴 く よ う に 拘 束 さ れ な い 。」 〈prodere>… 〈prodo>[ひ き

わ た す]の 囲 困 。 ※ 〈tenetur>は 補 足 不 定 法 〈prodere>を ひ く 。

〈2095>Hemotenetllrseinfortuniisetpericulisexpollere.[N

em6teneturexp6nereseInfortUnilsetperlculls.](Co.Litt.253b)

「 誰 も 、 自 身 の 身 を 不 幸 と 危 険 に 晒 す よ う 拘 束 さ れ な い 。」 〈exponere>… 〈e

xpono>[さ ら す]の 囲 困 、 〈infortuniis>… 〈infortunium>[不 幸]の 圏 團 、

〈periculis>… 〈periculum>[危 険]の 圏 團 。 ※ 〈tenetur>は 補 足 不 定 法 〈e

xponere>を ひ く 。

〈2096>Hemoteneturseipsumaccusare。[Nem6teneturaccUsa

reseipsum.](2P.Wms.2,583;Wing.Max.486)「 誰 も 、 自 身 を 告 発 す

る よ う 拘 束 さ れ な い 。」 〈seipsum>… 〈se+ipsum>。 ※ 〈tenetur>の 位 置 に

未 来 形 の 〈tenebitur>[拘 束 さ れ な い で あ ろ う]が 、 ま た 、 〈accusare>の

と こ ろ に 〈prodere>[裏 切 る]が 入 っ て く る 命 題 が あ る 。 〈tenetur>は 補 足

不 定 法 〈accusare>を ひ く 。 〈42>・ 〈3605>

〈2097>Hemotestisinpropriacausa.[Nem6testisincausap
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ropria.](Pom .ρ.D.22,5,10)「 誰 も 、 自 身 の 事 案 に 於 い て は 証 人 で は な

[い]。 」。 ※ 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。

〈2097わfs>Hemoultraposseobligatur.[Nem60bligaturultrap

osse.]「 誰 も 出 来 る こ と を 超 え て は 拘 束 さ れ な い 。」

〈2098>Hemounquamjudicetinse.[Nem6jUdicetinseunqua

m.](C.J.3,5,1)「 誰 も 、 決 し て 自 身[の こ と]に 於 い て 裁 判 し な い よ う 。」

〈2099>Hemovidetllrdoloexse噌ui,噌uiignoratcausamcllrn

ondebeatpetere.[Nem6,qulIgn6ratcausam,cUrn6ndebeatpe

tere,videturexsequidol6.](Pα ㍑Z.D.50,17,177,1)「 な ぜ 請 求 す る べ

き で は な い の か 、 と い う こ と の 理 由 を 知 ら な い 人 は 、 誰 も 、 悪 意 で 追 求 す

る も の と は 見 ら れ な い 。」 〈ignOrat>… 〈ignOrO>[知 ら な い]の 囲 国 團 、 〈C

ur>… 「な ぜ ～ か?」 、 〈exsequi>… 圖 〈exsequor>[追 う]の 囲 圏(図)。 ※

主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈nemo>は 、 〈videtur>と 〈exsequi>の

双 方 に か か る 。 国 国 → 〈98>

〈2100>Hemovideturfraudareeos,吼uisciuntetconsentiunt.

[Nem6videturfraudaree6s,qulsciuntetc6nsentiunt,](σZp.D.5

047,145)「 誰 も 、 知 り つ つ 同 意 す る 人 を 欺 く も の と は 見 ら れ な い 。」 〈fra

udare>… 〈fraudo>[欺 く]の 囲 團 、 〈sciunt>… 〈scio>[知 る]の 囲 国 國 。

※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈nemo>は 、 〈videtur>と 〈fraudare>

の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>

〈2101>Hequemalitiisindulgendum.[Nequeindulgendummali

tiis.](CeZ.D.6,1,38)「 ま た 、 悪 意 に 寛 大 な 扱 い を し て は な ら な い 。」 〈in

dulgendum>… 〈indulgeo>[寛 大 な 扱 い を す る]の 國 囮 〈indulgendus>[寛

大 な 扱 い を す る べ き[で あ る]]の 團 囲 国 、 〈malitiis>… 〈malitia>[悪 意]

の[園 團 。 ※ 「自 動 詞 の 動 形 容 詞 」 → 〈574>・ 「索 引 」

〈2102>Hequeopinionesednaturaconstitutumestjus.[JUs

estc6nstitUtumnequeopini6nesednatUra.](Cic.DeLeg.1,10,25)

「ま た 、 法 は 、[人 々 の]意 見 で は な く て 、 自 然 に 依 っ て 、 制 定 さ れ た 。」 〈c

onstitutum>… 〈constituo>[制 定 す る]の 園 囹 〈constitutus>の 團 囲 国(受

動 相 完 了 の 構 成 要 素)、 〈opinione>… 〈opinio>[意 見]の 團 團 。 ※ 〈neque

～sed>は 一 種 の 相 関 語 で あ る 。

〈2102わfs>Neuteralterisupervixissevidebitur。[Neutervidebi

tursupervixissealteri.]「[同 時 死 亡 の 場 合 に お い て 、]ど ち ら の 人 も 、

他 の[人]よ り も 長 生 き し た も の と は 見 ら れ な い だ ろ う 。」 〈supervixisse>

… 〈supervivo>[長 生 き す る]の 匠1困 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主

語 の 〈neuter>は 、 〈videtur>と<supervixisse>の 双 方 に か か る 。 国 圏 → 〈9

8>
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〈2103>Mhiladmeattinet.[Nihilattinetadme.](Ter.And.1,

2,16)「 そ れ は 私 に は ま っ た く 関 係 し な い 。」 〈attinet>… 〈attineo>[関 係

す る]の 囲 国 團 。

〈2103わfs>Nihilaliudestactioquamjusjudiciopersequendi

quodsibidebetuL[Acti6estnihilaliud,quamjUspersequendi,

quoddebetursibi,jUdici6.]「 訴 権 は 、 自 身 に 負 わ れ て い る[も の を]

裁 判 に 於 い て 追 求 す る こ と の 権 利 に ほ か な ら な い 。」〈persequendi>… 圖 〈p

ersequor>[追 求 す る]の 國 囮<persequendum>の 圓(團)。 ※ 國 囮 → 〈1

53>・ 〈1540>、 「定 義 」 → 「索 引 」。

〈2104>Mhilaliudpotestrexinterris,cumsitDeiminister

etvicarius,噌uam唖110ddejllrepotest.[Rexpotestnihilaliud,

quam,quodpotestdejUre,cumsitministeretvicariusDel,in

terris.](11Co.Rep.74)「 国 王 は 、 神 の 従 者 で あ り ま た 代 理 人 で あ る

の で 、 地 上 で は 、 法 上[な す こ と が]可 能 な[こ と]以 外 に は 、 な ん ら[な

す こ と が]出 来 な い 。」 〈minister>… 「従 者 」、 〈vicarius>… 「代 理 人 」、 〈t

erris>… 〈terra>[土 地]の[園 圏 。 ※ 〈nihilaliud～quam>は 相 関 語 で あ

る 。

〈2105>Nihilaliudpotestrexnisiquoddejurepotest.[Rex

potestnihilaliud,nisi,quodpotestdejUre.](11Co.Rep.74)「 国

王 は 、 法 上[な す こ と が]出 来 る[こ と]以 外 に は 、 な ん ら[な す こ と が]

出 来 な い 。」 ※ 〈nihil～,nisi>は 相 関 語 で あ る 。

〈2106>Nillilcapiatperbreve.[Capiatnihilperbreve.]「 そ の

人 は 令 状 を 通 じ て な ん ら 取 る べ き で は な い 。」 〈capiat>… 〈capio>[え る]

の 圏 囲 国 團 、 〈breve>… 〈breve>[令 状]の 團 圃 。

〈2107>Hihilcomm1111ellabetproprietascumpossessiolle.[pr

oprietashabetnihilcommUnecumpossessi6ne.](σ1ρ.D.41,2,12,ヱ)

「所 有 権 は 、 占 有 と 共 通 す る も の を な ん ら 持 た な い 。」 〈proprietas>… 「所

有 権 」。

〈2108>Nillilconfirmarine吼uit。[Nihilnequitc6nfirmari.]「 不

存 在 の も の は 確 認 さ れ る こ と は 出 来 な い 。」 〈nequit>… 〈nequeo>[出 来 な

い]の 囲 国 團 、<confirmari>… 〈confirmo>[確 認 す る]の 図 囲 團 。 〈809>

・ 〈3059>

〈2109>Nillilconsensuitamcontrariumest,吼uamvisat吼ue

metus.[Nihilestcontrariumc6nsensultam,quamvlsatquemet

us,](σZp.D,50,17,H6 .ρr.)「 暴 力 お よ び 恐 怖 ほ ど 、 同 意 に 反 す る も の は 、

な ん ら な い 。」 〈contrarium>…<contrarius>[反 対 の]の 團 圃 国 、 〈metu

s>… 「恐 怖 」。 ※ 〈tam～quam>は 相 関 語 で あ る 。
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〈2110>Hihildatquinonhabet。[Quin6nhabet,datnihil.](J

ur.Civ)「 持 た な い[人 は]な ん ら 与 え な い 。」

〈2111>Hihildereaccresciteiquinihilinrequandojusac

crescerethabet。[Nihilaccrescitei,quihabetnihilinre,dere,

quand6jUsaccresceret.](Co.Litt.188)「 権 利 が 添 加 す る よ う な と き

に 、 物 の 中 に な ん ら の も の も[持 た]な い 人 に は 、[そ の]物 か ら は な ん ら

の も の も 添 加 し な い 。」 〈aCCreSCit>… 〈aCCreSCO>[添 加 す る]の 囲 国 團 、

〈accresceret>… さ き の 〈accresco>の 圏 未 完 了 過 去 国 團 。

〈2112>Nihildolocreditorfacit,quisuumrecipit。[Creditor,

quirecipitsuum,facitnihildol6.](Pα ㍑Z.D.50,17,129pr.)「 自 身 の

[も の]を 受 領 す る 債 権 者 は 、 な ん ら 悪 意 で な さ な い 。」 〈recipit>… 〈recip

io>[う け と る]の 囲 国 團 。

〈2113>Nihilestaliudhereditas,quamsuccessioinuniversu

mjus,quoddefunctusllabuit.[Hereditasestnihilaliud,quam

successi6injUsUniversum,quoddefUnctushabuit.](Gαf.D.50,1

6,24)「 相 続 は 、 死 者 が 持 っ た 権 利 全 体 へ の 承 継 に ほ か な ら な い 。」 〈succ

essio>… 「承 継 」、<universum>… 〈universus>「 全 体 の 」 の 團 圃 囲 、<de

functus>… 「死 者 」。 ※ 〈nihilaliud～,quam>は 相 関 語 で あ る 。 「定 義 」

→ 「索 引 」

〈2113翫s>Hihilestimpedimellto⊂1uominlls噌uisubivelithab

eatdomiciliumquodeiinterdictumnonsit.[Nihilestimpedlm

ent6,qu6minusquishabeatdomicilium,quodn6nsitinterdictu

mei,ubivelit.]「 誰 に も 、 自 身 に[持 つ こ と を]禁 じ ら れ て い な か っ た

住 所 を 望 む と こ ろ に 持 つ こ と に は 、 な ん ら の 妨 げ も な い 。」 〈impedimento>

… 〈inpedimentum>[妨 げ]の 團 團
、 〈domicilium>… 〈domicilium>[住

居]の 團 圖 、 〈interdictum>…<interdico>[禁 止 す る]の 囲 囹<interdict

us>の 團 圃 国(受 動 相 完 了 の 構 成 要 素)。 ※ 〈quominus>に つ い て は 『 新 ラ

テ ン 文 法 』 §686を 参 照 。 「代 用 型 と し て の 〈quis>」 → 「索 引 」

〈2114>Mhilestliberale吼uodnonidemjustum.[Nihil,quod

idemn6njUstum,estllberale.](2Kent.Com,441)「 同 じ よ う に 公 正

で な い も の は 、 な ん ら 自 由 な も の で は な い 。」 〈liberale>… 〈liberalis>[自

由 な]の 團 圃 国 。 ※ 〈idem>[同 じ]は 代 名 詞 で あ る が 、 こ の よ う に 副 詞

的 な 役 ま わ り に な る こ と が あ る 。 「代 名 詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」

〈2115>Nillilestmagisrationiconselltallellm⊂1uameodemm

odo唖110d⊂1uedissolvere⊂1uocollflatumest.[Nihilestc6nsentan

eumrati6nlmagis,quamdissolverequodquemod6e6dem,qu6es

tc6nflatum.](σZp.D.50,17,35;Shep.Touch.323)「 あ る こ と が 案 出 さ
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れ た 際 に 用 い ら れ た 方 法 と 同 じ も の で そ れ を 解 消 す る こ と よ り も む し ろ 理

に 合 致 し て い る も の は 、 な ん ら な い 。」 〈consentaneum>… 〈consentaneu

s>[合 致 し た]の 團 圃 国 、<dissolvere>… 〈dissolvo>[解 く]の 囲 国 、 〈m

odo>… 〈modus>[方 法]の 團 圏 、 〈conflatum>… 〈conflo>[企 て る]の 囲

囹 〈conflatus>の 團 匠ヨ匡1(受 動 相 完 了 の 構 成 要 素)。 ※ 〈magis～quam>

は 相 関 語 で あ る 。 「設 定 と 解 消 」 → 「索 引 」

〈2116>Hihilfaciterrornomilliscumdecorporeconstat.[Er

rorn6minisfacitnihil,cumc6nstatdecorpore.](σZp.D.18,1,9,1

;11Co.Rep.21a;Broom,Max.431,634)「 名 称 の 誤 ま り は 、 客 体 に つ い

て 明 ら か に な っ て い る と き に は 、 な ん ら[問 題 を]生 じ さ せ な い 。」 〈corp

ore>… 〈corpus>[物 体]の 團 圏 。

〈2117>Nihilhabentinihildeest.[Nihildeesthabentlnihil.]

「な に も 持 た な い[人]に は 、 な に も 欠 け な い 。」 〈deest>… 〈desum>[欠

け て い る]の 囲 国 團 、 〈habenti>… 〈habeo>[も つ]の 囲 囹 〈habens>の 團

囲 團(囲)。

〈2118>Hihi111abetforllmexscena.[Forumhabetnihilexsce

na.](Bac.Max)「 裁 判 所 は 、 法 廷 の 外 で は 、 な ん ら[関 係 す る も の を]

持 た な い 。」 〈forum>… 「裁 判 所 」、 〈scena>… 〈scena>[舞 台]の 團 匡ヨ。

〈2119>Nillilinlegeintolerabiliusest,quameandemremce

nseridiversojure.[Nihilestintolerabilius,quamremeandemc

enserljUredlvers6,inlege.](4Co.Rep.93a)「 法 律(法)に 於 い て は 、

同 一 の 事 柄 が 異 な っ た 法 に 依 っ て 評 価 さ れ る こ と よ り も い っ そ う 耐 え が た

い も の は 、な ん ら な い 。」〈intolerabilius>… 〈intolerabilis>[耐 え が た い]

の 國 〈intolerabilior>の 團 田 国 、 〈diverso>… 〈diversus>[異 な っ た]の 團

匝]圏 。 ※ 〈nihil～,quam>は 比 較 の 構 文 で あ る 。 同 じ 構 文 で も 、 奪 格 だ け

を 用 い た シ ン プ ル な も の も あ る 。 「比 較 の 奪 格 」 → 〈105>・ 「索 引 」。 対 格 不

定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈rem>は 、 意 味 上 の 主 語 と し て 、 〈censeri>

に か か る 。 因]匿 ヨ→ 〈35>

〈2120>Mhilinfraregnumsubditosmagisconservatintran⊂1

11illitateetconcordia噌uamdebitalegumadministratio.[Nihil

c6nservatsubdit6sinfraregnumintranquillitateetconcordiam

agis,quamadministrati6debitalegum.](2Co.Inst.158)「 法 律(法)

の 、 義 務 に 適 っ た 管 理 以 上 に 、 王 国 の 下 に 服 属 し て い る[人 々]を 平 穏 さ

と 和 合 の 中 に 保 つ も の は 、な ん ら な い 。」〈conservat>… 〈conservo>[保 つ]

の 國 国 團 、〈subditos>… 〈subdo>[下 に お く]の 囲 囹 〈subditus>の 圏 囲 圃

(囮)、<regnum>… 〈regnum>[王 国]の 團 圖 、 〈tranquillitate>…<tran

quillitas>[静 か さ]の 團 團 、 〈concordia>… 〈concordia>[和 合]の 團 團 、
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〈administratio>… 「統 治 」。

〈2121>Hihililli噌uiusquamae噌uitatemnimisintendere.[Nihi

linlquius,quamintendereaequitatemnimis.](Halk,Max.103)「 衡

平 を 過 度 に 拡 大 す る こ と よ り い っ そ う 不 衡 平 な も の は 、 な ん ら な[い]。 」 〈i

niquius>… 〈iniquus>[不 衡 平 な]の 囲 〈iniquior>の 團 匠ヨ国 、 〈intendere>

… 〈intendo>[の ば す]の 囲 困 。

〈2122>Hihilini噌uiusvenalijustitia.[NihilinlquiusjUstltiav

enalL]「 売 り も の の 正 義 よ り も い っ そ う 不 衡 平 な も の は 、な ん ら な[い]。 」

〈iniquius>… 〈iniquus>[不 衡 平 な]の 囲 〈iniquior>の 團 圃 国 、 〈venali>

… 〈venalis>[売 り も の の]の 團 医1團 。 ※ 「比 較 の 奪 格 」 → 〈105>・ 「索 引 」

〈2123>Hillilinterestipsojure唖11isactionemnonha1⊃eat,all

perexceptioneminfirmetur.[Nihilinterest,quisn6nhabeata

cti6nemjUreips6,aninfirmeturpercxcepti6nem.](Pα ㍑Z.D.50,17,

112)「 あ る 人 が 法 上 当 然 に 訴 権 を 持 っ て い な い か 、 あ る い は 、[訴 権 は 持

っ て い る が]そ れ が 抗 弁 に 依 っ て 効 力 を 奪 わ れ て い る か の 間 に は 、 な ん ら

の 相 違 も な い 。」 〈infirmetur>… 〈infirmo>[力 を 失 な わ せ る]の 國 図 國 国

團 。 ※ 「代 用 型 と し て の 〈quis>」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(訴 権)と ホ ン ネ

(抗 弁)」 → 「索 引 」。

〈2124>Mhilmagisconsentaneumestquamutiisdemmodis

resdissolvitllr,⊂111ibuscollstituitur.[Nihilestc6nsentaneumma

gis,quamutresdissolviturmodlsilsdem,quibusc6nstituitur.]

「[あ る]こ と が 設 定 さ れ る 際 に 用 い ら れ る も の と 同 じ 方 法 に 依 っ て[そ の]

こ と が 解 消 さ れ る こ と よ り む し ろ 理 に 適 っ た も の は 、 な ん ら な い 。」 〈cons

entaneum>… 〈consentaneus>[合 致 す る]の 團 匝]国 、 〈dissolvitur>… 〈d

iSSOlVO>[解 く]の 図 囲 国 團 、 〈COnStitUitUr>… 〈COnStitUO>[設 定 す る]

の 図 囲 国 團 、<modis>…<modus>[方 法]の 圏 團 。 ※ 〈nihilmagis～q

uam>は 相 関 語 で あ る 。 「設 定 と 解 消 」 → 「索 引 」

〈2125>Mhilmagisjustumestquamquodnecessariumest.

[NihilestjUstummagis,quamquodestnecessarium.](Branch,P

rinc.;Dav.Ir,K,B.12)「 緊 要 で あ る[こ と]よ り も む し ろ 正 し い も の は 、

な ん ら な い 。」 〈necessarium>… 〈necessarius>[緊 要 な]の 團 圃 国 。 ※ 〈n

ihil～quam>は 相 関 語 で あ る 。

〈2126>Mhilne吼uamestpraesumendum.[Nihilnequamestpr

aesUmendum.](2P.Wms,583)「 価 値 の な い こ と は な ん ら 推 定 さ れ る べ

き で な い 。」 〈nequam>… 「価 値 の な い 」(不 変 化 形 容 詞)、 〈praesumendu

m>… 〈praesumo>[推 定 す る]の 國 囮 〈peaesumendus>[推 定 さ れ る べ き

[で あ る]]の 團 囲 国 。 ※ 「形 容 詞(動 形 容 詞)の 訳 し か た 」 → 「索 引 」、 國
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囮 → 〈1>。

〈2127>Hihilperfectumestdllmali噌uidrestatagendum.[Nih

ilestperfectum,dumaliquidrestatagendum.](9Co.Rep.9b)「 あ

る こ と が な さ れ る べ き も の と し て 残 っ て い る 間 は 、 な に も 完 全 で は な い 。」

〈perfectum>… 〈perfectus>[完 全 な]の 團 圃 国 、 〈restat>… 〈resto>[と

ど ま る]の 囲 国 團 、 〈agendum>… 〈ago>[な す]の 國 圏 〈agendus>[な さ

れ る べ き[で あ る]]の 團 囲 国 。 ※ 國 圏 → 〈1>。 〈aliquidと 〈agendum>は 、

同 格 の 位 置 関 係 に あ る 。

〈2128>Nihilpetipotestanteidtempusquoperrerumnatur

ampersolvipossit。[Nihilpotestpetiantetempusid,qu6possi

tpersolvlpernatUrarerum.](CεZ,D.5047,186)「 事 柄 の 性 質 に 基 づ

い て 弁 済 が[完 全 に]な さ れ る こ と が 出 来 る そ の 時 点 以 前 に は 、 な に も 請

求 さ れ る こ と は 出 来 な い 。」〈persolvi>… 〈persolvo>[弁 済 す る]の 図 囲 團 。

〈2129>Nihilpossumuscontraveritatem.[Possumusnihilcont

raveritatem.](Doct.&.Stud.2,C.6)「 私 た ち は 、 真 理 に 反 し て は な に も

[行 な う こ と は]出 来 な い 。」 〈veritatem>… 〈veritas>[真 理]の 團 因]。

〈2130>Hihilpraescri1⊃iturnisiquodpossidetur.[Nihilnisi,q

uodpossidetur,praescribitur.](五fc.R㍑ ∫.D.41,3,25;5Barn.&Ald.

277;Hale,DeJur.Mar.32)「 占 有 さ れ て い る[も の]以 外 に は 、 な ん ら

時 効 取 得 さ れ な い 。」 〈possidetur>… 〈possideo>[占 有 す る]の 図 囲 国 團 、

〈praescribitur>…<praescribo>[時 効 取 得 す る]の 図 囲 国 團 。 ※ 〈nihil

～
,nisi(quod)〉 は 相 関 語 で あ る 。

〈2131>Nihilprobatquinimiumprobat.[Quiprobatnimium,

probatnihil.]「 過 度 に 証 明 す る[人 は]、 な に も 証 明 し な い 。」]

〈2132>Hihi1唖110destcolltrarationemestlicitllm.[Nihil,qu

odestcontrarati6nem,estlicitum.](Co.Litt.97b)「 理 に 反 す る も の

は 、 な に も 適 法 で は な い 。」 〈licitum>… 〈licitus>[適 法 な]の 團 圃 国 。

〈2133>Nihilquodestinconveniensestlicitum.[Nihil,quod

estinconveniens,estlicitum.](Co.Litt.97;4H.L.C.145,195)「 不

適 切 な も の は 、 な に も 適 法 で は な い 。」 〈inconveniens>… 〈inconveniens>

[不 適 切 な]の 團 圃 国 、 〈liCitUm>… 〈liCitUS>[適 法 な]の 團 圃 国 。

〈2134>Nillilsimileestidem.[Nihilsimileestidem.]「 類 似 す

る[も の]は 、 な ん ら 、 同 一 の[も の]で は な い 。」 〈simile>… 〈similis>

[類 似 の]團 匠]国 。

〈2135>Hihilsimilillsestinsano噌uamebrius.[Nihilestsimil

iuslnsan6,quamebrius.]「 酩 酊 し て い る[人]以 上 に 精 神 錯 乱[者]

に い っ そ う 似 て い る も の は 、 な ん ら な い 。」 〈similius>… 〈similis>[似 て
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い る]の 國 〈similior>の 團 匝1匡1、 〈insano>… 〈insanus>[精 神 錯 乱 の]の

團 囲 團(囲)、 〈ebrius>… 「酩 酊 し て い る 」 を 意 味 す る 形 容 詞 が 名 詞 化

し た も の 。

〈2136>Nihiltamconveniensestnaturaliaequitati,quamun

um吼uodquedissolvieoligaminequoligatumest。[Nihilestcon

veniensaequitatlnatUralltam,quamUnumquodquedissolvlliga

minee6,qu6estligatum.](Broom,Max.592,877;2Co,Inst.360)「 各

々 の こ と が 結 び あ わ さ れ た 際 に 用 い ら れ た そ の 手 段 に 依 っ て そ れ が 解 か れ

る こ と ほ ど 、 自 然 の 衡 平 に 合 致 す る も の は 、 な に も な い 。」 〈conveniens>

… 〈conveniens>[合 致 し て い る]の 團 囲 国 、 〈dissolvi>… 〈dissolvo>[と

く]の 図 國 匠]、 〈ligamine>… 〈ligamen>[ひ も]の 團 圏 、 〈ligatum>… 〈l

igo>[結 ぶ]の 囲 囹<ligatus>の 團 圃 国(受 動 相 完 了 の 構 成 要 素)。 ※ 〈ta

m～quam>は 相 関 語 で あ る 。 〈quam>以 下 の と こ ろ に 、 対 格 不 定 法 の 構 文

が 見 え る 。 対 格 形 の 〈unumquodque>は 、 意 味 上 の 主 語 と し て 、 〈dissolvi>

に か か る 。 因]困 → 〈35>。 「設 定 と 解 消 」 → 「索 引 」

〈2137>Nihiltamconveniensestllaturaliae⊂1uitati,唖11amvo

luntatemdominivolentisremsuaminaliumtransferreratam

haberi.[NihilestconveniensaequitatinatUrali,quamvoluntatem

dominivolentistransferreremsuaminaliumhaberiratam.](1.

J.2,1,40;Co.Rep.100)「 自 身 の 物 を 他[人]に 移 転 す る こ と を 望 む 所 有

権 者 の 意 思 が 有 効 と 認 め ら れ る こ と ほ ど 、自 然 の 衡 平 さ に 合 致 す る も の は 、

な に も な い 。」 〈COnVenienS>… 〈COnVenienS>[合 致 し た]の 團 圃 国 、 〈VO

lentis>… 〈volo>[望 む]の 囲 囹 〈volens>の 團 囲 國 、 〈transferre>… 〈tran

sfero>[移 転 す る]の 囲 困 、 〈ratam>… 〈ratus>[有 効 な]の 團 國 因]。 ※ 〈q

uam>以 下 の と こ ろ に 、 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈voluntate

m>は 、 意 味 上 の 主 語 と し て 、<haberi>に か か る 。[瑚 匠]→<35>。 〈tam～

quam>は 相 関 語 で あ る 。

〈2138>Nihiltamnaturaleest,quameogenerequidquedisso

lvere,quocolligatumest;ideoverborumobligatioverbistolli

tur;nudiconsensusobligatiocontrarioconsensudissolvitur.

[NihilestnatUraletam,quamdissolverequidquegeneree6,qu6

estcolligatum;ide60bligati6verb6rumtolliturverbis;obligati6

c6nsensUsnUdidissolviturc6nsensUcontrari6.](σZp.D.50,17,35

;Broom,Max,497)「 あ る も の が 結 び あ わ さ れ る さ い に 用 い ら れ た そ の 様

式 に 依 っ て そ れ を 解 消 す る こ と よ り も 自 然 な も の は 、な ん ら な い 。従 っ て 、

言 語 の 債 務 関 係 は 言 語 に 依 っ て 取 り の ぞ か れ 、 単 な る 合 意 の 債 務 関 係 は 反

対 の 合 意 に 依 っ て 解 消 さ れ る 。」〈dissolvere>… 〈dissolvo>[解 く]の 囲 團 、
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〈colligatum>… 〈colligo>[結 び あ わ せ る]の 園 囹 〈colligatus>の 團 囲 国

(受 動 相 完 了 の 構 成 要 素)、 〈tollitur>… 〈tollo>[と り さ る]の 図 國 国 團 、

〈nudi>… 〈nudus>[裸 の]の 團 囲 圓 、 〈contrario>… 〈contrarius>[反 対

の]の 團 囲 圏 。 ※ 「設 定 と 解 消 」 → 「索 引 」

〈2139>Nilliltampropriumimperiiest,quamlegibusvivere.

[Nihilestpropriumimperiltam,quamvlverelegibus.](C.J.6,23,

3;2Colnst.63;Fleta,Lib.1,C.17,§11)「 法 律(法)に 従 っ て 生 き る こ

と ほ ど 、 支 配 権 に ふ さ わ し い も の は 、 な ん ら な い 。」 〈imperii>…<imperiu

m>[支 配 権]の 團[國 、 〈vivere>… 〈vivo>[生 き る]の 囲 困 。 ※ 〈tam～,

quam>は 相 関 語 で あ る 。

〈2140>Hihiltemerenovandum.[Nihilnovandumtemere.](Jen

k.Cent.163,167)「 な に も 、 安 易 に 更 新 さ れ る べ き[で]な い 。」<novan

dum>… 〈novo>[新 し く す る]の 國 囮 〈novandus>[新 し く さ れ る べ き[で

あ る]]の 團 圃 国 。 ※ 國 囮 → 〈1>。 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。 〈788>

〈2141>Mhilutile,quodnonhonestum。[Nihil,quodn6nhone

stum,Utile.]「 立 派 で な[い]も の は 、 ど れ も 有 用 で は な[い]。 」 〈hone

stum>… 〈honestus>[立 派 な]の 團 圃 国 。 ※<est>[で あ る]が 二 つ 省 略

さ れ た 簡 潔 な 命 題 で あ る 。

〈2142>MIagitexemplum,1item吼uodliteresolvit.[Exemplu

m,quodrosolvitlltemIlte,agitnihil.](Hatch.v.Mann,15Wend(N.

Y.)14,49)「[あ る]争 訟 を[他 の]争 訟 で 解 決 す る 先 例 は 、 な ん ら 力 を 持

た な い 。」 〈exemplum>… 「先 例 」、 〈resolvit>… 〈resolvo>[解 く]の 囲 国

團 。

〈2143>Hilsineprudentifecitrationevetustas。[Vetustasfec

itnllsinerati6neprUdentl.](Co.Litt,65)「 古 さ は 、 思 慮 ぶ か い 理 由

な し に は 、 な ん ら の こ と も 作 り だ さ な か っ た 。」<vetustas>… 「古 さ 」、 〈n

il>… 〈nil=nihil>[無](不 変 化 詞)、 〈prudenti>… 〈prudens>[洞 察 力 の あ

る]の 團 國 圏 。

〈2144>Mmiacertitudocertitudinemipsamdestruit.[CertitU

d6nimiadestruitcertitUdinemipsam.](Lofft,244)「 過 度 の 確 実 さ は 、

確 実 さ そ れ 自 体 を 破 壊 す る 。」 〈certitudo>… 「確 実 さ 」、 〈nimia>… 〈nimi

us>[過 度 の]の 團 國 国 、 〈destruit>… 〈destruo>[こ わ す]の 囲 国 團 、 〈c

ertitudinem>… さ き の 〈certitudo>の 團 因]。

〈2145>Himiasuptilitas(sllbtilitas)injurereprobatllr,ettali

scertitudocertudinemconfundit.[Suptilitas(subtilitas)nimiar

eprobaturinjUre,etcertitUd6talisc6nfunditcertitUdinem.](C.

J.6,25,8,1:C.J.6,49,7pr.:C.J.5,12,31,6;G.1.4,30;4Co.Rep.5)「 極
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度 の 精 密 さ は 法 に 於 い て は 非 難 さ れ る 。 そ し て 、 こ の よ う な 確 実 さ は[真

の]確 実 さ を 混 乱 さ せ る 。」 〈suptilitas(subtilitas)〉 … 「精 密 さ 」、 〈nimi

a>… 〈nimius>[極 度 の]の 團 國 国 、 〈reprobatur>… 〈reprobo>[非 難 す

る]の 図 囲 国 團 、 〈certitudo>… 「確 実 さ 」、 〈confundit>… 〈confundo>

[混 ぜ る]の 囲 国 團 、 〈certitudinem>… さ き の 〈certitudo>の 團 因]。

〈2146>Himiumaltercalldoveritasamittitur.[Veritasamittitu

raltercand6nimium.](Syr.40,589;Hob.344.)「 過 度 に 論 議 す る こ と

に 依 っ て 、[反 っ て]真 実 は 失 な わ れ る 。」 〈veritas>… 「真 実 」、<amittit

ur>… 〈amitto>[失 な う]の 図 囲 国 團 、 〈altercando>… 圖 〈altercor>[口

論 す る]の 國 囮 〈altercandum>の 團(團)。 ※ 國 囮 → 〈1>

〈2147>Nobilesmagisplectunturpecunia,plebsveroincorp

ore.[N6bilesplectunturpecUniamagis,ver6plebsincorpore.](3

Co.Inst.221)「 高 貴 な[人 々]は む し ろ 金 銭 で 罰 せ ら れ 、 一 方 、 平 民 は

身 体 で[罰 せ ら れ る]。 」 〈nobiles>… 〈nobilis>[高 貴 な]の 國 囲 国(囮)、

〈plectuntur>… 〈plecto>[罰 す る]の 図 囲 国 國 、 〈pecunia>'"〈pecunia>

[金 銭]の 團 圏 、〈plebs>… 「平 民 」、 〈corpore>… 〈corpus>[身 体]の 團 團 。

〈2148>Nobilioreset1⊃enigniorespraesumptionesindu1⊃iiss

untpraeferendae.[PraesUmpti6nesn6bili6resetbenigni6ressunt

praeferendaeindubiis.](Reg.Jur.Civ.)「 疑 問 の あ る[こ と]に 於 い

て は 、 い っ そ う 卓 越 し 、 ま た い っ そ う 緩 や か な 推 定 が 、 優 先 さ せ ら れ る べ

き で あ る 。」 〈nobiliores>…<nobilis>[高 貴 な]の 國 〈nobilior>の 圏 國 国 、

〈benigniores>… 〈benignus>[ゆ る や か な]の 園 〈benignior>の 圏 國 国 、〈p

raeferendae>… 〈praefero>[優 先 さ せ る]の 國 囮 〈praeferendus>[優 先

さ せ ら れ る べ き[で あ る]]の 國[冤 国 。 ※ 國 囮 → 〈1>、 〈Indubio・dubii

s>論 → 「索 引 」。

〈2149>Hocensprecatur,innocensirascitnr.[Nocensprecatur,

innocensirascitur.](Syr.597)「 有 実 の[人]は[免 罪 を]懇 願 し 、

無 実 の[人]は 怒 る 。」 〈nocens>… 「罪 の あ る 」 を 意 味 す る 見 出 し 語 形 容

詞 が 名 詞 化 し た も の 、 〈precatur>… 囲 〈precor>[願 う]の 囲 国 團(図)、 〈i

nnocens>… 「無 実 の 」 を 意 味 す る 見 出 し 語 形 容 詞 の 名 詞 化 し た も の 、 〈ir

ascitur>… 圖 〈irascor>[怒 る]の 囲 国 團(図)。 ※ 「有 実 と 無 実 」 → 「索

引 」

〈2150>Hocentemquidefenditsibicrimenparit.[Quidefendi

tnocentem,paritcrlmensibi.](Syr.419,597)「 有 実 の[人]を 弁 護

す る[人 は]、 自 身 に 罪 を 生 む 。」 〈defendit>… 〈defendo>[弁 護 す る]の 囲

国 團 、 〈nocentem>… 〈nocens>[罪 の あ る]の 團 囲 圃(囮)、<parit>…

〈pari・ 〉[生 む]の 囲 国 團 。
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〈2150わfs>Holentinonfitdonatio.[D6nati6n6nfitn61enti.]

「 贈 与 は 望 ま な い[人]に は な さ れ な い 。」 〈nolenti>… 〈nolo>[望 ま な い]

囲 囹 〈nolens>の 團 團(匿 圏)。 ※ 「望 む ・望 ま な い 」 → 「索 引 」

〈2150fer>Holleadirellereditatemnonvideturquinonpotes

tadire。[Quin6npotestadire,n6nvideturn611eadirehereditat

em.]「 相 続 を 承 認 出 来 な い[人 が]相 続 を 承 認 す る こ と を 望 ま な い と は 見

ら れ な い 。」 〈adire>… 〈adeo>[ひ き う け る]の 國 匠]。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文

が 見 え る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、 〈videtur>と 〈nolle>の

双 方 に か か る 。 国 国 → 〈98>

〈2151>Holocontendere.[N616contendere.]「 私 は 争 う こ と を 望 ま

な い 。」 〈contendere>… 〈contendo>[対 抗 す る]の 囲 困 。

〈2152>HolumuslegesAngliaemutari.[N61umuslegesAngliae

mUtari.]「 私 た ち は 、イ ギ リ ス の 法 律(法)が 変 更 さ れ る こ と を 望 ま な い 。」

〈Angliae>… 〈Anglia>[イ ギ リ ス]の 團 圏 、 〈mutari>… 〈muto>[変 え る]

の 図 囲 困 。 ※ 〈nolumus>に ひ か れ た 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の

〈leges>は 、 意 味 上 の 主 語 と し て 、 〈mutari>に か か る 。 匿1困 → 〈35>

〈2153>Homennonsufficit,siresnonsitdejureautdefac

to.[N6menn6nsufficit,siresn6nsitdejUreautdefact6.](4

Co.Rep.107b)「 事 物 が 法 上 あ る い は 事 実 上 存 在 し な い 場 合 に は 、 名 称 は

[そ れ だ け で は]十 分 で は な い 。」 〈sufficit>… 〈sufficio>[十 分 で あ る]の

囲 国 團 。 ※ 「タ テ マ エ(法 上)と ホ ン ネ(事 実 上)」 → 「索 引 」

〈2153わfs>Nominaetdebitahereditariainterheredesipsoju

redividuntur.[N6minaetdebitahereditariadividunturinhered

esjUreips6.]「 相 続 上 の 債 権 お よ び 債 務 は 、 相 続 人 間 で は 法 上 当 然 に 分

害1」さ れ る 。」 〈hereditaria>… 〈hereditarius>[相 続 の]の 國 田 国 、 〈divid

untur>… 〈divido>[分}ナ る]の 図 囲 国 國 。

〈2154>Nominaipsojuredivisa.[N6minadivisajUreips6.](C.

J.3,36,6)「 金 銭 債 権 は 法 自 体 に 依 っ て 分 割 さ れ て[い る]。 」 〈divisa>… 〈d

ivido>[分 割 す る]の 囲 囹 〈divisus>の 圏 田 国(こ こ を 、 受 動 相 完 了 三 人

称 単 数 の 形 と ら え て 、 「分 割 さ れ た 」 と 訳 出 し か た を し て も よ い)。 ※ 〈sun

tdivisa>が 本 動 詞 こ み の 正 式 の 構 文 を 構 成 す る 形 と 見 る と し て も 、 そ の 動

詞 の 〈sunt>が 省 略 さ れ て し ま っ て い る の で 、 文 全 体 の 構 造 が と ら え に く い 。

〈nomina>に も 〈divisa>に も 、 長 音 符 を と り さ っ て し ま う と 、 主 格 以 外 の 形

も ち ゃ ん と あ る の で 、 こ の 四 語 だ け で も い ろ い ろ な 読 み が 可 能 だ か ら で あ

る 。

〈2155>Hominasuntmutabilia,resautemimmobiles.[N6mini

asuntmUtabilia,autemresimm6bilia.](6Co.Rep.20)「 名 称 は 可
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変 的 で あ る が 、 し か し 、 物 は 不 変 的[で あ る]。 」 〈mutabilia>… 〈mutabili

s>[可 変 的 な]の 圏 田 国 、 〈immobiles>… 〈immobilis>[可 変 的 な]の 圏 國

国 。 ※ 「可 変 的 と 不 変 的 」 → 「索 引 」

〈2156>Nominasuntsymbolarerum.[N6minasuntsymbolarer

um.](Godb.)「[物 の]名 称 は[そ の]物 の 象 徴 で あ る 。」 〈symbola>… 〈s

ymbolum>[象 徴]の[園 国 。 ※ 〈symbola>の 位 置 に 〈notae>[印]が 入 っ

て く る 命 題 も あ る(11Co.20)。 〈notae>は 〈nota>[し る し]の 圏 国 で あ

る 。

〈2157>Nonaregnandorexest,sedjureregendo.[Rexestn6

na「egnand6,sed「egend6jUre・](PoliticalPoems.1,57)「 国 王 は 、

[た だ]支 配 す る こ と に 依 っ て で は な く て 、 法 に 従 っ て 統 治 す る こ と に 依 っ

て 、[国 王 と し て]存 在 す る 。」<regnando>…<regno>[支 配 す る]の 國

囮 〈regnandum>の 圏(團)、 〈regendo>… 〈rego>[指 揮 す る]の 國 囮 〈r

egendum>の 圏(團)。 ※ 國 囮 → 〈153>・ 〈1540>。 〈non～sed>は 相 関 語

で あ る 。

〈2158>Nollaccipidebentverbaindemonstrationemfalsam

quaecompetuntinlimitationemveram。[Verba,quaecompetunt

inlimitati6nemveram,n6ndebentaccipiindem6nstrati6nemfa

lsam.](Bac.Max.13;Broom,Max.Reg.436)「 正 し い 限 定 に 合 致 す る 文

言 は 、 誤 ま っ た 表 示 の 方 向 で 理 解 さ れ る べ き で は な い 。」 〈competunt>… 〈c

ompeto>[一 致 す る]の 囲 国 國 、<limitationem>…<limitatio>[制 限]の

團 因]、 〈veram>… 〈verus>[正 し い]の 團[図 因]、 〈accipi>… 〈accipio>[う

け と る]の 図 囲 囲 、 〈demonstrationem>… 〈demonstratio>[表 示]の 團

因]、 〈falsam>… 〈falsus>[偽 り の]の 團[冤 因]。

〈2159>Honadvocatusnisivocatus.[N6nadvocatusnisivocat

us.]「 求 め ら れ な[い]限 り は 、 弁 護 人 は 立 た な[い]。 」 〈advocatus>

… 〈advoco>[弁 護 人 と し て 招 く]の 見 出 し 語 囲 囹 、〈vocatus>… 〈voco>[求

め る]の 見 出 し 語 囲 囹 。 ※ 動 詞 が 二 つ 省 略 さ れ て い る 。 「言 葉 遊 び 」 → 「索

引 」

〈2160>Honaetati,sedllecessitatialimentadebentur.[Alime

ntadebentur,n6naetatl,sednecessitatl.](σZp.D.25,3,5,2)「 扶 養

は 、 年 令 に 対 し て で は な く て 、 必 要 性 に 対 し て 負 わ れ る 。」 〈alimenta>… 〈a

limentUm>[扶 養]の 圏 国 、 〈aetati>… 〈aetaS>[年 令]の 團 團 。

〈2161>Honalienat,唖11idumtaxatomittitpossessiollem.[QuI

omittitpossessi6nemdumtaxat,n6nalienat,](σZμD.50,ヱ7,1ヱ9;D.

4,7,4,1)「 占 有 を 放 棄 す る だ け の[人 は]、 譲 渡 し な い 。」<omittit>… 〈om

itto>[放 棄 す る]の 囲 国 團 。
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〈2162>Honalienat,quioccasionemaquirendi(acquirendi)om

ittit.[Qulomittitoccasi6nemaqulrendl(acqulrendl),n6nalienat,]

(Pα αZ.D.50,16,28.ρr.)「 取 得 す る 機 会 を 見 の が す[だ け の][人 は]、 譲 渡

し な い 。」 〈omittit>… 〈omitto>[放 棄 す る]の 囲 国 團 、 〈occasionem>… 〈o

ccasio>[機 会]の 團 因]、 〈aquirendi(acquirendi)〉 … 〈aquiro(acquiro)〉

[取 得 す る]の 國 囮 〈aquirendum(acquirendum)〉 の 圓(團)。 ※ 國 囮 → 〈1

53>・ 〈1540>

〈2163>Nonaliomodopuniaturquis,quam[secundumquod]

sehabeatcondemnatio.[Quisn6npuniaturmod6ali6,quam[s

ecundumquod]condemnati6sehabeat.](3Co.Inst.217)「 人 が 、

有 罪 判 決 に 示 さ れ て い る[こ と]以 外 の 方 法 で は 罰 せ ら れ な い よ う 。」 〈mo

do>… 〈modus>[方 法]の 團 團 、 〈condemnatio>… 「有 罪 判 決 」、 〈seha

beat>… 〈sehabeo>[～ の 状 態 に あ る]の 圏 囲 国 團 。 ※ 〈alio(modo)～,

quam>は 相 関 語 で あ る 。 「代 用 型 と し て の 〈quis>」 → 「索 引 」

〈2164>Honaliterasignificationeverborumrecedioportet吼

11amcummanifestumestalilldsellsissetestatorem.[N6noport

etrecedlaslgnificati6neverb6rumaliter,quamcumestmanlfes

tumtestat6remsensissealiud.](Mαrce.D.32,69pr.;Broom,Max.56

8)「 遺 言 者 が 別 の[こ と]を 考 え た こ と が 明 白 で あ る と き 以 外 に は 、 文 言

の 意 味 か ら[解 釈 が]逸 れ る べ き で は な い 。」 〈recedi>… 〈recedo>[は な

れ る]の 図 囲 困 、 〈significatione>…<significatio>[意 味]の 團 團 、 〈m

anifestum>… 〈manifestus>[明 白 な]の 團 圃 国 、 〈sensisse>… 〈sentio>

[考 え る]の 囲 困 。 ※ 〈estmanifestum>に ひ か れ た 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見

え る 。 対 格 形 の 〈testatorem>は 、 意 味 上 の 主 語 と し て 、 〈sensisse>に か か

る 。 匿1困 → 〈98>。 〈recedo>は 自 動 詞 で あ る が 、 受 動 相 の 不 定 法 が 登 場 し て

い る 。 〈nonaliter～,quam>は 相 関 語 で あ る 。

〈2165>Nonauditurperirevolens.[Volensperiren6nauditur.]

(Best.Ev.423,385)「 滅 び る こ と を 望 む[人]は 、[そ の 言 分 を]聴 か れ な

い.」 〈・・1・n・ 〉… 〈・・1・ 〉[望 む]の 見 出 し 語 囲 囹(囮)、 〈perire>… 〈per

eo>[滅 び る]の 國 困 、 〈auditur>… 〈audio>[聞 く]の 図 囲 国 團 。 ※ 「分

詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」

〈2166>Nonbisinidem.[N6nbisinidem.]「 同 一 の[こ と]に 対

し て は 、 二 度[訴 訟 は]な[い よ う]。 」 〈252>・ 〈253>・ 〈255>・ 〈256>・

〈1919>・ 〈1920>・ 〈1991>・ 〈1993>・ 〈2167>・ 〈3331>

〈2167>Honcaretfraude,"uiconventustestatoperseverat.

[Qulconventusperseverattestat6,n6ncaretfraude.](σZp.D.42,8,

10,3)「 証 人 立 会 の 下 で 、 訴 え ら れ て 、 争 い と お す[人 は]、 詐 術 に 欠 け る
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と こ ろ は な い 。」 〈conventus>… 〈convenio>[出 あ う]の 見 出 し 語 匠1囹 、 〈p

erseverat>… 〈persevero>[継 続 す る]の 未 完 了 過 去 国 團 、 〈testato>… 圖

〈testor>[誓 言 す る]の 医1囹 〈testatus>に 由 来 す る 副 詞 、<caret>…<care

o>[な し で す ま す]の 囲 国 團 、 〈fraude>… 〈fraus>[詐 欺]の 團 圏 。

〈2168>Nonconcedanturcitationesprius吼uamexprimatursu

per噌uarefieridebetcitatio.[Citati6nesn6nconcedantur,pri

usquamexprimatursuperquarecitati6debetfierl.](12Co.Rep.

47;1Bouv.2169;Inst.58)「 召 喚 状 は 、 ど の よ う な 事 柄 に 関 し て 召 喚 が

さ れ る べ き で あ る か が 明 示 さ れ る 前 に は 、 付 与 さ れ な い 。」 〈citationes>…

〈citatio>[召 喚]の 圏 国 、 〈concedantur>… 〈concedo>[許 し 与 え る]の

図 囲 国 圏 、 〈exprimatur>… 〈exprimo>[明 瞭 に の べ る]の 図 囲 国 團 。

〈2169>Honconsentiunt,quierrant.[Qulerrant,n6nc6nsenti

unt.](J㍑Z.D.2,1,15;C.J.1,18,8;Brac.Fol.44;Bouv.Inst.58)「 錯 誤

す る[人 は]合 意 し な い 。」 〈758>

〈2170>Honconstat.[N6nc6nstat.]「 そ れ は 確 定 し て い な い 。」 〈co

nstat>… 〈consto>[確 定 し て い る]の 囲 国 團 。 ※ 〈Nonliquet.〉 「そ れ は

明 ら か で は な い 。」 も 二 語 構 成 の 重 要 な 命 題 で あ る 。<liqueo>[明 ら か で あ

る]が 非 人 称 表 現 の 〈liquet>の 見 出 し 語 で あ る 。

〈2171>Honcorrigit,sedlaedit,quiinvitumregit.[Quiregit

invltum,n6ncorrigit,sedlaedit.](Syr,604)「[他 の 人 を]そ の 意 思

に 反 し て 支 配 す る[人 は]、[そ の 人 を]矯 正 す る の で は な く て 、 害 す る 。」

〈regit>… 〈regO>[支 配 す る]の 囲 国 團 、 〈inVitUm>… 〈inVitUS>[望 ま な

い]の 團 囲 圃(囮)、 〈corrigit>… 〈corrigo>[正 す]の 囲 国 團 、 〈laedi

t>… 〈laedo>[傷 つ け る]の 囲 国 團 。 ※ 「意 思 に 反 す る 」 → 「索 引 」

〈2172>Honcrediturreferenti,nisiconstatderelato.[N6nc

rediturreferentl,nisic6nstatderelat6.]「 引 用 さ れ た[こ と]に 関

し て 確 定 し て い る の で な い 限 り は 、 引 用 す る[人]は 信 じ ら れ な い 。」 〈re

ferenti>… 〈refero>[再 現 す る]の 囲 囹 〈referens>の 團 囲 團(囮)、 〈rel

ato>… さ き の 〈refero>の 匠1囹 〈relatus>の 團 回ヨ匡ヨ(囲)。 ※ 「自 動 詞 の 受

動 相 」 → 〈59>・ 「索 引 」

〈2173>Hondamnatiosedcausallominemturpemfacit.[N6n

damnati6,sedcausafacithominemturpem.](Sen.Mor.123)「 有 罪

判 決 で は な く て 、[そ の]原 因 が 人 を 恥 ず べ き[人]と す る 。」 〈damnatio>

… 「有 罪 判 決 」、 〈turpem>… 〈turpis>[恥 辱 的 な]の 團 囲 因]。 ※ 〈non～

sed>は 相 関 語 で あ る 。 〈hominem>と 〈turpem>は 、 直 接 的 に は つ な が ら な

い 。 「言 葉 の 切 り わ け 」 → 「索 引 」

〈2174>Hondatquinonhabet。[Quin6nhabet,n6ndat.](Br
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oom,Max.467;Lofft,258)「 持 た な い[人 は]与 え な い 。」

〈2174わfs>Nondaturfalsuminscripturam⊂1uaenonestapta

nocere.[Falsumn6ndaturinscrlptUram,quaen6nestaptano

cere.]「 害 す る こ と に 適 合 し な い 文 書 に 対 し て は 、 偽 り の[も の]は 与 え

ら れ な い 。」 〈falsum>… 〈falsus>[偽 り の]團 囲 国(囮)、 〈scripturam>

… 〈scriptura>[文 書]の 團 囲 、 〈apta>… 〈aptus>[適 し た]の 團 園 国 、 〈n

OCere>… 〈nOCeO>[害 す る]の 國 困 の 團 團 。 ※ 例 外 的 に 、 不 定 法 が 〈nOCe

re>に ひ か れ て 、 与 格 に 展 開 し て い る →<171>。

〈2175>Nondebeomelioriscondicionisessequamauctorme

us,aquojusinmetransit.[N6ndebe6essecondici6nismeli6r

is,quamauctormeus,aqu6jUstransitinme,](PαuZ.D.50,ヱ7,17

5,ヱ)「 私 は 、 私 に 権 利 を 移 転 す る 、 私 の 前 主 よ り も い っ そ う 良 い 状 況 に 置

か れ る べ き で は な い 。」 〈auctor>… 「前 主 」、 〈transit>… 〈transeo>[移 る]

の 囲 国 團 。 ※ 〈esse>と 属 格 の 〈condicionismelioris>と の 組 み 合 わ せ で 、

「状 況 の も の で あ る 」 と な り 、 結 局 は 「状 況 に お か れ る 」 と な る 。 「属 格 の

訳 し か た 」 → 〈68>・ 「索 引 」、 「前 置 詞 つ き の 関 係 代 名 詞 」 → 〈96>・ 「索 引 」。

〈2176>Honde1⊃etactorilicere,quodreononpermittitur。[Q

uodn6npermittiturre6,n6ndebetlicereact6ri.](σZp.D.50,17,4

1pr.)「 被 告 に 許 さ れ な い[こ と は]、 原 告 に 許 さ れ る べ き で な い 。」 ※ 「ロ

ー マ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 ・ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 」 → 「索 引 」、 「原 告 と 被 告 」 →

「索 引 」。 〈2225>

〈2177>Nondebetadduciexceptioejusreicujuspetiturdiss

olutio.[Excepti6reiejus,cUjusdissolUti6petitur,n6ndebetad

dUci.](Bac.Max.2;Broom,Max.166)「 解 除 が 請 求 さ れ る そ の 事 柄 に つ

い て は 、 抗 弁 は 提 出 さ れ る べ き で は な い 。」 〈dissolutio>… 「解 除 」、 〈add

uci>… 〈adduco>[ひ っ ぱ る]の 図 囲 国 。 ※ 「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈68>・<8

4>・ 「索 引 」

〈2178>Nondebetaliinocere,quodinteraliosactumesset.

[Quodessetactuminterali6s,n6ndebetnocerealii.](Pα ㍑Z.D.12,

2,ヱ0)「 他[人]の 間 で な さ れ た[こ と は]、 そ の 他 の[人]を 害 す る べ き

で は な い 。」 〈nocere>… 〈noceo>[害 す る]の 囲 困 。

〈2179>Nondebetaliquisalteriusodiopraegravari.[Aliquisn

6ndebetpraegravari6di6alterius.](Lib.Sex.5,13,22)「 誰 も 、 他 の

[人]へ の 増 悪 の た め に 負 担 を 負 わ さ れ る べ き で は な い 。」 〈praegravari>

… 〈praegravo>[重 荷 を 負 わ せ る]の 図 囲 困 、 〈odio>… 〈odium>[憎 悪]

の 團 團 。 ※ 「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈68>・ 〈84>・ 「索 引 」

〈2180>Hondebetalteriperalteruminquaconditioinferri.
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[Conditi6iniquan6ndebetinferrialteriperalterum.](Pαp.D.50,

17,74)「 不 利 な 条 件 は 、 一 方 の[人]に 依 っ て 他 方 の[人]に 課 せ ら れ る

べ き で は な い 。」<iniqua>… 〈iniquus>[不 利 な]の 團 國 国 、 〈inferri>… 〈i

nfero>[さ し だ す]の 図 囲 團 。 ※ 「一 方 と 他 方 」 → 「索 引 」

〈2181>Nondebetcalamitasmatrisnocereei,quiinuteme

st.[Calamitasmatrisn6ndebetnocereel,qulestinuter6.](Mα

rcf.D,1,5,5,2)「 母 の 不 幸 は 、 胎 内 に 居 る 者 を 害 す る べ き で は な い 。」 〈cal

amitas>… 「不 幸 」、 〈matris>… 〈mater>[母]の 團[国 、<nocere>… 〈noce

o>[害 す る]の 囲 国 、 〈utero>… 〈uterus>[母 胎]の 團 圏 。

〈2182>Hondebet,cuipluslicet,吼uodminusest,nonlicere.

[Quodestminus,n6ndebetn6nlicere,culpluslicet,](σZp.D.50,

17,21;Broom,Max.176)「(い っ そ う)多 い こ と を 許 さ れ て い る[人 が]

(い っ そ う)少 な い[こ と を]許 さ れ な い 、と い う こ と は 在 る べ き で は な い 。」

※ 〈cui>と 〈quod>と い う 、 二 つ の 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 が と も に 隠 れ て し ま

っ て い る の で 、 文 の 構 造 が と て も と ら え に く く な っ て い る 。 「大(多)と 小

(少)」 → 「索 引 」

〈2183>Honde1⊃etquislucrariexalienodamno.[Quisn6nde

betlucrariexdamn6alien6.]「 誰 も 、 他 人 の 損 失 に 基 づ い て 利 得 す る

べ き で な い 。」 〈lucrari>… 圖 〈lucror>[も う け る]の 囲 圏(図)。 ※ 「利

益(利 得)と 損 失(損 害 ・ 不 利 益 ・危 険 ・ 責)」 → 「索 引 」、 「代 用 型 と し て

の 〈quis>」 → 「索 引 」。

〈2183わfs>Hondebetquispluresadoptarenisiexjustacausa.

[Quisn6ndebetadoptareplures,nisiexcausajusta.]「 誰 も 、 正

し い 原 因 に 基 づ く の で な[い]限 り は 、 多 数 の 人 を 養 子 と す る べ き で は な

い 。」 〈adoptare>… 〈adopto>[養 子 と す る]の 囲 匠]。 ※ 「代 用 型 と し て の

〈quis>」 → 「索 引 」

〈2184>Nondecethominesdederecausanoncognita.[N6nde

cetdederehomines,causan6nc6gnita.](InreWashburn,4John

s.Ch(N.Y.)114,8Am.Dec.548;3Wheeler,Cr.Cas.(N.Y.)106,473,482)

「事 情 が 審 理 さ れ ず に 人 を 引 渡 す こ と は 、 適 切 で は な い 。」 〈decet>… 〈dece

o>[ふ さ わ し い]の 囲 国 團(非 人 称 用 法)、 〈dedere>… 〈dedo>[引 渡 す]

の 囲 匠]、 〈cognita>… 〈cognosco>[審 理 す る]の 囲 囹 〈cognitus>の 團 國 圏 。

※ 〈decet>に ひ か れ た 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 〈decet>は 、 こ こ で は 非

人 称 的 な 用 法 に な っ て い る 。 対 格 形 の 主 語 は 見 え な い が 、 そ の 主 語 が 〈ded

ere>に か か る 。 匿1困 → 〈35>。 絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見 え る 。 〈causacognit

a>は 、 「名 詞(causa)プ ラ ス 完 了 分 詞(cognita)」 型 で 、 そ の 意 味 は 「～

さ れ て 」 で あ る 。 日 本 語 と し て は 、 能 動 相 風 に 、 「事 情 を 審 理 し な い ま ま 」
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と す る の が ベ タ ー で あ ろ う 。 圏 團 → 〈22>

〈2184bis>Hondecipitur,噌uiscitsedecipi.[Qulscitsedeci

pl,n6ndecipitur.](5Co.Rep.60)「 自 身 が 欺 か れ る こ と を 知 っ て い る

[人 は]、 欺 か れ る こ と に 成 ら な い 。」 〈scit>… 〈scio>[矢 口る]の 囲 国 團 、 〈d

ecipi>… 〈decipio>[欺 く]の 図 囲 困 、 〈decipitur>… さ き の 〈decipio>の 図

國 国 團 。 ※ 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈se>は 、 意 味 上 の 主 語 と

し て 、 〈decipi>に か か る 。 因]困 → 〈35>。 〈nontantum～sedet>は 相 関

語 で あ る 。

〈2185>Nondeeratvoluntas,sedfacultas.[Voluntasn6ndeer

at,sedfacultas.]「 意 思 が 欠 け て い た の で は な く て 、 資 力 が 欠 け て い た

[だ け]で あ る 。」 〈deerat>… 〈desum>[欠 け る]の 未 完 了 過 去 国 團 、 〈fac

ultas>… 「資 力 」。 ※ 〈non～sed>は 相 関 語 で あ る 。

〈2186>Nondefenderevideturnontantumquilatiat,sedet

isquipraesensnegatsedefendereautnonvultsuscipereact

ionem。[N6ntantum,quilatitat,sedetis,quipraesensnegats

edefendere,autn6nvultsuscipereacti6nem,videturn6ndefen

dere.](σZp.D.50,17,52)「 隠 れ て い る[人]だ け で は な く 、 在 席 し て い

な が ら 自 身 を 防 御 す る こ と を 拒 む か 、 あ る い は 訴 訟 に 応 ず る こ と を 望 ま な

い 人 も 、防 御 し な い も の と 考 え ら れ る 。」〈latitat>… 〈latito>[隠 れ て い る]

の 國 国 團 、 〈praesens>… 〈praesum>[在 席 し て い る]の 見 出 し 語 囲 囹 、 〈n

egat>… 〈nego>[拒 否 す る]の 囲 国 團 、 〈defendere>… 〈defendo>[防 御 す

る]の 囲 團 、 〈suscipere>… 〈suscipio>[ひ き う け る]の 囲 困 。 ※ 主 格 不

定 法 の 構 文 が 二 重 の か た ち で 見 え る 。 〈is>は 、 主 語 と し て 、 〈videtur>と 〈d

efendere>の 双 方 に か か る 。 ま た 、 関 係 代 名 詞 の 〈qui>は 、 主 語 と し て 、 〈n

egat>と 〈defendere>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>。 〈praesens>と い う 「分

詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>。<nontantum～sedet>は 相 関 語 で あ る 。

〈2187>Nondeficitjus,sedprobatio.[JUsn6ndeficit,sedpr

obati6.](Pα ㍑Z.D.26,2,30)「 法 が 欠 け て い る の で は な く て 、 証 明[の 方]

が[欠 け て い る[だ け で あ る]。 」〈deficit>… 〈deficio>[欠 け る]の 囲 国 團 。

※ 〈non～sed>は 相 関 語 で あ る 。「タ テ マ エ(法 律(法))と ホ ン ネ(証 明)」

→ 「索 引 」

〈2188>Nondefiniturinjurequidsitconatus.[Quidsitc6na

tus,n6ndefiniturinjUre.](6Co.Rep.42)「 な に が 未 遂 で あ る か は 、

法 に 於 い て は 定 義 さ れ な い 。」 〈conatus>ニ 〈conatum>… 「未 遂 」、 〈definit

ur>… 〈definio>[明 示 す る]の 図 囲 国 團 。 「疑 問 代 名 詞 」 → 「索 引 」

〈2189>Hondictarevocarinequerunt.[N6ndictanequeruntre

vocari.]「 言 わ れ な か っ た[こ と]は 、 撤 回 さ れ る こ と は 出 来 な い 。」 〈di
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cta>… 〈dico>[言 う]の 囲 囹 〈dictus>の 國 田 国(囮)、 〈nequerunt>… 〈n

eqUeO>[で き な い]の 囲 国 圏 、 〈reVOCari>… 〈reVOCO>[よ び も ど す]の 図

囲 團 。

〈2190>Nondifferuntquaeconcordantre,tametsinoninver

bisiisdem.[Quaeconcordantre,tametsin6ninverbisiisdem,n

6ndifferunt.](Jenk,Cent.70)「 実 質 に 於 い て 合 致 し て い る[も の]の

間 で は 、 た と え そ れ ら が 同 一 の 言 葉 で[表 現 さ れ て い]な く て も 、 差 異 は

な い 。」 〈concordant>… 〈concordo>[調 和 す る]の 囲 国 圏 、 〈differunt>

… 〈differo>[異 な る]の 囲[ヨ 圏 。

〈2191>Hondonat,吼uinecessariisoneribussuccurrit.[Quis

uccurritoneribusnecessarils,n6nd6nat.](σZ .ρ,D.24,1,21pr.)「 必

要 な[金 銭]負 担 に 助 力 す る[人 は]、 贈 与 し な い 。」<succurrit>… 〈succ

urro>[助 け る]の 囲 国 團 、 〈oneribus>… 〈onus>[負 担]の 圏 團 、 〈nec

essariis>… 〈necessarius>[必 要 な]の[國 圃 團 、 〈donat>… 〈dono>[贈 与

す る]の 囲 国 團 。

〈2192>Hondllbitatur,etsispecialitervellditorevictionemll

onpromiserit,reevicta,exemptocompetereactionem.[N6n

dubitaturacti6nemexempt6competere,reevicta,etsivenditor

evicti6nemn6npr6miseritspecialiter.](C.J.8,44,6;Broom,Max.52

8)「 た と え 売 主 が 特 に 追 奪 に つ い て 保 証 し な か っ た と し て も 、 物 が 追 奪 さ

れ る と 、 購 入 に 基 づ く 訴 権 が 帰 属 す る こ と は 、 疑 わ れ な い 。」 〈dubitatur>

… 〈dubito>[疑 う]の 図 囲 国 團 、 〈empto>… 〈emptum>[購 入]の 團 圏 、

〈competere>… 〈competo>[会 う]の 囲 團 、 〈evicta>… 〈evinco>[完 全 に

勝 つ]の 匠1囹 〈evictus>の 團 國 圏 、 〈evictionem>… 〈evictio>[追 奪]の 團

圃 、 〈promiserit>… 〈promitto>[保 証 す る]の 圏 園 国 團 。 ※ 〈dubitatur>

に ひ か れ た 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈actionem>は 、 意 味 上 の

主 語 と し て 、 〈competere>に か か る 。 因]匠]→ 〈35>。 〈promiserit>は 、 直 説

法 未 来 完 了 の 変 化 形 で も あ る 。 絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見 え る 。 「名 詞(re)プ

ラ ス 完 了 分 詞(evicta)」 型 で 、 そ の 意 味 は 「～ す る と 」 で あ る 。 圏 圏 → 〈2

2>

〈2192わfs>Hondubiumestinlegemcommittereeumquiverb

alegisamplexuscontralegisvoluntatemnititur.[N6nestdub

iumeum,quiamplexusverbislegisnititurcontravoluntatemleg

is,committereinlegem.]「 法 律(法)の 文 言 を 重 ん じ な が ら 、[法 律(法)

の]意 図 に 反 し て 行 動 す る 人 が 法 律(法)を 犯 す こ と に は 、 疑 い は な い 。」

〈amplexus>…[≡]〈amplector>[重 ん ず る]の 見 出 し 語 匠]囹(能 動 相 の ニ

ュ ァ ン ス)、 〈nititur>… 囲 〈nitor>[ね ら う]の 囲 国 團(図)、 〈committe
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re>…[行 な う]の 囲 困 。 ※ 〈estdubium>に ひ か れ た 対 格 不 定 法 の 構 文 が

見 え る 。 対 格 の 〈eum>は 、 意 味 上 の 主 語 と し て 、 〈committere>に か か る 。

因]團 → 〈98>、 「分 詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」、 「文 言 と 意 図 」 → 「索

引 」、 「タ テ マ エ(文 言)と ホ ン ネ(意 図)」 → 「索 引 」。

〈2193>Nonefficitaffectusnisisequatureffectus。[Affectus

n6nefficit,nisieffectussequatur.](1Rolle,226)「 効 果 が 伴 わ な い

限 り 、 意 図 は[な に も]生 じ さ せ な い 。」 〈affectus>… 「意 図 」、 〈efficit>

… 〈efficio>[も た ら す]の 囲 国 團 。 ※ 「タ テ マ エ(意 図)と ホ ン ネ(効 果)」

→ 「索 引 」

〈2194>HonesseconsuetudinempopuliRomani,ullamaccipe

reabhostearmatoconditionem.[Accipereconditi6nemullama

bhostearmat6,n6nessec6nsuetUdinempopullR6manl.](Caes.

B.G.5(2),41)「 武 装 状 態 に あ る 敵 か ら な ん ら か の[和 平]提 議 を 受 け い れ

る こ と が 、 ロ ー マ 国 民 の 慣 行 で な い こ と 。」 〈accipere>… 〈accipio>[う け

と る]の 囲 困 、 〈conditionem>… 〈conditio>[申 し こ み]の 團 圃 、 〈host

e>… 〈hostis>[敵]の 團 圏 、〈armato>… 〈armatus>[武 装 し た]の 團 囲 圏 、

〈populi>… 〈populus>[国 民]の 團 圓 、<Romani>… 〈Romanus>[ロ ー マ

の]の 團[到[國 。 ※ 〈esse>と い う 不 定 法 で 止 め ら れ て い る の で 、 こ れ は 、 文

章 命 題 と し て は 、不 完 全 な も の で あ る 。 〈accipere>は 、 主 格 の 形 で は な く 、

対 格 の 形 の 方 で あ る(不 定 法 は 中 性 単 数 の 名 詞 と し て 扱 わ れ 、 主 格 と 対 格

し か な い)。<accipere>と い う 対 格 形 の 名 詞(不 定 法)→<171>)は 、 意 味

上 の 主 語 と し て 、 〈esse>に か か る 。 「不 定 法 止 」 → 「索 引 」、 因]團 → 〈35>。

「国 際 法 」 → 「索 引 」

〈2195>Honestarctiusvinculuminterhominesquamjusjura

ndum.[Vinculumarctius,quamjUsjUrandum,n6nestinterhomi

nes.](Gαf.D.ヱ2,24;Jenk.Cenl.126)「 人 間 の 間 で は 、 宣 誓 よ り も い っ

そ う 強 固 な 鎖 は 、 な い 。」 〈vinculum>… 「鎖 」、 〈arctius>… 〈arctus>[固

い]の 囮 〈arctior>の 團 圃 国 、 〈jusjurandum>… 「宣 誓 」。

〈2196>Honestcertandumderegulisjuris.[N6nestcertandu

mderegullsjUris.]「 法 の 原 則 に 関 し て 論 議 さ れ る 必 要 は 、 な い 。」 〈ce

rtandum>…<certo>[争 う]の 國 囮 〈certandus>[争 わ れ る べ き[で あ る]]

の 團 圃 国 、 〈regulis>… 〈regula>[原 則]の 國 圏 。 ※ 國 囮 → 〈1>

〈2197>Nonestconsonumrationi,quodcognitioaccessoriii

ncllriaCllristianitatisimpediatllrubicognitiocausaeprillcip

alisadforumecclesiasticumnosciturpertinere.[Quodc6gniti6

access6rilimpediaturincUriaChristianitatis,ublc6gniti6caus

aeprincipalisn6sciturpertinereadforumecclesiasticum,n6nes
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tc6nsonumrati6ni.](12Co.Rep.65)「 主 た る 状 況 の 審 理 が 教 会 裁 判 所

に 委 ね ら れ る こ と が 知 ら れ て い る と き に 、 従 属 的 な[こ と]の 審 理 が キ リ

ス ト 教 教 団 の 法 廷 に 於 い て 阻 止 さ れ る こ と は 、 理 に 合 致 し な い 。」 〈cognit

io>… 「審 理 」、〈accessorii>… 〈accessorius>[付 従 的 な]の 團 圃 國(囮)、

〈impediatur>… 〈inpedio>[阻 止 す る]の 國 図 囲 国 團 、 〈curia>… 〈curia>

[法 廷]の 團 團 、 〈Christianitatis>… 〈Christianitas>[キ リ ス ト 教 団]の

團[国 、 〈principalis>… 〈principalis>[主 た る]の 團[図[国 、 〈noscitur>…

〈noscio>[知 る]の 図 囲 国 團 、 〈pertinere>… 〈pertineo>[か か わ る]の 囲

匠]、 〈forum>… 〈forum>[裁 判 所]の 團 因]、 〈ecclesiasticum>… 〈ecclesi

asticus>[教 会 の]の 團 圃 因]、 〈consonum>… 〈consonus>[適 合 し た]

の 團 囲 国 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈COgnitiO>は 、 〈nOSCit

ur>と 〈pertinere>の 双 方 に か か る 。 国 圏 →<98>、 「主 と 従 」 → 「索 引 」、 「タ

テ マ エ(主)と ホ ン ネ(従)」 → 「索 引 」。

〈2198>Nonestdisputandumcontraprincipianegantem.[N6n

estdisputandumcontranegantemprincipia.](Co.Litt.343)「 原 則

を 否 定 す る[人]を 相 手 方 と し て 議 論 す る べ き で は な い 。」 〈disputandum>

・〈disputo>[討 議 す る]の 國 囮 〈disputandus>[討 議 す る べ き[で あ る]]

の 團 圃 国 、 〈negantem>… 〈negO>[否 定 す る]の 囲 囹 〈neganS>の 團 囲 圃

(囮)、 〈principia>… 〈principium>[原 則]の[園 因]。 ※ 國 囮 → 〈1>、 「自

動 詞 の 動 形 容 詞 」 → 〈574>・ 「索 引 」。

〈2199>Nonestinmora,quipotestexceptionelegitimaset

ueri.[Quipotesttueriseexcepti6nelegitima,n6nestinmora.]

(Lib.Sex.5,13,60)「 適 法 な 抗 弁 に 依 っ て 自 身 を 守 る こ と が 出 来 る[人 は]、

遅 滞 に は な い 。」 〈tueri>… 圖 〈tueor>[守 る]の 図 囲 困 、〈exceptione>… 〈e

xceptio>[抗 弁]の 團 圏 、 〈mora>… 〈mora>[遅 滞]の 團 圏 。 ※ 「辞 書 」

の[52]に は 、 三 人 称(単 数 お よ び 複 数)の 対 格(奪 格)の 再 帰 代 名 詞 と

し て の 〈se>・ 〈sese>が 示 さ れ て い る が 、 こ れ ら は 、 仏 語 ・ 西 語 の 〈se>、 伊

語 の 〈si>の 元 祖 で あ り 、 独 語 の 〈sich>、 英 語 の 〈oneself>の 仲 間 で あ る が 、

近 代 欧 米 語 に お い て は 、 ラ テ ン 語 の 場 合 以 上 に 、 重 要 な 役 割 を う け も っ て

い る 。 こ れ ら を 組 み こ ん だ 再 帰 動 詞 の グ ル ー プ は 、 ラ テ ン 語 文 法 で は そ れ

ほ ど 明 確 な 意 味 づ け を さ れ て い な い よ う に 思 わ れ る 。 も ち ろ ん 、 上 例 の 〈s

etueor>の よ う に 〈se>を 含 ん だ 用 例 は 法 律 ラ テ ン 語 格 言 の な か に い く つ

も あ る が 、 こ れ ら の 動 詞 に つ い て 、 辞 書 に は 〈se>つ き の 用 例 の 解 説 は あ ま

り な い 。 一 方 、 〈moveo>[動 か す]の 項 に は 、 〈semoveo>(ま た はpass.

[受 動 相])と あ っ て 、 「動 き だ す 」 な ど の 訳 が つ い て い る 。 こ の よ う に 、 近

代 欧 米 語 の 場 合 と 同 じ よ う に 、 他 動 詞 を 自 動 詞 に き り か え た り 、 受 動 相 風

に し た り す る さ い に 、 再 帰 代 名 詞 が 用 い ら れ る ケ ー ス も か な り 存 在 す る わ
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け で あ る 。 た だ 、 〈se>と く れ ば 、 「自 身 を 」 と い う 対 格 的 な 訳 を ひ と ま ず つ

け て 様 子 を 見 て み る 、 と い う だ け で は 、 十 分 で は な い 。 つ ま り 、 あ の 「対

格 不 定 法 」(〈35>の 解 説 を 参 照)の な か に 対 格 の<se>が 組 み こ ま れ て い る

と き に は 、 「自 身 が 」 と い う よ う に 、 し っ か り と 主 語 的 に と ら え て い か な け

れ ば な ら な い か ら で あ る 。 超 難 解 な 言 い ま わ し で あ っ て 、 解 読 例 と し て は

あ ま り 適 当 で は な い が 、 〈Speratseabsolutumiri.〉[彼 は 、 自 身 が 解 放

さ れ る で あ ろ う こ と を 望 む 。]と い う 構 文 中 に 見 え る 〈se>が そ れ で あ る 。 見

出 し 語 は 、<spero>[望 む]、<absolvo>[解 放 す る]、<eo>[行 く]で あ る

が 、〈absolutumiri>と い う の は 、〈absolvo>の 目 的 分 詞(第 一 ス ピ ー ヌ ム)

で あ る 〈absolutum>[釈 放 す る た め に]と 〈eo>[行 く]の 受 動 相 現 在 不 定

法 で あ る 〈iri>と が あ わ さ っ て 、 「釈 放 さ れ る で あ ろ う こ と 」 と い う 未 来 の

受 動 相 不 定 法 を 構 成 す る こ と に な っ て い る(ち な み に 、 能 動 相 の 未 来 不 定

法 は 、 未 来 分 詞 の 方 を く み こ ん だ 、 〈absoluturusesse>[解 放 す る で あ ろ

う こ と]で 、 構 造 は ま っ た く 異 な る)。 こ れ が 〈spero>と い う 、 対 格 不 定 法

を ひ く 動 詞 と つ な が っ て い る わ け で あ る 。 こ の と き 、 短 絡 的 に 「自 身 を 解

放 す る 」 と や っ て し ま う と 、 と ん で も な い 事 態 が お き る 。 第 一 ス ピ ー ヌ ム

に つ い て は 、[A]部 門 第 三 部 第 四 章(2)-p.46ff.の 説 明 を 参 照 し て 頂 き

た い 。 目 的 分 詞 → 「索 引 」。 い ず れ に し て も 、 再 帰 代 名 詞 と い う の は 、 主 語

と な っ て い る 人 ・ 物 に 関 係 す る 代 名 詞 で 、 三 人 称(単 複)の と こ ろ で 、 独

特 の 形 が あ る(一 人 称 と 二 人 称 で は 、 人 称 代 名 詞 と 同 形 に な る の で 、 目 立

た な い)。 法 律 ラ テ ン 語 の 命 題 で は 、 法 が 、 そ の 本 質 上 、 対 人 関 係 を 規 制 す

る も の な の で 、 主 人 公 は 自 身 に か か わ る 状 況 に し ば し ば 直 面 す る の で あ る

が 、 そ の と き 再 帰 代 名 詞 が 登 場 す る 。 ま た 、 相 手 方 や 第 三 者 に つ い て も 、

彼 ら な り の 「自 身 」 と い う フ ァ ク タ ー が 重 要 に な る 。

〈2200>Nollestjustllmaliquemantenatumpostmortemface

rebastardumquitototemporevitaesuaeprolegitimohabeba

tur.[Facereantenatumaliquem,quihabebaturpr61egitim6temp

oret6t6vitaesuae,bastardumpostmortem,n6nestjUstum.](C

o.Litt.2442;Bart.Max.49)「 そ の 生 涯 の 全 期 間 に 於 い て 嫡 出 子 と 扱 わ れ

て い た 、す で に 生 ま れ て い た あ る 人 を[そ の]死 後 に 婚 外 子 と す る こ と は 、

公 正 で は な い 。」 〈antenatum>… 〈antenatus>[前 に 生 ま れ た]の 團 囲 圃

(匿 唾ヨ)、 〈vitae>… 〈vita>[人 生]の 團 圏 、 〈bastardum>… 〈bastardus>[婚

外 子]の 團 因]、 〈mortem>… 〈mors>[死]の 團 因]。 ※ 不 定 法 が 主 語 と な っ

て い る 。 「不 定 法 」 → 「索 引 」、 〈facio>は 、 こ の 場 合 、 「～ を ～ と す る 」 と

い う 意 味 の も の で あ る 。 「言 葉 の 切 り わ け 」 → 「索 引 」

〈2200わfs>Honestmagnumdamnuminmoramodicitemporis.

[Damnumn6nestmagnuminmoratemporismodicl.]「 短 時 間 の 遅
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滞 に 於 い て は 、 損 害 は 大 き く は な い 。」 〈mora>… 〈mora>[遅 滞]の 團 圏 、

〈modici>… 〈modicus>[さ さ い な]の 團 田[国 。

〈2201>Honestmendacioimputandasimulatioveriadjurix.

[Simulati6,adjUtrixveri,n6nestimputandamendaci6.](Petrarc

a,Epist.D.Reb.Fam.22,5)「 真 実 の[こ と]の 補 助 者 で あ る 仮 装 は 、 虚 偽

に 属 す る も の と さ れ る べ き で は な い 。」 〈simulatio>… 「仮 装 」、 〈adjutrix>

… 「[女 の]補 助 者 」、 〈veri>… 〈verum>[真 実 の]の 團 匝1國(囮)、 〈im

putanda>… 〈imputo>[帰 す る]の 國 囮 〈imputandus>[帰 せ ら れ る べ き

[で あ る]]の 團 國 国 、 〈mendacio>… 〈mendacium>[う そ]の 團 團 。 ※ 國

囮 → 〈1>。 〈adjutrix>は 、 〈adjutor>の 女 性 用 の 形 で あ る が 、 こ れ は 、 主 語

の 〈simulatio>が 女 性 名 詞 で あ る た め に 文 法 上 と ら さ れ て い る 形 で あ る 。

〈382>〈Confessioestreginaprobationum.〉 を 、「自 白 は 証 拠 の 女 王 で あ

る 。」 と 訳 さ ず に 、「自 白 は 証 拠 の 王 で あ る 。」 と す る 必 要 が あ る の と 同 じ こ

と で あ る 。 〈confessio>[自 白]も 女 性 名 詞 で あ る 。 こ こ で は 、 〈rex>と 〈r

egina>が 男 ・ 女 性 で 対 応 し て い る 。 〈probationum>は 〈probatio>[証 拠]

の 複 数 属 格 で あ る 。 「女 性 名 詞 の 男 性 名 詞 読 み 」 → 「索 引 」

〈2202>Honestnovumutprioreslegesadposteriorestrallan

tur.[Utlegespri6restrahanturadposteri6res,n6nestnovum.]

(Pα ㍑Z.D.1,3,26;Broom,Max.28,348)「(比 較 的)前 の 法 律(法)が(比

較 的)後 の 法 律(法)へ と 引 き よ せ ら れ る こ と は 、 新 奇 な こ と で は な い 。」

〈trahantur>… 〈traho>[ひ く]の 図 囲 国 國 、 〈novum>… 〈novus>[新 し

い]の 團 圃 国 。 ※ 〈ut>と い う 接 続 詞 を 用 い る や り か た は 、 対 格 不 定 法 を 用

い る 場 合 よ り も 明 快 で あ る 。 こ れ は 近 代 欧 米 語 で 用 い ら れ る 構 文 と 似 て い

る も の で あ る 。 「前 と 後 」 → 「索 引 」

〈2203>Honestobligatoriumcontrabonosmorespraestitum

juramentum.[JUramentumpraestltumcontram6resbon6sn6ne

stobligat6rium.](Lib.Sex.5,13,58)「 良 い 習 慣 に 反 し て な さ れ た 誓 約 は 、

拘 束 力 を 持 つ も の で は な い 。」 〈juramentum>… 「誓 約 」、 〈praestitum>…

〈praesto>[示 す]の 匠1囹 〈praestitus>の 團 匠ヨ匡1、 〈mores>… 〈mos>[習

慣]の 國 因]、 〈obligatorium>… 〈obligatorius>[義 務 的 な]の 團 團 国 。 〈1

250>

〈2204>Nonestprincepssuperleges,sedlegessupraprincip

em。[Princepsn6nestsuperleges,sedlegessupraprincipem.](P

lin,Min.Pan.Traj.65)「 君 主 が 法 律(法)の 上 に 在 る の で は な く て 、 法 律

(法)が 君 主 の 上 に[在 る]。 」 〈princeps>… 「君 主 」、 〈principem>… さ き

の 〈princeps>の 團 因]。 ※<non～sed>は 相 関 語 で あ る 。

〈2205>Honestrecedendumacommuniobservantia.[N6nest
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recedendumaobsevantiacommUni.](2Co.Rep.74a)「 共 通 の 慣 行 か

ら 逸 れ る べ き で は な い 。」 〈recedendum>… 〈recedo>[は な れ る]の 國 圏 〈r

ecedendus>[は な れ る べ き[で あ る]]の 團 圃 国 、 〈observantia>… 〈obs

ervantia>[慣 行]の 團 圏 。 ※ 國 囮 → 〈1>、 「自 動 詞 の 動 形 容 詞 」 → 〈574>

・ 「索 引 」。

〈2206>Honestregulaquinfallit.[Regula,qulnfallit,n6nes

t.](Jα ひ.D.50,17,202;Off.Ex,212;Plowd.162)「 欠 陥 を 持 た な い 原 則

は な い 。」 〈regula>… 「原 則 」、 〈quin>… 「～ し な い と こ ろ の 」(一 〈quin

on>)、 〈fallit>… 〈fallo>[た お れ る]の 囲 国 團 。

〈2207>Honestsineculpa,吼uirei,quaeadeumnonpertine

t,seimmiscet.[Qulimmlscetserel,quaen6npertinetadeum,

n6nestsineculpa.](Pomp.D.50,17,36;Lib.Sex.5,13,19)「 自 身 に

係 わ ら な い 事 柄 に 介 入 す る[人 は]、 過 失 な し で は な い 。」 〈immiscet>… 〈i

mmisceo>[介 入 さ せ る]の 囲 国 團 、 〈pertinet>… 〈pertineo>[か か わ る]

の 囲 国 團 。 〈3792>

〈2207翫s>Honestsingulisconcedendllm⊂1uodpermagistratll

mpublicepossitfieri.[Quodpossitfierlpermagistratumpubli

ce,n6nestconcedendumsingulis.]「 政 務 官(公 職 者)を 通 じ て 公 け

に な さ れ る こ と が 可 能 な[こ と は]、 個 人 に は 許 さ れ る べ き で は な い 。」 〈m

agistratum>… 〈magistratus>[政 務 官]の 團 因]、 〈concedendum>… 〈co

ncedo>[ゆ ず る]の 國 囮 〈concedendus>[ゆ ず ら れ る べ き[で あ る]]の

團 圃 国 、 〈singulis>… 〈singuli>[1固 々 の]の 國 囲 團 。

〈2208>Nonexalteriusfactopraegrvaridebet.[N6ndebetpr

aegravariexfact6alterius.](2Kent.Com.646)「[誰 も 、]他[人]の

行 為 に 基 づ い て 負 担 を 負 わ さ れ る べ き で は な い 。」 〈praegravari>… 〈praeg

ravo>[重 荷 を 負 わ せ る]の 図 囲 匠]。

〈2209>Nonexopinionibussingulorum,sedexcommuniusu,

nominaexaudiridebent.[N6minadebentexaudiri,n6nexopini

6nibussingul6rum,sedexUsUcommUni.](CeZ.D.3340,7,2)「 名 称

は 、 各 個 人 の 意 見 に 基 づ い て で は な く 、 共 通 の 慣 用 に 基 づ い て 、 了 解 さ れ

る べ き で あ る 。」 〈exaudiri>… 〈exaudio>[聞 き わ け る]の 図 囲 圏 、 〈opin

ionibus>… 〈opinio>[意 見]の[圓 匡1、 〈singulorum>… 〈singuli>[個 々 の]

の 圏 囲 國(囲)。 ※ 〈n・n～sed>は 相 関 語 で あ る 。

〈2210>Nollexregulajllssllmatur,sedexjure,⊂1uodest,re

gulafiat.[JUsn6nsumaturexregula,sedregulaflatexjUre,q

uodest.](Pα ㍑Z.D.50,17,1)「 法 が 法 範 か ら 取 り だ さ れ る べ き で は な く 、

[現 に]存 在 す る 法 か ら 法 範 が 作 り だ さ れ る べ き で あ る 。」 〈sumatur>… 〈s
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UmO>[と り だ す]の 圏 図 囲 国 團 、 〈regUla>… 〈regUla>[法 範]の 團 團 。

※ 〈non～sed>は 相 関 語 で あ る 。 「タ テ マ エ(法 範)と ホ ン ネ(法)」 → 「索

引 」

〈2211>Nonexemplis,sedlegibusjudicandumest.[EstjUdica

ndumn6nexemplis,sedlegibus](C.J.7,45,13)「 先 例 に 依 っ て で な

く 、 法 律(法)に 依 っ て 、 裁 か れ る べ き で あ る 。」 〈judicandum>… 〈judic

o>[裁 く]の 國 圏 〈judicandus>[裁 か れ る べ き[で あ る]]の 團 田 国 、 〈e

xemplis>…<exemplum>[前 例]の 國 匿]。 ※ 〈non～sed>は 相 関 語 で あ

る 。 國 囮 → 〈1>、 「タ テ マ エ(法 範)と ホ ン ネ(法)」 → 「索 引 」。

〈2212>Honexistentisnullasuntjura.[JUranUllan6nexiste

ntissunt.]「 存 在 し な い[も の]に つ い て は 、な ん ら の 権 利 も 存 在 し な い 。」

〈existentis>…<existo>[生 ず る]の 囲 囹<existens>の 團 圃 圓(囮)。 ※

「文 頭 の 属 格 」 → 「索 引 」

〈2213>Nonfaciasmalum,utindefiatbonum.[N6nfaciasma

lam,utbonumfiatinde.](5Co.Rep.30b;11Co.Rep.74a)「 君 は 、

[悪 い[こ と]]か ら 良 い[こ と]が 生 ず る よ う に と 、 悪 い[こ と]を な す

べ き で は な い 。」 ※<facias>は 接 続 法 で あ る が 、 こ の 場 合 に は 、 そ の 接 続 法

の 用 法 の 一 つ の あ ら わ れ と し て 、命 令 の ニ ュ ア ン ス が か も し だ さ れ て い る 。

ふ つ う 、 二 人 称 の 命 令 の 場 合 に は 、 命 令 法 が 用 い ら れ る が 、 〈facias>の 方

が 、 法 的 な 命 題 の 表 記 と し て は 、上 品 な よ う に 見 え る 。 「接 続 法 」 → 「索 引 」、

「良 い と 悪 い 」 → 「索 引 」。 〈2280>

〈2214>Nonfaciledeinnocentecrimenfingitur.[Crimenfingi

turdeinnocenten6nfacile.](Syr.427,612)「 無 実 の[人]か ら 犯 罪

は 容 易 に は 作 り あ げ ら れ な い 。」 〈fingitur>… 〈fingo>[形 成 す る]の 図 囲 国

團 、 〈inn・C・nt・ 〉… 〈inn・Cen・ 〉[無 実 の]の 團 囲 團(囮)。

〈2215>Honfacilede1⊃etadmittivoluntatisdivisio.[Dlvlsi6v

oluntatisdebetadmittin6nfacile.](Pαp.D.34,9,18,2)「 意 思 の 分 割

は 安 易 に は 認 め ら れ る べ き で は な い 。」 〈divisio>… 「分 割 」、 〈admitti>… 〈a

dmitto>[認 め る]の 図 囲 困 。 ※ 部 分 否 定 の 構 文 が 見 え る 。

〈2216>Honfacitfralldem,⊂1uifacit,⊂1uoddebet.[Qulfacit,q

uoddebet,n6nfacitfraudem.]「[な す]義 務 の あ る[こ と を]な す[人

は]、 詐 欺 を な す こ と に は な ら な い 。」〈fraudem>… 〈fraus>[詐 欺]の 團 因]。

※ 〈qui>と 〈quod>が 、 二 重 構 造 の 関 係 代 名 詞 と し て 登 場 す る 。 先 行 詞 は と

も に 省 略 さ れ て い る 。

〈2216わfs>Honfatetur"uierrat,nisijusignoravit.[Qulerrat,

n6nfatetur,nisilgn6ravitjUs.]「 誤 ま る[人]は 、 法 を 知 ら な か っ た

場 合 以 外 に は 、 自 白 し な い 。」 〈fatetur>… 圖 〈fateor>[自 白 す る]の 囲 国 團
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(図)、 〈ignOraVit>… 〈ignOrO>[知 ら な い]の 匠1国 團 。

〈2217>Honfirmatllrtractutemporis,⊂1uoddejureabinitio

nonsu1⊃sistit.[Quodn6nsubsistitdejureabiniti6,n6nflrmat

urtractUtemporis.](Pα ㍑Z.D.50,17,29;Lib.Sex.5,13,18)「 法 上 当 初

か ら 存 立 し て い な い[も の は]、 時 の 経 過 に 依 っ て 固 め ら れ な い 。」 〈subsi

stit>… 〈subsisto>[た ち ど ま る]の 囲 国 團 、 〈initio>… 〈initium>[初 め]

の 團 圏 、 〈firmatur>… 〈firmo>[確 か に す る]の 図 囲 国 團 、 〈tractu>… 〈t

ractus>[進 行]の 團 圏 。 〈19>・<3004>

〈2217わfs>Honfraudationiscausalatitatquisijudiciumacci

peret,absolvideberet.[Quideberetabsolvi,siacciperetjudiciu

m,latitatn6nfraudati6niscausa.]「 裁 判 に 応 じ た 場 合 に 免 訴 さ れ る

は ず の[人 は]、 欺 く た め に 隠 れ る の で は な い 。」<absolvi>…<absolvo>[免

訴 す る]の 図 囲 困 、 〈acciperet>… 〈accipio>[う け い れ る]の 國 未 完 了 過

去 国 團 、 〈latitat>… 〈latito>[隠 れ る]の 囲 国 團 、 〈fraudationis>… 〈fra

udatio>[欺 岡]の 團[圃 。

〈2218>Honhominisculpa,sedistaloci.[Culpan6nhominis,

sedistalocl.](Ov.Tr.5,7,60)「[そ れ は]人 の 罪 過 で は な[く]て 、 場

所 の そ れ[で あ る]。 」 ※ 〈non～sed>は 相 関 語 で あ る 。

〈2219>Honibiconsistuntexemplaubicoeperunt。[Exemplan

6nc6nsistuntibl,ublcoeperunt,]「 先 例 は 、 そ れ が[存 在 し 」 始 め る

と こ ろ で は 、 存 在 し な い 。」<exempla>… 〈exemplum>[模 範]の[國 国 、 〈c

onsistunt>… 〈consisto>[位 置 す る]の 囲 国 國 、 〈coeperunt>"° 〈coePi>

[は じ め た](見 出 し 語 は 完 了 形 で あ る)の 国 圏(囲)。 ※ 〈ibi～,ubi>は

相 関 語 で あ る 。 「現 在 形 の 意 味 を も つ 完 了 」 → 「索 引 」

〈2220>Nonimpeditclallsuladerogatoria,噌uominllsabeade

mpotestateresdissolvantur,aquoconstituuntur。[Clausulad

er6gat6rian6nimpedit,qu6minusresdissolvanturabpotestate

eadem,aqu6c6nstituuntur.](Bac.Max.Reg.19;Broom,Max.347)

「撤 廃 に 関 す る 条 項 は 、 あ る 事 柄 が 、 そ の 条 項 を 設 定 す る の と 同 じ 権 力 に 依

っ て 解 消 さ れ る こ と を 、 妨 げ な い 。」 〈clausula>… 「条 項 」、 〈derogatoria>

… 〈derogatorius>[部 分 的 に 廃 止 す る]の 團 國 国 、 〈impedit>… 〈impedi

o>[妨 げ る]の 囲 国 團 、〈dissolvantur>… 〈dissolvo>[解 く]の 図 囲 国 圏 、

〈constituuntur>… 〈constituo>[定 め る]の 図 囲 国 圏 。 ※ 〈quominus>

→ 『新 ラ テ ン 文 法 』 §686

〈2221>Honinlegendo,sedintelligendolegesconsistunt.[Le

gesc6nsistuntn6ninlegend6,sedinintelligend6.](8Co.Rep.16

7)「 法 律(法)は 読 む こ と で は な く て 、理 解 す る こ と か ら 成 り た っ て い る 。」
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〈consistunt>… 〈consisto>[な り た つ]の 囲 国 國 、 〈legendo>… 〈lego>[読

む]の 國 囮 〈legendum>の 團(團)、 〈intelligendo>… 〈intelligo>[理 解 す

る]の 國 囮 〈intelligendum>の 團(團)。 ※ 〈non～sed>は 相 関 語 で あ る 。

國 囮 → 〈153>・ 〈1540>。 「タ テ マ エ(読 む)と ホ ン ネ(理 解 す る)」 → 「索

引 」

〈2222>Honinnocensesttimidus,唖11ilegemtimet.[Timidus,

qultimetlegem,n6nestinnocens.](Pseudo-Seneca,Proverbia,38)

「法 律(法)を 恐 れ る 臆 病 な[人]は 、 立 派 で は な い 。」 〈timidus>… 「不

安 な 」を 意 味 す る 見 出 し 語 形 容 詞 が 名 詞 化 し た も の 、〈timet>… 〈timeo>[お

そ れ る]の 囲 国 團 、 〈innocens>… 「立 派 な 」。

〈2223>Honjusexregula,sedregulaexjure.[N6njUsexreg

ula,sedregulaexjUre.](Pα αZ.D.50,17,ヱ;Fleta.Lib.6.C.14;Tray.

Lat.Max.384)「 法 が 法 範 か ら[作 ら れ る]の で は な く て 、法 範 が 法 か ら[作

ら れ る]。 」 〈regula>… 〈regula>[法 範]の 團 匡1。 ※ 「法 範 」 は 、 少 し 弱 い

意 味 に お い て 、 「法 原 則 」・「法 準 則 」の よ う な も の と 考 え て よ い 。一 方 、 「法 」

は 、 ご く 広 い 意 味 の も の で あ る 。 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。 〈non～sed>

は 相 関 語 で あ る 。 「タ テ マ エ(法 範)と ホ ン ネ(法)」 → 「索 引 」

〈2224>Nonjussedseisina,facitstipitem.[N6njUssedseisi

na,facitstipitem.](Fleta.Lib.6.C.142,2,§2)「 権 利 で は な く 、 占 有 が 、

株 を 作 る 。」 〈seisina>… 「占 有 」、 〈stipitem>… 〈stipes>[幹]の 團 因]。

※ 〈non～sed>は 相 関 語 で あ る 。 「タ テ マ エ(権 利)と ホ ン ネ(占 有)」 →

「索 引 」

〈2224わfs>Honjustibideficit,sedprobatio.[N6njUsdeficit

tibi,sedprobati6.]「 法 が 君 に 欠 け て い る の で は な く 、 証 明 が 欠 け て い

る 。」 〈deficit>… 〈deficio>[欠 け る]の 囲 国 團 。 ※ 〈non～,sed>は 相 関

語 で あ る 。 「タ テ マ エ(法 律(法))と ホ ン ネ(証 明)」 → 「索 引 」

〈2225>Nonlicetactori,quodreolicitumnonexistit(exsisti

t).[Quodn6nexistit(exisitit)licitumre6,n6nlicetact6ri.](Lib.

Sex.5,13,32)「 被 告 に 許 さ れ た も の と 成 っ て い な い[こ と は]、 原 告 に[も]

許 さ れ な い 。」〈eXiStit(eXSiStit)〉 … 〈eXiStO(eXSiStO)〉[生 ず る]の 囲 国 團 、

〈licitum>…<licitus>[許 さ れ て い る]の 團 圃 国 。 ※ 「原 告 と 被 告 」 → 「索

引 」。 〈2176>

〈2225わ1s>Honlicetmagistratibusaliquidinjuriosefacerene

cdicere.[N6nlicetmagistratibusfacerenecdlcerealiquidinjUr

i6se.]「 政 務 官(公 職 者)に は 、 あ る こ と を 不 法 侵 害 を な す か た ち で な す

こ と も 言 明 す る こ と も 、 許 さ れ な い 。」 〈magistratibus>… 〈magistratus>

[政 務 官]の 國 團 。
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〈2226>Honlicet,quoddispendiolicet。[Quodlicetdispendi6,

n6nlicet.](Co.Litt.127b)「 損 害 の た め に[の み]許 さ れ る[こ と は]、

許 さ れ な い 。」 〈dispendio>…<dispendium>[損 害]の 團 團 。

〈2227>Nonliquet.[N6nliquet.](σZp.D.4,8,13,4;Pα ㍑Z.(Pomp.)

D.42,1,36;Gellius,NoctesAtticae,14,2,25;Cic.ProClu.76)「 そ れ は

明 ら か で は な い 。」 〈liquet>… 〈liqueo>[明 瞭 で あ る]の 囲 国 團(非 人 称

的 な 用 法)。 ※ 〈N.L.=Nonliquet.〉 は 、 よ く 知 ら れ た 略 語 で 、 「証 拠 不 十 分 」

な ど を 意 味 す る 。 同 じ よ う に 二 語 か ら な る 簡 潔 で 意 味 深 長 な 表 現 と し て 、

〈Nonconstat.〉[そ れ は 確 定 し て い な い=明 ら か で は な い 。]が あ る が 、

こ れ も 「証 拠 不 十 分 」 を 示 す こ と が あ る 。 〈constat>は 、 〈consto>[た っ]

の 國 国 團 で あ る 。

〈2228>Honnasci,etnatummori,pariasunt.[N6nnascl,et

natummori,pariasunt.](Pα αZ.D.50,16,129)「[そ も そ も]生 ま れ な

い こ と と 死 ん だ 状 態 で 生 ま れ る こ と と は 、 同 等 で あ る 。」 〈nasci>…[≡]〈na

・C・ ・〉[生 ま れ る]の 囲 困 、〈n・tUm>… 〈n・tU・ 〉[生 ま れ た]の 團 囲 圃(囮)、

〈mori>… 圖 〈morior>[死 ぬ]の 囲 圏 、〈paria>… 〈par>[等 し い]の 國 囲 国 。

※ 〈estparia>に ひ か れ た 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈natum>

は 、 意 味 上 の 主 語 と し て 、 〈mori>に か か る 。 因]匠]→ 〈35>

〈2229>Honnegligentibussubvenitur,sednecessitatererum

impeditis.[N6nsubveniturnegligentibus,sedimpeditlsnecessit

atererum.](Pα ㍑Z.D.4,6,16)「 怠 慢 な[人 々]に で は な く て 、 物 事 の 緊

要 の た め に 妨 げ ら れ た[人 々]に 、 助 け が 与 え ら れ る 。」 〈subvenitur>… 〈s

ubvenio>[助 け る]の 図 囲[ヨ 團 、 〈negligentibus>… 〈negligo>[お ろ そ

か に す る]の 囲 囹 〈negligens>の 國 囲 團(囮)、 〈impeditis>… 〈impedio>

[妨 げ る]の 匠1囹 〈impeditus>の[園[劉 團(囮)。 ※ 「自 動 詞 の 受 動 相 」 →

〈59>・ 「索 引 」。 〈non～,sed>は 相 関 語 で あ る 。

〈2230>Nonnumeranda,sedponderandaargumenta.[ArgUment

an6nnUmeranda,sedponderanda.]「 論 証 は 、算 え ら れ る べ き で な[く]

て 、 量 ら れ る べ き[で あ る]。 」 〈argumenta>… 〈argumentum>[推 論]の

圏 国 、 〈numeranda>… 〈numero>[算 え る]の 國 圏 〈numerandus>[数 え

ら れ る べ き[で あ る]]の 圏 圃 国 、 〈ponderanda>… 〈pondero>[量 る]の

國 囮 〈ponderandus>[量 ら れ る べ き[で あ る]]の 圏 圃 国 。 ※ 國 囮 → 〈1>。

〈non～,sed>は 相 関 語 で あ る 。 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。 「数 え る と 量 る 」

→ 「索 引 」、 「タ テ マ エ(数)と ホ ン ネ(量)」 → 「索 引 」。

〈2231>Nonnumerohaecjudicalltur,sedpondere.[HaecjUdi

cantur,n6nnumer6,sedpondere.](Cic.DeOff.2,22,79)「 こ れ ら は 、

数 に 依 っ て で は な く て 、 重 み に 依 っ て 、 判 断 さ れ る 。」 〈numero>… 〈nume
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rus>[数]の 團 團 、 〈pondere>… 〈pondus>[重 さ]の 團 圏 。 ※ 〈non～

sed>は 相 関 語 で あ る 。 「数 と 重 み 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(数)と ホ ン ネ

(重 み)」 → 「索 引 」。

〈2232>Nonobligatlexnisipromulgata.[Lex,nisipr6mulgata,

n6nobligat.]「 法 律(法)は 、 公 布 さ れ た も の で な[い]限 り は 、[人 を]

拘 束 し な い 。」 〈promulgata>… 〈promulgo>[公 知 さ せ る]の 園 囹 〈promu

lgatUS>の 團 國 国 。

〈2233>Honobservataformainferturadnullatioactus.[AdnUl

latii6actUsinfertur,f6rman6nobservata.](5Co.Rep.20;12Co.

Rep.7)「 方 式 が 守 ら れ な け れ ば 、 行 為 の 無 効 が 引 き お こ さ れ る 。」 〈adnul

latio>… 「無 効 」、 〈infertur>… 〈infero>[生 じ さ せ る]の 図 囲 国 團 、 〈for

ma>… 〈forma>[形 式]の 團 團 、 〈observata>… 〈observo>[注 意 す る]の

囲 囹 〈observatus>の 圓 國 匡1。 ※ 絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見 え る 。 「名 詞(for

ma)プ ラ ス 完 了 分 詞(observata)」 型 で 、 そ の 意 味 は 「～ す る と 」 で あ る 。

圏 圏 → 〈22>

〈2234>Nonofficitaffectusnisise"uatureffectus.Sedinat

rocioribusdelictispunituraffectuslicetnonsequatureffectu

s.[Affectusn6nofficit,nisieffectussequatur.SedaffectuspUni

turindelictisatr6ci6ribus,liceteffectusn6nsequatur.](1Roll

e,226;2Rolle,89,11;Co.Rep.98)「 意 図 は 、 結 果 が 続 い て 生 じ な い 限

り は 、 損 害 を 生 じ さ せ な い 。 し か し 、 比 較 的 重 大 な 犯 罪 に 於 い て は 、 た と

え 結 果 が 続 い て 生 じ な い と し て も 、 意 図[だ け]で も 罰 せ ら れ る 。」 〈affec

tus>… 「意 思 」、 〈officit>… 〈officio>[害 す る]の 囲 国 團 、 〈atrocioribus>

… 〈atrox>[重 大 な]の 國 〈atrocior>の 國 回ヨ圏 。 ※ 〈non～sed>は 相 関 語

で あ る 。 絶 対 的 比 較 級 → 〈105>、 「意 図 と 結 果 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(意

図)と ホ ン ネ(結 果)」 → 「索 引 」。

〈2235>Nonomnedamnuminducitinjuriam.[Damnumn6nom

neindUcitinjUriam.](3Bl.Com.219;Brac.Fol.45b)「 す べ て の 損 害

が 不 法 を 導 く 、 と い う わ け で は な い 。」 〈inducit>… 〈induco>[導 く]の 囲

国 團 。 ※ 部 分 否 定 の 構 文 が 見 え る 。 「権 利 濫 用 」 論 → 「索 引 」

〈2236>Honomnelicitumhonestum.[Licitumn6nomnehones

tum.](Pα ㍑Z.D.50,17,144pr.)「 許 さ れ て い る[こ と]す べ て が 立 派[で

あ る]、 と い う わ け で は な[い]。 」 〈licitum>… 〈licitus>[許 さ れ て い る]

の 團 囲 国 、 〈honestum>… 〈honestus>[立 派 な]の 團 團 国 。 ※ 部 分 否 定

の 構 文 が 見 え る 。 「権 利 濫 用 」 論 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(許 さ れ て い る)と

ホ ン ネ(立 派 な)」 → 「索 引 」。

〈2237>Honomne,quodlicet,110nestumest.[N6nomne,quod
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licet,esthonestum.](Pα ㍑Z.D.5047,144pr.;-Mod.D.50,17,197;Ho

wellv.Baker,4Johns,Ch(N.Y)121)「 許 さ れ て い る[こ と]す べ て が 立

派 で あ る 、 と い う わ け で は な い 。」 〈honestum>… 〈honestus>[立 派 な]の

團 圃 国 。 ※ 部 分 否 定 の 構 文 が 見 え る 。 「権 利 濫 用 」 論 → 「索 引 」、 「タ テ マ

エ(許 さ れ て い る)と ホ ン ネ(立 派 な)」 → 「索 引 」。

〈2238>Honomllisvoxjudiciscolltilletalltoritatem.[V6xn6n

omnisjUdiciscontinetaut6ritatem.](C.J,7,45,7pr.)「 裁 判 官 の す

べ て の 声 が 権 威 を 帯 び る 、 と い う わ け で は な い 。」 〈vox>… 「声 」、<contin

et>… 〈COntineO>[含 む]の 囲 国 團 、 〈aUtOritatem>… 〈aUtOritaS>[権 威]

の 團 因]。 ※ 部 分 否 定 の 構 文 が 見 え る 。〈omnis>の 形 は 、團 囲[圃 の と こ ろ と 、

團 國 国 の と こ ろ に あ る の で 、 〈omnis>が 、 〈vox>で は な く 、 男 性 名 詞 の 〈j

udicis>に か か る 可 能 性 も あ る 。 も っ と も 、 語 順 か ら は 、 お そ ら く そ の よ う

な か か り か た に は な ら な い で あ ろ う 。

〈2239>Nonomnium,(quaeamajoribusconstitutasunt,)rati

oreddipotest.[Rati6n6nomnium,(quaesuntc6nstitUtaamaj

6ribus,)potestreddl.](J㍑Z.D.1,3,20;Branch,Princ.;Broom,Max.9

5,157;4Co.Rep.73)「(祖 先 の[人 々]に よ っ て 定 め ら れ た[こ と])す

べ て に つ い て 理 由 が 挙 げ ら れ る こ と が 可 能 で あ る 、 と い う わ け で は な い 。」

〈constituta>… 〈constituo>[制 定 す る]の 囲 囹 〈constitutus>國 囲 国(受

動 相 完 了 の 構 成 要 素)、 〈reddi>… 〈reddo>[与 え る]の 図 國 匠]。 ※ 属 格 の 〈o

mnium>は 最 終 的 に は 〈ratio>に か か っ て い く の で あ る が 、 こ こ で 訳 出 し た

よ う に 、 「～ に つ い て(は)」 と す る の が 自 然 で あ る 。 「文 頭 の 属 格 」 → 「索

引 」。 部 分 否 定 の 構 文 が 見 え る 。 〈2735>

〈2240>Honopusesteocivereipllblicaeqlliparerenesciret.

[N6nestopusrelpUblicaeclvee6,qulnesclretparere.](Val,Ma

x.6,3,4)「 服 従 を す る こ と を 知 ら な い よ う な 、 そ の 市 民 は 、 国 家 に は 必 要

で は な い 。」 〈estopus>… 「必 要 で あ る 」、 〈nesciret>… 〈nescio>[知 ら な

い]の 圏 未 完 了 過 去 国 團 、 〈parere>… 〈pareo>[し た が う]の 囲 国 。 ※ 〈o

pusest>は 、 こ の 場 合 は 奪 格 を ひ く が 、 他 の 格 が 登 場 す る ケ ー ス も あ る 。

〈2241>Honpertinetadjlldicemsecularemcognosceredeiis,

quaesuntmerespiritualiaannexa.[C6gn6sceredeils,quaes

untannexaspiritualiamere,n6npertinetadjUdicemsecularem.]

(2Co.Inst.488)「 宗 教 的 な[事 項]だ け に 関 連 す る こ と に 関 し て 審 理 す

る こ と は 、 世 俗 裁 判 官[の 任 務]に は 関 係 し な い 。」 〈cognoscere>… 〈cog

nOSCO>[審 理 す る]の 囲 困 、 〈anneXa>… 〈anneCtO>[結 び つ け る]の 匠1囹

〈・nn・xu・ 〉の 國 圃 国(囮)、 〈・pi・itu・li・ 〉一・〈・pi・itu・li・ 〉[霊 の]の 圏 圃

国 、 〈pertinet>… 〈pertineo>[関 係 す る]の 囲 国 團 、 〈secularem>'"〈sec
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ularis>[世 俗 の]の 團 囲 因]。

〈2242>Honpetitllrbonaefideiexuberantiailltermercatores.

[ExUberantiafidelbonaen6npetiturintermercat6res.][商 人 の 問

で は 、 信 義 は 過 度 に は 求 め ら れ な い 。」 〈exuberantia>… 「過 多 」、 〈merca

tores>… 〈mercator>[商 人]の[園 因]。 ※ 「信 義 誠 実 ・ 誠 意 ・ 善 意 」 → 「索

引 」、 「契 約 の 実 相 」 → 「索 引 」。

〈2243>Honplushaberecreditorpotest,唖uamllabet,唖11ipig

nusdedit。[Creditorpotesthaberen6nplUs,quam,quldeditplg

num,habet.](Pαp.D.20,1,3,1)「 債 権 者 は 、 質 を 与 え た[人 が]持 つ も

の 以 上 の[も の]を 持 つ こ と は 出 来 な い 。」 〈pignum>… 〈pignus>[質]の

團 因]。 ※ 〈plus～quam>は 比 較 の 構 文 で あ る 。

〈2244>Honplusinaccessionepotestesse,quaminprincipa

liobligatione.[N6nplUs,quaminobligati6neprincipali,potest

esseinaccessi6ne.](1.J.3,20,5)「 主 た る 債 務 関 係 の 場 合 よ り も 多 い[も

の]は 、 従 た る 債 務 関 係 に 於 い て は 存 在 す る こ と は 出 来 な い 。」 〈principa

li>… 〈principalis>[主 た る]の 團[図 團 、 〈accessione>… 〈accessio>[従

た る 債 務 関 係]の 團 團 。※ 〈plus～quam>は 比 較 の 構 文 で あ る 。「主 と 従 」

→ 「索 引 」

〈2245>Honpossebenegerirempublicammultorumimperiis.

[RempUblicamn6npossegerlimperilsmult6rumbene,](Nep.10,

6)「 多 く の[人]の 命 令 に 依 っ て は 、 国 家 が 良 く 統 治 さ れ る こ と が 出 来 な

い こ と 」 〈geri>… 〈gero>[は こ ぶ]の 図 囲 團 、 〈imperiis>"'〈imperium>

[命 令]の[國 匡ヨ。 ※ 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈rempublicam>

は 、意 味 上 の 主 語 と し て 、〈geri>に か か る 。不 定 法 止 で(→ 〈171>・ 「索 引 」)、

本 動 詞 は な い 。 因]困 → 〈35>、 「主 と 従 」 → 「索 引 」。

〈2246>Honpossessoriincumbitnesessitasprobandipossessi

onesadsepertinere.[Necessitasprobandipossessi6nespertiner

eadse,n6nincumbitpossess6ri.](Mαrcご.D.22,3,21;C.J.4,19,2;

Broom.Max.487)「 占 有 者 に は 、 占 有 が 自 身 に 帰 属 す る こ と を 証 明 す る 必

要 は 、 課 せ ら れ な い 。」 〈probandi>… 〈probo>[証 明 す る]の 國 囮 〈proba

ndum>の 圓(團)、 〈pertinere>… 〈pertineo>[関 係 す る]の 囲 国 、 〈inc

umbit>… 〈incumbo>[よ り か か る]の 囲 国 團 。 ※ 國 囮 → 〈153>・ 〈1540>。

國 囮 〈probandi>の 軸 に な っ て い る 動 詞 〈probo>に ひ か れ た 対 格 不 定 法 の

構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈possessiones>は 、 意 味 上 の 主 語 と し て 、 〈perti

nere>に か か る 。 因]困 → 〈35>

〈2247>Honpotestadduciexceptioejusdemreicujuspetitur

dissolutio.[Excepti6reiejusdem,cUjusdissolUti6petitur,n6n
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potestaddUci.](Bac.Max.2;Broom,Max.Reg.101,166)「 解 除 が 請 求

さ れ る 事 柄 と 同 じ 事 柄 に 関 す る 抗 弁 は 、 提 出 さ れ る こ と は 出 来 な い 。」 〈di

ssolutio>… 「解 除 」、 〈adduci>… 〈adduco>[ひ っ ぱ る]の 図 囲 匠]。 ※ 〈ej

usdem(idem)～cujus(qui)〉 は 相 関 語 で あ る 。

〈2247わ1s>Honpotestarbiter,interaliosjudicando,alterills

jusmutare.[Arbitern6npotestmUtarejUsalterlusjUdicand6in

terali6s.]「 裁 定 人 は 、 あ る 人 た ち の 間 で 判 定 を 下 す こ と に 於 い て 、 他 の

人 の 権 利 を 変 更 す る こ と は 出 来 な い 。」<arbiter>… 「裁 定 人 」、 〈mutare>

… 〈muto>[変 更 す る]の 囲 團 、 〈judicando>… 〈judico>[裁 く]の 國 囮 〈j

udicandum>の 團(團)。 ※ 國 囮 → 〈153>・ 〈1540>

〈2248>Honpotestcommodari,quodusuconsumitur.[Quod

c6nsUmiturUsU,n6npotestcommodarl.](σZp.D.13,6,3,6)「 使 用 に 依

っ て 消 費 さ れ る[も の は]、 使 用 貸 借 に 依 っ て 貸 与 さ れ る こ と は 出 来 な い 。」

〈consumitur>… 〈consumo>[費 消 す る]の 図 囲 国 團 、 〈commodari>…

〈commodo>[使 用 貸 借 に よ っ て 貸 す]の 図 囲 困 。

〈2249>Honpotestdolocarere,唖11iimperiomagistratusnoll

paruit.[Quln6nparuitimperi6magistratus,n6npotestcarered

ol6.](Jα び.D.50,17,199)「 政 務 官 の 命 令 に 従 わ な か っ た[人 は]、 悪 意[の

責]を 免 れ る こ と は 出 来 な い 。」〈paruit>… 〈pareo>[し た が う]の 囲 国 團 、

〈imperio>… 〈imperium>[命 令]の 團 團 、 〈magistratus>… 〈magist「atu

s>[政 務 官]の 團[国 、<carere>… 〈careo>[欠 け て い る]の 囲 困 。

〈2250>Nonpotestduobusdominisservire。[N6npotestservir

edominisdu6bus.](AuxEpaules)「 そ の 人 は 二 人 の 主 人 に 仕 え る こ と

は 出 来 な い 。」 〈servire>… 〈servio>[奉 仕 す る]の 囲 困 。

〈2251>Nollpotestimprobusvideri,噌uiignorat⊂1ualltumsol

veredebeat.[QulIgn6rat,quantumdebeatsolvere,nonpotestvi

deriimprobus.](Veη.D.50,17,99)「 ど れ ほ ど 弁 済 す る べ き か を 知 ら な

い[人 は]、 不 誠 実 で[あ る]と 見 ら れ る こ と は 出 来 な い 。」 〈ignorat>… 〈i

gnoro>[知 ら な い]の 囲 国 團 、 〈improbus>… 「不 誠 実 な 」。 ※ 主 格 不 定 法

の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、 〈videri>と 省 略

さ れ て い る 〈esse>の 双 方 に か か る 。 国[蜀 →<98>。 〈improbus>は 、 名 詞 主

語 で は な く 、 た ん な る 形 容 詞 で あ る 。 主 語 は 隠 れ て い る 〈is>で あ る 。

〈2252>Honpotestprobariquodprobatumnonrelevat。[Quod

probatumn6nrelevat,n6npotestprobarl.](1Exch.92,102)「 証 明

さ れ て も 役 だ た な い[も の は]、 証 明 さ れ る こ と は 出 来 な い 。」 〈probatum>

… 〈probo>[証 明 す る]の 囲 囹 〈probatus>の 團 圃 国 、 〈relevat>…<relevo>

[あ げ る]の 囲 国 團 。 ※ 囲 囹 〈probatum>と い う 分 詞 に つ い て は 、 多 少 の
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読 み 込 み も 必 要 で あ る 。 「分 詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」

〈2253>Honpotest唖uissinebreviagere.[Quisn6npotestag

eresinebrevl.](Fleta.Lib.2.C.13,§4)「 誰 も 、 令 状 な し に 訴 え る こ と

は 出 来 な い 。」 〈brevi>… 〈breve>[令 状]の 團 匡1。 ※ 〈quis>は 〈aliquis>の

代 用 で あ る 。 「代 用 型 と し て の 〈quis>」 → 「索 引 」

〈2254>Honpotestrexgratiamfacerecllminjuriaetdamno

aliorum.[Rexn6npotestfaceregratiamcuminjUriaetdamn6al

i6rum.](Brac.Fol.132b;Broom,Max.31,63;3Co.Inst.236;Vaugh.

338;2El.&Bl.874)「 国 王 は 、 他[人]へ の 不 法 お よ び 他[人]の 損 失

を 伴 っ た か た ち で は 、[あ る 人 に]恩 恵 を 施 す こ と は 出 来 な い 。」 〈gratiam>

… 〈gratia>[好 意]の 團[到 。

〈2255>Honpotestrexsu1⊃ditumrenitentemonerareimpositi

onibus.[Rexn6npotestoneraresubditumrenitentemimpositi6ni

bus.](2Co.Inst.61)「 国 王 は 課 す こ と に 反 対 す る 臣 下 に 負 担 を 負 わ せ る

こ と は 出 来 な い 。」 〈onerare>… 〈onero>[負 わ せ る]の 囲 困 、 〈subditum>

… 〈subditus>[臣 民]の 團[劉 、 〈renitentem>… 圖 〈renitor>[さ か ら う]

の 囲 囹 〈renitens>の 團 囲 因]、 〈impositionibus>・ 一<impositio>[課 す こ と]

の 圏 圏 。

〈2256>Honpotestseverusesseinjudicando,吼uialiosinse

severosessejudicesnonvult・[Quln6nvultali6sessejudices

sever6sinse,n6npotestesseseverusinjUdicand6.](Cic.lmp.P

omp.13,38)「 他[人]が 自 身 に 対 し て 厳 格 な 裁 判 官 で あ る こ と を 望 ま な い

[人 は]、 裁 判 す る こ と に 於 い て 厳 格 で あ る こ と は 出 来 な い 。」 〈severos>…

〈severus>[厳 格 な]の 圏 囲 因]、 〈judicando>… 〈judico>[裁 く]の 國 囮 〈j

udicandum>の 圏(團)。 ※ 國 囮 → 〈153>・ 〈1540>。 〈vult>に ひ か れ た 対

格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈alios>は 、 意 味 上 の 主 語 と し て 、 〈es

se>に か か る 。 因]匠]→ 〈35>

〈2256わfs>Honpotestunojudicioresjudicatainpartemvale

re,inpartemnonvalere.[ResjUdicatan6npotestvalereinpar

tem,n6nvalereinpartem,jUdici6un6.]「 既 判 物 は 、 た だ 一 つ の 裁 判

に お い て は 、 一 部 に つ い て 有 効 で 、 一 部 に つ い て 有 効 で な い 状 況 に あ る 、

と い う よ う な こ と は 出 来 な い 。」 〈partem>… 〈pars>團 因]。

〈2257>Honpotestvideridesissehabere,吼uinum⊂1uamllabui

t.[Qulhabuitnumquam,n6npotestviderldesissehabere,](Pα ㍑

Z.D.50,17,208)「 決 し て 持 た な か っ た[人 は 」、 持 つ こ と を 止 め た も の と

見 ら れ る こ と は 出 来 な い 。」 〈desisse>… 〈desino>[や め る]の 匠1困 。 ※ 主

格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、 〈potes
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t>と 〈desisse>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>。 〈desino>は 補 足 不 定 法 〈hab

ere>を ひ く → 〈171>。

〈2258>Honpraebemusluxuriantibus,sedcasteviventibusle

gem.[Praebemuslegemn6nIUxurientibus,sedviventibuscaste.]

(1Voび.18,5,21)「 私 た ち は 、 放 蕩 し て い る[人]に で な く 、 良 心 的 に 生 き

て い る[人]に 、 法 律(法)を 与 え る 。」 〈praebemus>… 〈praebo>[さ し

だ す]の 囲E[園 、 〈luxuriantibus>… 〈luxurio>[放 蕩 す る]の 囲 囹 〈lux

uriens>の 圏 囲 團(匿 囮)、 〈viventibus>… 〈vivo>[生 き る]の 囲 囹 〈vive

ns>の[國 囲 團(囮)。 ※ 〈non～sed>は 相 関 語 で あ る 。 〈597>・ 〈1532>

・ 〈1677>

〈2259>Nollpraestatimpedimentum,噌uoddejurellonsortit

ureffectum.[Quodn6nsortitureffectumdejure,n6npraestati

mpedimentum.](LiberSex.5,13,52;Dam.Reg.Can.89;Jenk.Cent.1

62;Wing,Max.727)「 法 上 効 果 を 生 じ さ せ な い[も の は]、 障 害 を 引 き お

こ さ な い 。」 〈sortitur>… 囲 〈sortior>[手 に い れ る]の 囲 国 團(図)、 〈ef

fectum>… 〈effectus>[効 果]の 團 因]、 〈praestat>… 〈praesto>[さ し だ す]

の 囲 国 團 、 〈impedimentum>… 〈impedimentum>[障 害]の 團 圃 。

〈2259わfs>Honpraesumiturtestatorheredemgravarevoluisse.

[Testatorn6npraesUmiturvoluissegravareheredem.]「 遺 言 者 が 相

続 人 に 負 担 を 負 わ せ る こ と を 望 ん だ も の と は 、 推 定 さ れ な い 。」 〈gravare>

… 〈gravo>[負 担 を 負 わ せ る]の 囲 困 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主

語 の 〈testator>は 、〈praesumitur>と 〈voluisse>の 双 方 に か か る 。国 困 → 〈9

8>

〈2260>Nonpretiinumeratio,sedconventioperficitemtione

m(emptionem).[N6nnumerati6pretil,sedconventi6perficitemti

6nem(empti6nem).](σZ .ρ.D.184,2,1)「 代 価 の 支 払 い で は な く て 、 合 意

が 、 購 入 を 完 成 さ せ る 。」 〈numeratio>… 「支 払 」、 〈pretii>… 〈pretium>

[評 価]の 團 國 、 〈perficit>… 〈perficio>[完 成 さ せ る]の 囲 国 團 。 ※ 〈no

n～sed>は 相 関 語 で あ る 。

〈2261>Honprose噌uitllr.[N6npr6sequitur.]「 そ の 人 は 追 及 し な い 。」

〈prosequitur>… 圖 〈prosequor>[追 う]の 囲 国 團(図)。 ※ 「そ の 人 は 追

求 さ れ な い 」 で は な い 。

〈2262>Honpurgatpeccatumquinegat.[Quinegat,n6npurga

tpeccatum.]「[自 身 の 悪 事 を]否 認 す る[人 は]、 悪 事 を 清 め な い 。」 〈n

egat>… 〈nego>[否 認 す る]の 囲 国 團 、 〈purgat>… 〈purgo>[削 除 す る]

の 囲 国 團 、 〈peccatum>…<peccatum>[悪 事]の 團 圖 。

〈2263>Honputodelinquereeum,quiindubiisquaestionibus
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contrafiscumfacileresponderit。[N6nput6eum,quiresponde

ritcontrafiscuminquaesti6nibusdubilsfacile,delinquere.](Mo

d.D.4944,10)「 私 は 、 疑 問 の あ る 問 題 に お い て 、 国 庫 に 不 利 と な る か た

ち で 安 易 に 答 え る よ う な 人 が 誤 ま り を 犯 す も の と は 、 考 え な い 。」 〈puto>

… 「(私 は)考 え る 」、〈responderit>… 〈respondeo>[答 え る]の 國 囲 国 團 、

〈fiscum>… 〈fiscus>[国 庫]の 團 因]、 〈quaestionibus>… 〈quaestio>[問

題]の 國 圏 。 ※ 〈puto>に ひ か れ た 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈e

um>は 、 主 語 と し て 、 〈delinquere>に か か る 。 因]困 → 〈35>、<Indubio・

dubiis>論 → 「索 引 」

〈2264>Non吼uoddictumest,sed吼uodfactumest,injurei

nspicitur.[N6n,quodestdictum,sed,quodestfactum,Inspicit

urinjUre.](Co.Litt.36a;6Bing.310;11Cush(Mass.)536)「 法 に

於 い て は 、 言 わ れ た[こ と]で は な く て 、 な さ れ た[こ と が]考 慮 さ れ る 。」

〈inspicitur>… 〈inspicio>[考 慮 す る]の 図 囲 国 團 。 ※ 〈non～sed>は 相

関 語 で あ る 。 「タ テ マ エ(言 わ れ た)と ホ ン ネ(な さ れ た)」 → 「索 引 」

〈2264翫s>Honquodscriptllmsed⊂1uodgestllmestinspicitllr.

[N6n,quodscrlptumest,sed,quodgestumest,Inspicitur.]「 書 か

れ た[こ と で は]な く 、 な さ れ た[こ と が]考 慮 さ れ る 。」 〈scriptum>… 〈s

cribere>[書 く]の 圃 囹 〈scriptus>の 團 囲 国 、 〈gestum>… 〈gero>[な す]

の 囲 囹 〈gestus>の 團 田 国 、 〈inspicitur>… 〈inspicio>[な が め る]の 図 囲

国 團 。 ※ 〈non～sed>は 相 関 語 で あ る 。 「タ テ マ エ(書 か れ た)と ホ ン ネ

(な さ れ た)」 → 「索 引 」

〈2265>Nonquodvoluittestator,sedquoddixitintestamen

to,inspicituL[N6n,quodtestatorvoluit,sed,quoddixitintest

ament6,Inspicitur,](Co.Litt.362;6Bing.310)「 遺 言 者 が 望 ん だ[こ

と]で は な く て 、 彼 が 遺 言 に 於 い て 言 明 し た[こ と が]、 考 慮 さ れ る 。」<t

estator>… 「遺 言 者 」、〈inspicitur>… 圖 〈inspicio>[考 慮 す る]の 囲 国 團 。

※ 〈non～sed>は 相 関 語 で あ る 。 「タ テ マ エ(言 明 し た)と ホ ン ネ(望 ん

た)」 → 「索 引 」

〈2266>Honrefert,a11唖11isassensllmsullmpraebetverbisan

re1⊃usipsisetfactis.[N6nrefert,anquispraebetassensumsu

umverbis,anrebusipsisetfactis.](10Co.Rep.52a)「 あ る 人 が 自

身 の 同 意 を 言 葉 で 示 す の か 、 物 事 そ れ 自 体 お よ び 行 為(捺 印 証 書)で[示

す]の か は 、 重 要 で は な い 。」 〈refert>… 「そ れ は 重 要 で あ る 」(非 人 称 用

法)、 〈praebet>… 〈praebeo>[示 す]の 囲 国 團 、 〈assensum>… 〈assensu

S>[同 意]の 團 囲 。 ※ 「代 用 型 と し て の 〈quis>」 → 「索 引 」

〈2267>Honrefertquidexaequipollentibusfiat.[N6nrefert,
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quidexaequipollentibusfiat.](5Co.122)「 同 じ 意 味 を 持 つ[も の]

の 内 の ど れ が 生 ず る か は 、 重 要 で は な い 。」 〈refert>… 〈refert>[そ れ は 重

要 で あ る](非 人 称 用 法)、 〈quid>… 「な に が ～ す る か 」、 〈aequipollentib

us>… 〈aequipolleo>[同 義 で あ る]の 囲 囹 〈aequipollens>の 圏 圃 圏(囮)。

※ 「疑 問 代 名 詞 」 → 「索 引 」

〈2268>Nollrefert,⊂1uidnotumjlldici,sinotumnonsitinf

ormajudicii.[N6nrefert,quidn6tumjUdicl,sln6nsitn6tumi

nf6rmajUdiciL](3Bulst.115)「 あ る こ と が 裁 判 の 形 式 に 於 い て[裁

判 官 に]知 ら れ た の で は な い 場 合 に は 、 な に が 裁 判 官 に 知 ら れ[た]か は 、

重 要 で は な い 。」 〈refert>… 「そ れ は 重 要 で あ る 」(非 人 称 用 法)、 〈notum>

… 〈notus>「 知 ら れ た 」 の 團 田 国 、 〈forma>… 〈forma>[形 式]の 團 團 。

※ 「疑 問 代 名 詞 」 → 「索 引 」。<2279>

〈2269>Nonrefertverbisanfactisfitrevocatio.[N6nrefert,

revocati6fitverbis,anfactis.](Cro.Car.49;Branch,Princ.)「 取 消

が 言 葉 に 依 っ て[な さ れ る]か 、 そ れ と も 、 行 為(捺 印 証 書)に 依 っ て[な

さ れ る]か は 、 重 要 で は な い 。」 〈refert>… 「そ れ は 重 要 で あ る 」(非 人 称

用 法)、 〈revocatio>… 「取 消 」。 ※ 「非 人 称 構 文 」 →<265>・ 「索 引 」

〈2270>Nonremotacausasedproximaspectatur.[Causan6n

rem6ta,sedproxima,spectatur.]「 遠 い 原 因 で は な く て 、 最 も 近 い[原

因]が 、 考 慮 さ れ る 。」 〈remota>… 〈remotus>[遠 い]の 團 國 国 、 〈proxi

ma>… 〈prope>[近 く]に 由 来 す る 國 〈proximus>[も っ と も 近 い]の 團[冤

国 、 〈spectatur>… 〈specto>[見 る]の 図 囲 国 團 。 ※ 〈non～sed>は 相

関 語 で あ る 。 「遠 い と 近 い 」 → 「索 引 」

〈2271>Nonrespondebitminornisiincausadotis,ethocpr

ofavoredotis.[Minornonrespondebit,nisiincausad6tis,eth

ocpr6fav6redotls.](4Co.Rep.71)「 年 少[者]は 嫁 資 の 事 案 に 於 い

て 以 外 に は 、 答 え な い で あ ろ う 。 し か も 、 こ の こ と は 嫁 資 に 有 利 に な る 場

合 に つ い て[だ け 当 て は ま る]。 」 〈respondebit>… 〈respondeo>[答 え る]

の 困 国 團 、 〈dotis>… 〈dos>[嫁 資]の 團 圏 、 〈favore>… 〈favor>[好 意]

の 團 圏 。

〈2272>Honreusnisimenssitrea.[Reusn6n,nisimenssitr

ea.](1Story,Cont.87)「 心 情 が 罪 の あ る も の で な い 限 り は 、被 告 人 は[存

在 し]な い 。」 〈reus>… 「被 告 人 」、 〈mens>… 「心 」、 〈rea>… 〈reus>[罪

の あ る]の 團 園 国 。

〈2272翫s>Honsec1111dumfllturitemporisjussedsecundump

raesentisaestimaridebetstipulatio。[Stipulati6debetaestimarl,

n6nsecundumjUstemporisfutUri,sedsecundumpraesentis.]
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「問 答 契 約 は 、未 来 の 時 間 の 法 に 従 っ て で は な く 、現 在 の 時 間 の 法 に 従 っ て 、

評 価 さ れ る べ き で あ る 。」 〈stipulatio>… 「問 答 契 約 」、 〈aestimari>… 〈ae

stimo>[評 価 す る]の 図 囲 圏 、<futuri>… 〈sum>の 困 囹<futurus>の 團 圃

國 、 〈praesentis>"'〈praesens>の 團 圃 圏 。 ※ 〈non～sed>は 相 関 語 で あ

る 。 「未 来 分 詞 」 → 「索 引 」、 「現 在 と 未 来 」 → 「索 引 」。

〈2272オer>Nollsempervideturdolofacere噌uireposcentillon

reddit.[Quln6nredditrep6scentl,videturfaceredol6n6nsemp

er.]「 返 還 請 求 す る[人]に 交 付 し な い[人 が]常 に 悪 意 で な す も の と 見 ら

れ る わ け で は な い 。」 〈reddit>… 〈reddo>[か え す]の 囲 国 團 、 〈reposcen

s>… 〈reposco>[返 還 請 求 す る]の 囲 囹 〈reposcens>の 團 囲 團 。 ※ 主 格 不

定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 主 語 は 、 〈videtur>・ 〈facere>の 双 方 に か

か る 。 国 匠]→ 〈98>。 部 分 否 定 の 構 文 が 見 え る 。

〈2273>Nonservataformacorruitactus.[Actuscorruit,f6rma

n6nservata.](Nic.Ev.Loc.Arg.Leg.10,2)「[法 律]行 為 は 、 形 式 が 保

持 さ れ な け れ ば 、 崩 壊 す る 。」 〈corruit>… 〈corruo>[崩 れ る]の 囲 国 團 、

〈forma>… 〈forma>[形 式]の 團 團 、 〈servata>… 〈servo>[維 持 す る]の 匠1

匠]<servatus>の 團 國 團 。 ※ 絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見 え る 。 「名 詞(forma)

プ ラ ス 囲 囹(servata)」 型 で 、そ の 意 味 は 「～ か ぎ り 」 で あ る 。 囮 圏 → 〈22>。

〈80>・ 〈966>・ 〈3064>

〈2273わfs>Nonsitaetatisexcusatioadversuspraeceptalegu

meiquidumlegesinvocantcontraeascommittit.[ExcUsati6

aetatisadversuspraeceptalegumn6nsitei,quicommittitcontr

aeas,dumlegesinv6cant.]「 法 律(法)が 命 ず る と き に 、 そ れ に 反 し

た 行 動 を 取 る 人 に は 、 法 律(法)の 命 令 に 反 し た か た ち の 、 年 令 の 弁 明 が

存 在 し な い よ う 。」 〈excusatio>… 「弁 明 」、 〈aetatis>… 〈aetas>[年 令]の

團[國 、 〈praecepta>… 〈praeceptum>[命 令]の[國 因]、 〈committit>…<co

mmittO>[行 な う]の 囲 国 團 、 〈inVOCant>… 〈inVOCO>[命 ず る]の 囲 国 圏 。

〈2274>Nonsolent,quaeabundant,vitiarescripturas.[Quae

abundant,n6nsolentvitiarescriptUras.](σZμD.5047,94;Broom,

Max.627)「 余 分 で あ る[こ と が]書 面 を 無 効 に し な い の が 、慣 わ し で あ る 。」

〈abundant>… 〈abund・ 〉[過 剰 で あ る]の 囲 国 國 、<vitiare>… 〈viti・ 〉[無

効 と す る]の 囲 国 、 〈scripturas>… 〈scriptura>[書 面]の 圏 圃 。 ※ 〈sol

eo>は 補 足 不 定 法 〈vitiare>を ひ く 。 〈32>・ 〈3508>・ 〈3509>

〈2275>Honsoletlocatiodomillillmmlltare.[Locati6n6nsolet

mUtaredominium,](σZp.D,19,2,39)「 賃 貸 が 所 有 権 を 変 更 し な い の が 、

慣 わ し で あ る 。」 〈locatio>… 「賃 貸 」、 〈mutare>…<muto>[変 え る]の 囲

Elヨ。 〈1978>
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〈2276>Nonsolumnaturasedetiamlegibuspopulorumconst

itlltumest,11tnonliceatsllicommodicausanocerealteri.[Ut

n6nliceatnocerealterlcommodlsulcausa,estc6nstitUtumn6

ns61umnatUra,sedetiamlegibuspopul6rum.](Cic.DeOff.3,5,2

3)「[あ る 人 が]自 身 の 利 益 の た め に 他[人]を 害 す る こ と は 許 さ れ な い

こ と が 、 た ん に 自 然 に 依 っ て だ け で な く 、 諸 国 民 の 法 律(法)に 依 っ て さ

え も 、定 め ら れ た 。」〈liceat>… 〈licet>[そ れ は 許 さ れ て い る]の 國 囲 国 團 、

〈nocere>…<noceo>[害 す る]の 囲 国 、 〈commodi>… 〈commodum>[利

害]の 團[國 、 〈constitutum>… 〈constituo>[定 め る]の 囲 囹 〈constitut

us>の 團 囲 国 、 〈populorum>… 〈populus>[国 民]の 國 圏 。 ※ 〈nonsolu

m～ 、sedetiam>は 相 関 語 で あ る 。 「後 置 詞 」 → 「索 引 」、 「自 身 と 他 人 」

→ 「索 引 」。

〈2277>Nonsolumquidlicetconsiderandumest,sedetquid

honestumsit.[N6ns61um,quodlicet,sedet,quidsithonestu

m,estconsiderandum.](Mod.D.50,17,197)「 な に が 許 さ れ て い る か だ

け で な く て 、 な に が 立 派 で あ る か も 、 考 慮 さ れ る べ き で あ る 。」 〈honestu

m>… 〈honestus>[立 派 な]の 團 圃 国 、 〈considerandum>… 〈considero>

[考 慮 す る]の 國 囮 〈considerandus>[考 慮 さ れ る べ き[で あ る]]の 團 圃

国 。 ※ 國 囮 → 〈1>、 〈nonsolum～,sedet>は 相 関 語 で あ る 。 〈honestu

m>の と こ ろ に 〈conveniens>[適 切 な]が 入 っ て く る 命 題 も あ る(Co.Litt.

66a)。 「権 利 濫 用 」 論 → 「索 引 」、 「疑 問 代 名 詞 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(許

さ れ て い る)と ホ ン ネ(立 派 で あ る)」 → 「索 引 」。

〈2278>Nonsolumrespossuntlegari,sedetiamfacta.[N6ns

61umres,sedetiamfacta,possuntlegari.](1.J.2,20,21)「 た ん に 物

だ け で な く 、行 為 さ え も 、 遺 贈 さ れ る こ と が 出 来 る 。」 〈legari>… 〈lego>[遺

贈 す る]の 図 囲 團 。 ※ 〈nonsolum～,sedetiam>は 相 関 語 で あ る 。

〈2279>Nonsufficitjudexsciat,sedordinejurisdictionissci

reoportet.[N6nsufficitjUdexsciat,sedoportetscire6rdinejUr

isdicti6nis.]「 裁 判 官 が[物 事 を]知 る こ と[だ け]で は 十 分 で は な く 、

彼 が 裁 判 の 手 続 に 従 っ て[そ れ を]知 る こ と を 要 す る 。」 〈sufficit>… 〈suf

ficio>[十 分 で あ る]の 囲 国 團 、<sciat>… 〈scio>[知 る]の 圏 囲 国 團 、 〈s

cire>… さ き の 〈scio>の 囲 團 、 〈ordine>… 〈ordo>[手 続]の 團 圏 、 〈jurisd

ictionis>… 〈jurisdictio>[裁 判]の 團 國 。 ※ 〈non～,sed>は 相 関 語 で あ

る 。 〈judexsciat>の 前 に は 、 〈ut>[こ と]が 省 略 さ れ て い る(こ れ は 、 文

章 の 枠 組 を き ち ん と 設 定 す る 言 葉(接 続 詞)を 大 切 に す る 近 代 欧 米 語 で は

あ ま り 見 ら れ な い 芸 当 で あ る)。<2268>

〈2279わ1s>Honsufficitliteminstitueresinonineapersever
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es。[N6nsufficitinstituerelitem,sin6nperseveresinea.]「 も し 、

君 が 訴 訟 を 持 続 し な け れ ば 、君 が 訴 訟 を 開 始 す る だ け で は 、十 分 で は な い 。」

〈sufficit>… 〈sufficio>[た り る]の 囲 国 團 、〈instituere>… 〈instituo>[設

置 す る]の 囲 困 、 〈perseveres>… 〈persevero>[持 続 す る]の 國 囲[]團 。

〈2280>Honsuntfaciendamala,uteveniantbona.[Malan6n

suntfacienda,utbonaeveniant,](Dam.Reg.Can.97)「 良 い[こ と が]

生 ず る よ う に と 、 悪 い[こ と が]な さ れ る べ き で は な い 。」 〈facienda>… 〈f

acio>[な す]の 國 囮 〈faciendus>[な さ れ る べ き[で あ る]]の 圏 圃 国 、

〈eveniant>… 〈evenio>[生 ず る]の 圏 囲[ヨ 國 。 ※ 國 囮 → 〈1>、 「良 い と 悪

い 」 → 「索 引 」。 〈2213>

〈2281>Honsulltfructusnisideductisimpensis.[FrUctUsn6n

sunt,nisiimpenslsdedUctls.](Pα ㍑Z.D.5,3,36,5)「 費 用 が 控 除 さ れ

た 後 で な け れ ば 、 果 実 は 存 在 し な い 。」 〈fructus>… 〈fructus>[果 実]の 履]

国 、 〈impensis>… 〈impensa>[費 用]の 國 圏 、 〈deductis>… 〈deduco>[控

除 す る]の 匠]囹 〈deductus>の 圏 國 團 。 ※ 絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見 え る 。 「名

詞(impensis)フ ラ゚ ス 完 了 分 詞(deductis)」 型 で 、 そ の 意 味 は 、 「～ の の

ち に 」 で あ る 。 囮 團 → 〈22>。 〈990>

〈2282>Nonsuntjudicandaeleges.[Legesn6nsuntjUdicanda

e.]「 法 律(法)は 裁 か れ る べ き で は な い 。」 〈judicandae>… 〈judico>[判

断 す る]の 國 圏 〈judicandus>[判 断 さ れ る べ き[で あ る]]の 國 図 国 。 ※

國 匪ヨ→<1>o〈1957>

〈2283>Nonsuntnegandaclarapropterquaedamobscura.[Cl

aran6nsuntnegandapropterobscUraquaedam.]「 明 白 な[こ と]

は 、 あ る 不 明 瞭 な[こ と]の た め に 否 定 さ れ る べ き で は な い 。」 〈clara>

… 〈clarus>[明 瞭 な]の[園 匝1国(囲) 、 〈neganda>… 〈nego>[否 認 す る]

の 國 囮<negandus>[否 認 さ れ る べ き[で あ る]]の 圏 圃 国 、 〈obscura>

… 〈obscurus>[不 明 瞭 な]の[圓 圃 因](囮) 。 ※ 國 囮 → 〈1>

〈2284>Nontamauctoritatisindisputando,quamrationism

omenta吼uaerendasunt.[M6mentaauct6ritatisn6ntam,quamm

6mentarati6nis,suntquaerendaindisputand6.](Cic.N.D.1,5,10)

「議 論 す る こ と に 於 い て は 、 権 威 の[意 味]よ り も 、 む し ろ 理 の 意 味 が 求 め

ら れ る べ き で あ る 。」 〈momenta>… 〈momentum>[意 味]の 圏 国 、 〈auct

oritatis>… 〈auctoritas>[権 威]の 團 國 、 〈quaerenda>… 〈quaero>[求 め

る]の 國 圏 〈quaerendus>[求 め ら れ る べ き[で あ る]]の 圏 囲 国 、 〈disp

utando>… 〈disputo>[討 議 す る]の 國 囮 〈disputandum>の 團(團)。 ※

「動 名 詞 」 → 〈153>、 國 囮 →<1>。 〈nontam～,quam>は 相 関 語 で あ る 。

〈2284翫s>Nontantumverbisratumllaberipotest,sedetiam
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actu.[Potesthaberiratumn6ntantumverbis,sedetiamactU.]

「追 認 す る こ と は 、 単 に 文 言 に 依 っ て で な く 、 行 為 に 依 っ て さ え も 、 な す こ

と が 出 来 る 。」<ratum>… 〈ratus>[有 効 な]の 團 圃 因](1亘 唾1)。 ※<ratum

habeo>は 、 「有 効 と 認 め る ・ 追 認 す る 」 を 意 味 す る 熟 語 で あ る 。 〈habeo>

は 、 こ の 場 合 、 「扱 う ・ 認 め る 」 と い う 意 味 で あ る 。 〈nontantum～,se

detiam>は 相 関 語 で あ る 。 「 タ テ マ エ(文 言)と ホ ン ネ(行 為)」 → 「索 引 」

〈2285>Hontemerecredere,estnervussapientiae.[Crederen

6ntemereestnerbussapientiae.](5Co.114)「 軽 率 に は 信 じ な い と

い う こ と は 、 賢 明 さ の 力 で あ る 。」 〈credere>… 〈credo>[信 ず る]の 囲 囲 、

〈nervus>… 「力 」、 〈sapientiae>… 〈sapientia>[賢 明 さ]の 團 國 。

〈2286>Honvalebitfelonisgeneratio,necadhaereditatem(he

reditatem)patemamvelmatemam;siautemantefeloniamge

nerationemfecerit,talisgeneratiosucceditinllaereditate(her

editate)patrisvelmatrisaquononfueritfeloniaperpetrata.

[Generati6fel6nisn6nvalebitnecadhaereditatem(hereditatem)

Paternamautmaternam;autem,generati6talissucceditinhaere

ditate(hereditate)patrisvelmatris,aqu6felonian6nfueritperp

etrata,sifeceritgenerati6nemantefeloniam.](3Co.Rep.41)「 重

罪 犯 の 子 孫 は 、 父 方 あ る い は 母 方 の 相 続 に つ い て も 、 権 利 を 持 た な い で あ

ろ う 。 し か し 、 も し 重 罪 犯 が 重 罪[の 実 行]よ り 前 に 子 孫 を 持 っ て い た 場

合 に は 、 こ の よ う な 子 孫 は 、 重 罪 を 犯 し て い な か っ た 、 父 の あ る い は 母 の

相 続 財 産 を 承 継 す る 。」 〈generatio>… 「子 孫 」、 〈felonis>… 〈felo>[重 罪 犯]

の 團[國 、 〈paternam>… 〈paternus>[父 の]の 團 國[瑚 、 〈maternam>… 〈m

aternus>[母 の]の 團 國 因]、 〈succedit>… 〈succedo>[つ い て い く]の 囲

国 團 、 〈patris>… 〈pater>[父]の 團 圓 、 〈matris>… 〈mater>[母]の 團 圓 、

〈perpetrata>… 〈perpetro>[完 了 す る]の 囲 囹 〈perpetratus>の 團 國 国 、

〈generationem>… さ き の 〈generatio>の 團[到 、 〈feloniam>… 〈felonia>[重

罪]の 團 因]。 ※ 〈non>と 〈nec>は 否 定 語 が 二 重 に 登 場 す る か た ち に な っ て

い る が 、 意 味 は 否 定 の ま ま で あ る 。

〈2287>Honvaletconfirmatio,nisiille,唖11icollfirmat,sitin

possessionereiveljurisundefieridebetconfirmatio;eteod

emmodo,nisiillecuiconfirmatioit,sitinpossessione.[C6n

firmati6n6nvalet,nisiille,quic6nfirmat,sitinpossessi6nerei

veljUris,undec6nflrmati6debetfierl;etmod6e6dem,nisiille,

cuic6nflrmati6it,sitinpossessi6ne,](Co,Litt,295b)「 確 認 は 、

確 認 す る あ の 人 が 、 確 認 が な さ れ る 必 要 が あ る 物 あ る い は 権 利 を 占 有 し て

い る 状 態 に あ る の で な い 限 り は 、 有 効 で は な い 。 ま た 、 確 認 の 相 手 方 と な
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る あ の 人 が 占 有 し て い る 状 態 に 在 る の で な い 限 り に お い て も 、 同 様 の 扱 い

と 「な る]。 」 〈confirmatio>… 「確 認 」、 〈confirmat>… 〈confirmo>[確 認

す る]の 囲 国 團 、 〈modo>…<modus>[方 法]の 團 圏 、<it>… 〈eo>[行 く]

の 囲 国 團 。 ※ 〈unde>は 、 関 係 副 詞 で あ る 。 ち な み に 、 あ る 英 訳 で は 〈the

rightofwhich>と い う よ う に 、 前 置 詞 つ き の 関 係 代 名 詞 に 変 換 し て い る 。

ラ テ ン 語 で も 、 「前 置 詞+関 係 代 名 詞 」 が 関 係 副 詞 に お き か え ら れ る こ と が

あ る 。 も っ と も 、 ニ ュ ア ン ス の う え で は 、 〈unde>は 〈exquo>な の で 、 こ

の 〈ex>は 英 語 の 〈of>と は う ま く マ ッ チ し な い が 。

〈2288>Nonvaletdonatio,nisisubsequaturtraditio.[D6nati6

n6nvalet,nisitraditi6subsequatur.](Brac.Fol.39b)「 引 渡 が 続 い

て 生 じ な い 限 り 、 贈 与 は 有 効 で は な い 。」 〈traditio>… 「引 渡 」、 〈subsequ

atur>… 圖 〈subsequor>[つ づ く]の 囲 国 團(図)。

〈2289>Nonvaletexceptioejusdemreicujuspetiturdissolut

io.[Excepti6reiejusdem,cUjusdissolUti6petitur,n6nvalet.](2

Eden.Bro.134)「 解 除 が 請 求 さ れ て い る そ の 同 じ 事 柄 に つ い て の 抗 弁 は 、

効 力 を 持 た な い 。」 〈dissolutio>… 「解 除 」。

〈2290>Nonvaletimpedimentumquoddejurenonsortiture

ffectum.[Impedimentum,quodn6nsortitureffectumdejUre,n6

nvalet.](4Co.Rep.31a)「 法 上 効 果 を 生 じ さ せ な い 障 害 は 、 効 力 を 持 た

な い 。」 〈impedimentum>… 「障 害 」、 〈sortitur>… 圖 〈sortior>[手 に い れ

る]の 囲 国 團(図)。

〈2291>Nonverbis,sedipsisrebus,1egesimponimus.[Imp6ni

muslegesn6nverbis,sedrebusipsis.](C.J.6,43,3)「 私 た ち(朕)

は 、 文 言 に 依 ら ず 、 事 物 そ れ 自 体 に 依 っ て 、 法 律(法)を 定 め る 。」 〈impo

nimus>… 〈imp・n・ 〉[す え る]の 囲 日 國 。 ※ 〈n・n～sed>は 相 関 語 で あ

る 。 「タ テ マ エ(文 言)と ホ ン ネ(事 実)」 → 「索 引 」

〈2292>Nonvidebiturredditares,quaedeteriorfactareddit

ur。[Res,quaefactadeteriorredditur,n6nvidebiturreddita.](σ

Zp.D.13,6,34)「 悪 化 し た 状 態 で 返 還 さ れ る 物 は 、 返 還 さ れ た[も の と は]

見 ら れ な い だ ろ う 。」 〈redditur>… 〈reddo>[返 還 す る]の 図 囲 国 團 、 〈re

ddita>… さ き の 〈reddo>の 囲 囹 〈redditus>の 團 國 国 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文

が 見 え る 。 主 語 の 〈res>は 、 〈videbitur>と 〈(esse)reddita>の 双 方 に か か

る 。 匡1困 → 〈98>。 〈factadeterior>は 、 と も に 単 数 女 性 主 格 の 形 と し て 関

係 代 名 詞 〈quae>に か か っ て い く が 、 し か し 、 訳 出 す る さ い に は 、 切 り は な

し て 処 理 す る の が 自 然 で あ る 。 「分 詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」

〈2293>Honvidenturdata,quaeeotemporequodenturaccip

ientisnonfiunt。[Quaen6nfiuntaccipientistemporee6,qu6de
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ntur,n6nvidenturdata.](Pα ㍑Z.D.50,17,167pr.)「 与 え ら れ る そ の 時

点 で 受 領 す る[人]の も の と 成 ら な い[も の は]、 与 え ら れ た[も の と は]

見 ら れ な い 。」 〈accipientis>…<accipio>[受 領 す る]の 囲 囹<accipiens>

の 團 囲 國(囮)、 〈data>… 〈do>[与 え る]の 囲 囹 〈datus>[与 え ら れ た]

の 圏 囲 国 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞

主 語 は 、 〈videntur>と 〈(esse)data>の 双 方 に か か る 。 国 圏 → 〈98>。 〈qua

e>に よ っ て ひ か れ る 関 係 節 の な か に 、 〈eo>に よ っ て 先 導 さ れ る か た ち の 〈q

uo>に よ っ て ひ か れ る 関 係 節 が ま た 組 み こ ま れ て い る 。 こ の よ う な 二 重 構

造 の 関 係 節 の ほ か に 、 二 つ の 関 係 節 が 併 列 の 位 置 に あ る 場 合 も あ る 。 読 み

誤 ま る と 、 文 意 が そ こ な わ れ る 。 〈accipientis>は 、 「～ の も の と な る 」 と

い う 属 格 の 用 法 で あ る 。 「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈68>・ 〈84>・ 「索 引 」

〈2294>Honvidenturquierrantconsentire.[Qulerrant,n6n

videnturc6nsentire.](σZp.D.50,17,116,2;Broom,Max.177,262;2

Kent.Com.447;6Allen(Mass.)543)「 錯 誤 す る[人 々 は]、 同 意 す る も

の と は 見 ら れ な い 。」 〈errant>… 〈erro>[錯 誤 す る]の 囲 国 國 。 ※ 主 格 不

定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 主 語 は 、 〈videntur>と 〈consentire>の 双

方 に か か る 。 国 困 → 〈98>

〈2295>Nonvidenturremamittere,quibusproprianonfuit.

[Quibusn6nfuitpropria,nonvidenturamittererem.](PαP.D.50,

17,83)「[あ る 物 を]保 有 し た こ と の な い[人 々 は]、[そ の]物 を 失 な う

も の と は 見 ら れ な い 。」 〈propria>…<proprius>[固 有 の]の 團 國 国 、<a

mittere>… 〈amitto>[失 な う]の 囲 團 。 ※ 〈quibus>の 形 は 〈qui>の 複 数 の

与 格 と 奪 格 の 三 つ の 性 の と こ ろ に あ る が 、 こ こ は 、 〈proprius>が 与 格 を と

る の で 、 与 格 形 で あ る 。 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 主 語 は 、〈v

edentur>と 〈amittere>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>

〈2296>Nonvideturconsensumretinuisse,siquisexpraescr

iptominantisaliquidimmutavit.[Quisn6nvideturretinuissec

6nsensum,siquisimmUtavitaliquidexpraescript6minantis.](B

ac.Max.Reg.22;Broom,Max.190,278)「 も し あ る 人 が 強 迫[す る 人]の

指 図 に 基 づ い て あ る こ と を 変 え た 場 合 に は 、 そ の 人 が 同 意 を 確 保 し た も の

と は 見 ら れ な い 。」 〈retinuisse>… 〈retineo>[確 保 す る]の 囲 匠]、 〈immu

tavit>… 〈immuto>[変 え る]の 囲 国 團 、 〈praescriPto>"'〈Praesc「iPtum>

[指 図]の 團 圏 、 〈minantis>… 圖 〈minor>[お ど す]の 囲 囹 〈minans>の 團

囲 圓(匿 唾])。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈quis>は 、 〈videtur>

と 〈retinuisse>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>。 〈quis>は 〈aliquis>の 代 用 で

あ る 。 「代 用 型 と し て の 〈quis>」 → 「索 引 」

〈2296わ1s>Honvideturdeceptusquimelioremvitamelegerit.
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[Quielegeritvitammeli6rem,n6nvideturdeceptus.]「 い っ そ う 良

い 生 活 を 選 ん だ[人 は]、 欺 か れ た[も の]と は 見 ら れ な い 。」 〈elegerit>

… 〈eligO>[選 ぶ]の 國 未 完 了 過 去 国 團 、〈Vitam>… 〈Vita>[人 生]の 團 因]、

〈deceptus>… 〈decipio>[欺 く]の 見 出 し 語 囲 囹 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が

見 え る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、 〈videtur>と 〈(esse)dec

eptus>の 双 方 に か か る 。 国 圏 → 〈98>

〈2296オer>Nonvideturdefectusconditioneis"uiparerecond

icioninonpotest.[Is,quln6npotestparereconditi6nl,n6nvid

eturdefectuscondici6ne.]「 条 件 に 従 う こ と が 出 来 な い 人 は 、 条 件 を 満

た さ な か っ た[も の]と は 見 ら れ な い 。」 〈parere>… 〈pareo>[し た が う]

の 國 困 、 〈defectus>… 「見 す て ら れ た 」。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 〈i

s>は 、 〈videtur>と 隠 れ て い る 〈esse>の 双 方 に か か る 。 国 国 → 〈98>

〈2297>Honvideturfraudareeosquisciuntetconsentiunt.

[Quisciuntetc6nsentiunt,n6nvideturfraudaree6s.](σZp.D.50,

17,145)「[誰 か あ る 人 が 、]知 り そ し て 同 意 す る 人 を 欺 く も の と は 見 ら れ

な い 。」 〈sciunt>… 〈scio>[矢 口 る]の 囲 国 國 、 〈fraudare>… 〈fraudo>[欺

く]の 囲 困 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞 の 先 行

詞 主 語 は 、 〈videtur>と 〈fraudare>の 双 方 に か か る 。 国 團 → 〈98>

〈2297わ1s>Honvideturperfectadonatiomortiscausafacta,a

nte噌uammorsinse噌uatllr.[D6nati6factamortiscausan6nvidet

urperfecta,antequammorsInsequatur.]「 死 が 追 い か け て く る 以 前 に

は 、 死 因 贈 与 が 完 了 し た[も の]と は 見 ら れ な い 。」 〈perfecta>… 〈perfici

o>[完 成 す る]の 囲 囹 〈perfectus>の 團 國 国 、 〈mortis>… 〈mors>[死]の

團 圏 、 〈insequatur>… 圖 〈insequor>[追 い か け る]の 囲 国 團(図)。 ※

主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 〈donatio>は 、 〈videtur>と 隠 れ て い る 〈esse>

の 双 方 に か か る 。 国 国 →<98>。 「後 置 詞 」 → 「索 引 」

〈2298>Nonvideturperfectecujusqueidesse,quodexcasu

auferripotest。[Id,quodpotestauferriexcasU,n6nvideturess

ecUjusqueperfecte.](Gai.D.50,17,139,1)「 事 変 に 依 っ て 取 り さ ら れ

る 可 能 性 の あ る も の は 、 完 全 に は 各 人 の も の で あ る と は 見 ら れ な い 。」 〈au

ferri>… 〈aufero>[奪 う]の 図 囲 匠]。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語

の 〈id>は 、 〈videtur>と 〈esse>の 双 方 に か か る 。 国 團 → 〈98>。 〈esse>と 組

み あ わ さ っ た 〈cujusque>は 、 属 格 形 で 、 「各 人 の も の で あ る 」 と い う 意 味

で あ る 。 → 〈84>、 「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈68>・ 「索 引 」。

〈2299>Honvideturquis噌uamidcapere,噌uodeinecessesit

aliirestituere.[Quisquamn6nvideturcapereid,quodsitneces

seeirestituerealii.](Gαf.D.5047,51)「 誰 か あ る 人 が 他[人]に あ る
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も の を 返 還 す る 必 要 が あ る 場 合 に は 、 前 者 は そ の も の を 取 得 す る も の と は

見 ら れ な い 。」 〈capere>… 〈capio>[と る]の 囲 困 、 〈necesse>… 「必 要 で

あ る 」、 〈restituere>… 〈restituo>[返 還 す る]の 囲 圏 。 ※ 〈necesse>は 不

変 化 詞 で あ る 。 「辞 書 」 の 説 明 に 〈indecl.〉 と あ る の が そ の こ と を 示 す 。 主

格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈quisquam>は 、 〈videtur>と 〈capere>の

双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>。 関 係 代 名 詞 の 〈quod>は 、 〈restituere>の 目 的

語 と な っ て い る 。

〈2300>Honvideturvimfacere,quisuojureutitur.[Qulutit

urjUresu6,n6nvideturfacerevim.](Pα ㍑Z,D.50,17,155,1)「 自 身

の 権 利 を 用 い る[人 は]、 暴 力 を な す も の と は 見 ら れ な い 。」 ※ 主 格 不 定 法

の 構 文 が 見 え る 。隠 れ て い る 主 語 は 、〈videtur>と 〈facere>の 双 方 に か か る 。

国 匠]→<98>。 と こ ろ で 、 「用 い る 一 利 用 に 供 す る 」 と い う 他 動 詞 を 文 脈 上

受 動 相 に し て 用 い る 必 要 が 生 じ て き た と き 、ど う な る だ ろ う か?デ ー ポ ー

ネ ン テ ィ ア 動 詞 の 〈utor>に は 受 動 相 が な い の で 、 ひ と 工 夫 し な け れ ば な ら

な い 。 そ れ で 、 〈usus>[利 用]と い う 名 詞 の 与 格 を 用 い て 、 〈mihiusui

est>[(そ れ は)私 の(に と っ て)利 用 の た め に あ る 一 私 の 利 用 に 供 さ れ て

い る]と い う ま わ り く ど い 言 い ま わ し に な る 。 そ う は 言 っ て も 、 こ れ は 、

な か な か 味 の あ る 言 い ま わ し で 、 ラ テ ン 語 風 の ス タ イ ル と 見 て よ い か も し

れ な い 。 〈1956>。 「権 利 濫 用 」 論 → 「索 引 」

〈2300翫s>Honvidetllrvimnedolumfacere噌uisuojurelltit

ur・[Qulutiturjuresu6,n6nvideturfacerevimnedolum.]「 自 身

の 権 利 を 用 い る[人 は]、 暴 力 も 悪 意 に よ る 行 為 も 、 な さ な い も の と 見 ら れ

る 。」 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 の 主 語

は 、 〈videtur>と 〈facere>の 双 方 に か か る 。 国 匠]→ 〈98>。 「権 利 濫 用 」 論 →

「索 引 」

〈2300オ θr>Honvultheresessequiadaliumtransferrevoluit

hereditatem.[Quivoluittransferrehereditatemadalium,n6nv

ultesseheres.]「 他 人 に 相 続 財 産 を 移 転 す る こ と を 望 ん だ[人 は]、 相 続

人 で あ る こ と を 望 ま な い 。」〈transferre>… 〈transfero>[移 転 す る]の 囲 匠]。

※ 「望 む ・ 望 ま な い 」 → 「索 引 」

〈2301>Honvultprosequi.[N6nvultpr6sequl.]「 そ の 人 は 追 及

す る こ と を 望 ま な い 。」 〈prosequi>… 圖 〈prosequor>[遂 行 す る]の 囲 囲

(図)。 ※ 「望 む ・ 望 ま な い 」 → 「索 引 」

〈2302>Hoscitllr(ex)sociis.[N6scitur(ex)socils.](Broom,Max.

588;1Vent,225;1Bar.644;18C.B.102,893;5M.&G.639,667;1

2Allen(Mass).77;105Mass.433;11Barb.Ch.(N.Y)43,63;20Barb.

Ch.(N.Y)644;3.T.R.97;644,166U.S.1,17,Sup.Ct.495;41L.Ed.897
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;67111.App.665;1Vent.225)「 そ の[人 の 正 体]は[そ の]仲 間 た ち

か ら 知 ら れ る 。」 〈noscitur>… 〈nosco>[知 る]の 図 囲 国 團 、 〈sociis>… 〈s

ocius>[仲 間]の 圏 團 。 ※<quinoncognosciturexse>[彼 自 身[だ け]

か ら で は 認 識 さ れ な い と こ ろ の[人]]と い う 限 定 が 主 語(「 そ の[人]」)

の と こ ろ に く っ つ い て い る 格 言 も あ る が(〈cognoscitur>は 〈cognosco>[知

る]の 図 國 国 團 二Moore,817)、 さ き の 三 語 格 言 は 簡 潔 な の で 、 こ の よ う

な 限 定 ぶ く み の ニ ュ ア ン ス で 用 い ら れ る こ と が 多 い 。 こ の と き 、 関 係 代 名

詞 の 〈qui>は 「～ す る と こ ろ の[も の]」 を 示 す だ け で あ る が 、 こ れ を 接 続

詞 的 に 変 換 し て 、 「か り に ～ す る も の で あ っ て も 」 と い う よ う に 読 み こ む の

が 適 切 で あ る(接 続 法 が 用 い ら れ て い な い こ と を 考 慮 し て も 、そ う で あ る)。

欧 米 近 代 語 で は 、 関 係 代 名 詞 に は あ ま り 深 い ニ ュ ア ン ス は 帯 び さ せ な い よ

う に す る の が な ら わ し で あ る が 、 古 い 言 語 で は 、 こ の よ う な 含 み の あ る 表

現 は よ く 用 い ら れ る 。 現 在 分 詞 に つ い て も 同 じ よ う な こ と が あ て は ま る →

〈55>。

〈2303>Hostrumestjudicaresecundumallegataetprobata.[J

udicaresecundumallegataetprobataestnostrum.](D.148,6,1;

1Dyer,12)「 申 立 て ら れ そ し て 証 明 さ れ た[こ と]に 従 っ て 裁 く の は 、 私

た ち(裁 判 官)の[任 務]で あ る 。」 〈allegata>… 〈allgego>[申 立 て る]

の 囲 囹 〈allegatus>の 圏 匝]因]([調)、 〈probata>… 〈probo>[証 明 す る]

の 匠1囹 〈probatus>の[園 匝]因](囲)。 ※ 不 定 法 が 主 語 に な っ て い る → 〈17

1>。

〈2304>Notoriumnonegetprobatione.[N6t6riumn6negetpro

bati6ne.]「 公 然 の[こ と]は 証 明 を 求 め な い 。」 〈notorium>… 〈notorius>

[公 然 の]の 團 田 国(囮)、 〈eget>… 〈egeo>[要 求 す る]の 囲 国 團 。 ※ 〈e

geo>は 、 こ の 場 合 、 奪 格 を 支 配 す る 。 〈1684>・ 〈1799>

〈2305>Hovaconstitutiofuturisformamimponeredebet,non

praeteritis.[C6nstitUti6novadebetimp6neref6rmamfutUris,n

6npraeteritis.](C,J.1,14,7;Broom,Max.34,37,352;2Co.Inst.292

;T.Jones,108;2Show.16;6M.&W.285;7M.&W.536;2Mas,12

2;10Mass.439;2N,Y.245;7Johns.(N.Y)503)「 新 し い 規 定 は 、 未

来 の[こ と]に 対 し て 形 式 を 設 定 す る べ き で あ っ て 、 過 去 の[こ と]に 対

し て[形 式 を 設 定 す る べ き で は]な い 。」 〈constitutio>… 「規 定 」、 〈nov

a>… 〈novus>[新 し い]の 團 國 国 、 〈imponere>… 〈impono>[課 す る]の

國 困 、 〈futuris>… 〈futurus>[未 来 の]の[園 匝]團(囮)、 〈praeteritis>

… 〈praeteritus>[過 去 の]の[園 田 團(囮)
。 ※ 「未 来 と 過 去 」 → 「索 引 」。

〈413>。 〈1690>

〈2305わ1s>Hovatadebitiobligatiopignusperemitnisiconven
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itutpignusrepetatur。[Obligati6novatadebitiperemitpignus

nisiconvenit,utplgnusrepetatur.]「 質 が 請 求 さ れ る と い う よ う に 合

意 さ れ た の で な け れ ば 、 債 務 の 更 改 さ れ た 債 務 関 係 は 、 質 を 消 滅 さ せ た 。」

〈novata>… 〈novo>[更 改 す る]の 囲 囹 〈novatus>の 團 國 国 、 〈peremit>

… 〈perimo>[消 滅 さ せ る]の 囲 国 團 、 〈pignus>… 〈pignus>[質]の 團 圃

・ 国 、 〈convenit>… 〈convenio>[合 意 す る]の 囲 国 團 、 〈repetatur>'"〈r

epeto>[請 求 す る]の 図 囲 国 團 。

〈2306>Hovationonpraesumitur.[Novati6n6npraesUmitur.](H

alk.Max.104,109;Bart.Max.231)「 更 改 は 推 定 さ れ な い 。」 〈novatio>…

「更 改 」。

〈2307>Hovissimavoluntasservatur.[Voluntasnovissimaserv

atur.](Pα αZ.D,34,4,6,2)「[遺 言 の 取 扱 い に 於 い て は 、]最 終 の 意 思 が 考

慮 さ れ る 。」〈novissima>… 〈novus>[新 し い]の 國 〈novissimus>の 圓 國 国 、

〈servatur>… 〈servo>[考 慮 す る]の 図 囲 国 團 。 〈196>・ 〈2485>・ 〈3513>

〈2308>Hovissimustotusdiescompletusessedebet.[Diest6t

usnovissmusdebetessecompletus,](Pα ㍑Z。D.44,7,6)「 最 後 の 日 全

体 は 満 了 し た 状 態 の も の で あ る べ き で あ る 。」 〈dies>… 「日 」、<novissimu

s>… 〈novus>[新 し い]の 見 出 し 語 國 、 〈completus>… 〈compleo>[満 た

す]の 見 出 し 語 匠1囹 。 〈611>・ 〈612>

〈2309>Hovitasnolltamlltilitateprodest唖11amnovitatepert

urbat.[Novitaspr6destUtilitaten6ntam,quamperturbatnovitat

e.](Jenk.Cent.167)「 新 し さ は 、 利 便 性 に 依 っ て 役 だ つ と い う よ り も 、

む し ろ[そ の]新 し さ[自 体]に 依 っ て 混 乱 を 生 じ さ せ る 。」 〈novitas>…

「新 し さ 」、 〈prodest>… 〈prosum>[役 だ つ]の 囲 国 團 、 〈perturbat>… 〈p

erturbo>[混 乱 さ せ る]の 囲 国 團 、〈novitate>… さ き の 〈novitas>の 團 圏 。

※ 〈nontam～quam>は 相 関 語 で あ る 。

〈2310>Novumjudiciumnondatjusnovum,seddeclaratant

iquum.[JUdiciumnovumn6ndatjUsnovum,seddeclaratantiqu

um.](10Co.Rep.42)「 新 し い 判 決 は 、 新 し い 法 を 与 え る の で は な く て 、

古 い[法]を 明 ら か に す る 。」〈novum>… 〈novus>[新 し い]の 團 囲 国 ・圃 、

〈declarat>… 〈declaro>[明 ら か に す る]の 囲 国 團 、 〈antiquum>… 〈anti

quus>[古 い]の 團 圃 因]。 ※ 〈non～sed>は 相 関 語 で あ る 。 「新 し い と 古

い 」 → 「索 引 」

〈2311>Hovusrex,novalex.[Rexnovus,lexnova.]「 新 し い 国 王

が[登 場 す る と]、 新 し い 法 律(法)が[生 ま れ る]。 」 〈novus>… 「新 し い 」、

〈nova>… さ き の<novus>の 團 國 国 。 ※ 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。

〈2312>HoxacaputsequituL[Noxasequiturcaput.](σZp.D.47,
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1,1♪2:D.47,10,17,7;Holmes,Com.Law,7;Heineccius,Elem.Jur.Civ.

1,4,T,8,§1231)「 加 害 責 任 は 頭 格 に 従 う 。」 〈noxa>… 「加 害 責 任 」、 〈capu

t>… 〈caput>[頭 格]の 團 圃 。 ※ 言 う ま で も な く 、 ロ ー マ 法 は 、 古 代 に 生

ま れ 育 っ た 法 で あ る 。 古 代 ロ ー マ の 人 々 は 、 他 の 古 代 人 と は か な り ち が っ

た 物 の 考 え か た や 行 動 形 式 を と る こ と が 多 い が 、 そ れ が 法 制 に も 反 映 さ れ

て 、 そ こ で は 、 比 較 法 上 い く つ か ユ ニ ー ク な 制 度 も 生 み 出 さ れ て い る 。 そ

の う ち の 一 つ を こ の 格 言 と か ら め て 紹 介 し て み よ う 。 た と え ば 、 筆 者 の 家

で 飼 っ て い る 愛 犬 が 、 他 家 の 犬 を か み 殺 し た と す る 。 殺 さ れ た 犬 の 飼 い 主

が そ の 犬 に 対 し て 特 別 に 深 い 思 い や 愛 情 を 抱 い て い る と き 、筆 者 と し て は 、

い く ら 謝 っ て も 、 高 額 の 賠 償 金(こ れ は 、 心 配 性 の 筆 者 が 頼 り に し て い る

個 人 賠 償 責 任 保 険 で そ れ な り に カ ヴ ァ ー さ れ る は ず で あ る)を お 払 い し て

も 、 飼 い 主 の 方 に 許 し て も ら え な い の が 、 ふ つ う で あ ろ う。 そ れ な ら 、 い

っ そ の こ と 、 筆 者 が 犯 犬(?)で あ る わ が 家 の 愛 犬 を 、 そ の 人 に お 渡 し し

て 、 「こ の 犬 が 不 幸 の 元 凶 な の で す か ら 、 こ の 犬 を 、 そ ち ら 様 の 方 で 、 殺 す

な り 傷 め つ け る な り し て 、 自 由 に 処 置 し て く だ さ い 」 と 申 し で て 、 あ る 部

分 に お い て だ け で あ ろ う が 、 一 件 を ひ と ま ず 落 着 さ せ る 方 向 に む か わ せ る

方 法 も あ る の で は な か ろ う か 。 憎 い 、 他 家 の 愛 犬 を 報 復 的 に 殺 し て 、 そ の

こ と を わ が 家 の 御 犬 様 の 御 墓 前 に 報 告 し て 悲 劇 に 幕 引 き す る 人 物 も あ り え

な い こ と で は な い だ ろ う が 、 ふ っ う の 心 優 し い 日 本 人 な ら 、 無 益 の 殺 生 は

か え っ て 不 幸 を 招 く と し て 、 気 持 だ け を う け と り 、 筆 者 が 差 し だ し た そ の

犬 を わ が 家 に お 返 し に な る か も し れ な い 。 そ う な れ ば 、 両 家 の 壊 れ た 人 間

関 係 は な ん と か 修 復 さ れ る こ と に も な っ て こ よ う 。と こ ろ で 、ロ ー マ 人 は 、

す で に 最 古 の 法 で あ る 一 二 表 法 の 段 階 で 、 四 足 獣(家 畜)が ひ き お こ し て

し ま っ た 損 害 に つ い て 、 こ の よ う な 論 理 を 駆 使 し て 、 ト ラ ブ ル を な ん と か

円 満 に 解 決 す る 策 を 考 え だ し て い る 。 損 害 を 生 じ さ せ た 四 足 獣 な ど 頂 い て

も 大 し て 意 味 は な い が(も っ と も 、 牛 は 、 数 が 少 な く 、 き わ め て 貴 重 で あ

り 、 馬 は こ れ に つ ぐ け れ ど も 、 ど こ に で も い る 羊 は 大 し た 価 値 の も の で は

な か っ た)、 「も と も と 温 和 な 性 質 を も っ て い る そ の 動 物 に と り つ い て い る

デ ー モ ン(悪 魔)が 悪 さ を し た の で 、 そ れ を や っ つ け て し ま わ な け れ ば 、

ま た よ く な い こ と が 起 る 」 と い う原 始 的 な 想 念 も こ の よ う な 処 置 に 影 響 を

お よ ぼ し て い る の か も し れ な い 。 ま た 、 そ こ に は 、 四 足 獣 を 保 有 し て い る

人 物 に 対 し て 責 任 を 問 う 、 と い う こ と を こ え て 、 四 足 獣 そ れ 自 体 へ の 復 讐

・報 復 を は た す 、 と い っ た 、 原 始 的 で 即 物 的 な 観 念 も ま つ わ り つ い て い よ

う 。

さ て 、 こ の よ う な 経 過 か ら い く ら か 一 般 的 な ポ イ ン ト を 引 き だ す と す れ

ば 、 つ ぎ の よ う に な っ て く る 。 お よ そ 責 任 を 負 わ さ れ る と い う と き 、 具 体

的 に 賠 償 を さ せ ら れ る 側 に し て み れ ば 、 一 定 の 限 度 が 設 け ら れ て い る と 、
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助 か る 。 被 害 と い う も の は 、 因 果 関 係 の 連 鎖 の な か に ま き こ ま れ る と 、 「風

が 吹 け ば 桶 屋 が 儲 か る 」 式 に 、 と め ど な く 拡 が り 、 ど こ ま で 考 慮 し て よ い

か わ か ら な く な っ て し ま う か ら で あ る 。 現 代 の 資 本 主 義 的 な 経 済 ・社 会 構

造 を 反 映 し た 現 行 法 シ ス テ ム で は 、無 限 責 任 が 一 応 の 原 則 と な っ て い る が 、

例 外 と し て 、 有 限 責 任 を ひ き う け る こ と で 勘 弁 し て も ら え る ケ ー ス も そ れ

な り に 認 め ら れ て い る 。 こ の よ う に 考 え る と 、 歴 史 上 第 一 級 の リ ア リ ス ト

で あ っ た ロ ー マ 人 は 、 早 く か ら 、 責 任 を 一 定 の 枠 内 に と ど め 、 後 腐 れ を な

く す こ と の メ リ ッ ト を 経 験 上 知 っ て い た 、 と 言 え る か も し れ な い 。 実 の と

こ ろ 、 四 足 獣 の 加 え た 損 害 の 場 合 な ど 、 現 実 に は 大 し て 問 題 に は な ら な い

で あ ろ う が 、 驚 く べ き こ と に 、 人 間 の 行 為=所 業 に つ い て も 同 じ よ う な 処

置 が と ら れ る こ と に な る の で 、 こ の 点 が と く に 注 目 さ れ る わ け で あ る 。 そ

れ に つ い て も 見 て み よ う 。 「加 害 訴 権(actionoxalis)」 と い う の は 、 被 害

者 側 が 、 訴 え の 方 法 で 、 加 害 者 側 に 、 あ る 加 害 行 為 に つ い て 相 手 方 に 責 任

を と っ て く れ る よ う 求 め て い く 制 度 で あ る が 、 ロ ー マ で は 、 家 長 が こ の 責

任 を 一 身 に ひ き う け る こ と に な っ て い た 。 そ れ は 、 彼 だ け が 完 全 な 行 為 能

力 を 保 有 す る 法 的 主 体 で 、 家 子(い く ら 年 長 者 で も 、 家 長 権 か ら 離 脱 で き

な い か ぎ り 、 一 生 の あ い だ 家 子 の 地 位 に と ど め お か れ る)や 、 奴 隷 は 、 法

的 な 舞 台 の 主 役 と な る こ と は ほ と ん ど で き な い か ら で あ る 。 こ れ は 、 ロ ー

マ 独 特 の 家 構 造 の 一 つ の 帰 結 で あ る が 、 問 題 は 、 家 長 本 人 で は な く て 、 そ

の 家 長 権 の も と に く み い れ ら れ て い る 家 子 や 奴 隷 が 家 の 外 で 不 法 な 行 為 を

行 な っ て 、 償 金 一 罰 金(こ れ は 現 代 の 損 害 賠 償 金 と は 少 し ち が う が)の 支

払 い を よ ぎ な く さ れ る よ う な 法 的 状 況 を 生 み 出 し て し ま っ た と き に 生 ず る 。

家 長 は 、 い ず れ に し て も 、 自 身 の 輩 下 で あ る そ の 者 の 行 為 に き ち ん と 償 い

を し て い か な け れ ば な ら な い が 、 そ の さ い 、 家 長 は 二 つ の 選 択 肢 を も つ 。

一 つ は
、 事 件 を お こ し た そ の 者 を 被 害 者 側 に さ っ さ と 委 付 し て し ま う 方 法

で あ り 、 歴 史 的 に は こ ち ら の 方 が 原 型 で あ っ た か も し れ な い 。 被 害 者 側 は

こ の 者 に 対 し て 存 分 に 復 讐 を 実 行 し た こ と で あ ろ う 。 自 由 人 市 民 で あ る ロ

ー マ 人 も 、 他 家 に 委 付 さ れ て し ま え ば 、 ひ ど い 待 遇 を う け る こ と に な る 。

と き に は 、 死 の 運 命 が 、 重 大 な 不 法 行 為 を 犯 し た 者 を ま ち う け て い る か も

し れ な い 。 し か し 、 そ の よ う な 措 置 は 、 法 的 に は 十 分 許 さ れ て い て も 、 人

道 的 に 見 て 望 ま し く な い 、 と 考 え ら れ る の が つ ね で(そ れ に 、 あ ま り に ひ

ど い 仕 打 ち を す る と 、 ロ ー マ 独 特 の 道 徳 的 非 難 が 社 会 か ら 浴 び せ ら れ 、 そ

う い う こ と を や ら か し た 家 長 が 社 会 的 名 声 を 一 挙 に 失 な っ て し ま う こ と も

な い わ け で は な い)、 そ こ か ら 、 身 柄 は と に か く 預 か る が 、 そ の 人 を 奴 隷 類

似 の 境 遇 に お き 、 償 金 の 額 の 分 だ け こ き つ か っ て 、 行 為 者 本 人 や そ の 家 長

に 対 し て 復 讐 を は た し 、 同 時 に 経 済 的 利 益 も え る 、 と い う や り か た が 、 い

っ そ う進 ん だ も の と し て 生 じ て く る 。 し か し 、 家 長 に し て み れ ば 、 そ の 委
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付 に よ っ て ト ラ ブ ル の 種 を ひ と ま ず た ち き っ て し ま え る の で 、こ う い っ た 、

有 限 責 任 し か と ら な い 、 と い う 問 題 解 決 の し か た に は 、 大 き な メ リ ッ ト が

あ っ た 。 そ れ か ら 、 も う 一 つ の 選 択 肢 は 、 家 長 が 、 そ の よ う な 不 法 行 為 を

自 ら が 行 な っ た か の よ う に し て 、 償 金 を 支 払 う ケ ー ス で あ る 。 実 際 に は こ

ち ら の 方 が 重 い 責 任 を 課 せ ら れ る こ と に な る よ う に 思 わ れ る 。 こ れ は 、 無

限 責 任 で 、 家 長 の 全 財 産 で も っ て 対 応 し な け れ ば な ら な い 。 現 実 問 題 と し

て は 、 家 子 の 不 法 行 為 の ケ ー ス な ら 、 子 へ の 愛 情 か ら 、 家 長 は 責 任 を も つ

が 、 奴 隷 が 重 大 な 損 害 を 与 え た 場 合 な ら 、 ま ず ま ち が い な く 、 こ の 者 を 被

害 者 側 に 委 付 し て し ま う こ と に な っ て こ よ う 。 い ず れ の 場 合 に お い て も 、

家 子 や 奴 隷 が 働 い て 償 金 額 を 返 せ ば も と の 地 位 に も ど る こ と が で き る の で 、

そ れ な り に 合 理 的 な バ ッ ク ア ッ プ の 仕 組 み も ち ゃ ん と 設 け ら れ て い る 。 さ

す が に 、 後 代 に な る と 、 婦 女 、 男 子 の 順 で 、 し だ い に 、 加 害 者 委 付 の よ う

な 、 い わ ば ひ ど い 処 理 は そ の 人 に つ い て 法 上 認 め ら れ な く な り 、 奴 隷 と 四

足 獣 の ケ ー ス だ け が そ の 対 象 と し て 残 っ た 。 こ れ は 法 の 進 化 と も 言 え る も

の で 、 ま ず は 妥 当 な 結 果 に い た っ た わ け で あ る 。

な お 、 こ の 制 度 に か ん し て 、 「加 害 責 任 は 頭 格(加 害 者 ・加 害 物)に し た

が う 。」 と い う 、 有 名 な 上 記 の 格 言 的 命 題 が あ る 。 加 害 訴 権 は 、 加 害 者(加

害 物)を 家 長 権 ・所 有 権 な ど の 権 力 の も と に 現 に 保 有 し て い る 人(譲 渡 を

う け た 人 も こ れ に 含 ま れ る)を 相 手 方 と し て し か 提 起 で き ず 、 加 害 者 が 家

長 権 か ら 離 脱 し て 自 権 者(独 立 人 一 家 長)と な っ た と き に は 、 そ の 人 が 自

ら 責 任 を 負 う こ と に な り 、 そ し て 、 加 害 者(加 害 物)が 死 ん で し ま っ た と

き に は 責 任 は 消 滅 す る 。 い ず れ に し て も 、 加 害 者(加 害 物)本 体 と 責 任 が

結 び つ い て い る わ け で あ る 。

以 上 は 、 い わ ば 実 体 法 上 の 話 で あ る が 、 ロ ー マ で は 、 か な り の 場 合 、 ト

ラ ブ ル の 最 終 的 解 決 は 訴 訟 の 場 に も ち こ ま れ る の で 、 訴 訟 に お け る 経 過 を

あ わ せ て 検 討 し て お か な け れ ば な ら な い 。 訴 訟 で は ど う な っ て い た か 、 と

言 う と 、 ロ ー マ 法 史 の 前 中 期 に あ た る 共 和 政 盛 期 の 裁 判 制 度 の も と で は 、

つ ぎ の よ う な 「方 式 書(formula)」 を 用 い て 訴 訟 が 実 行 さ れ る 。つ い で に 、

ロ ー マ の 有 力 な 民 事 訴 訟 の 具 体 像 の 一 端 を こ こ で 紹 介 し て み る こ と に し た

い 。 実 の と こ ろ 、 こ の 方 式 書 と い う 装 置 も き わ め て ユ ニ ー ク な ロ ー マ 法 の

産 物 な の で あ る 。

「も し 、 ア ウ ル ス ・ア ゲ リ ウ ス(AulusAgerius:こ れ は 、 原 告 の 一 般 名

で 、 日 本 で な ら 、 「原 告 某 」 と か 称 す る と こ ろ で あ る が 、 「ア ゲ リ ウ ス 」 と

い う 言 葉 に は 、「訴 え る 」と い う ニ ュ ア ン ス も 語 源 的 に 含 ま れ て い る 関 係 上 、

そ れ な り に 意 味 も あ っ て 、 こ の 名 称 は 「文 句 つ け 太 郎 」 と い う く ら い の 日

本 語 に あ た る)に 対 し て 、 ヌ メ リ ウ ス ・ネ ギ デ ィ ウ ス(NumeriusNegidi

us:こ れ は 、被 告 の 一 般 名 で 、 さ し ず め 「鷲 羽 知 ら ん 蔵 」 く ら い に あ た る)
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の 奴 隷 ス テ ィ ク ス に よ っ て 窃 盗 が な さ れ た こ と が 明 ら か で あ り 、 …… そ の

こ と の た め に 、 ヌ メ リ ウ ス ・ネ ギ デ ィ ウ ス が 、 あ る い は 、[現 実 の]盗 人 の

よ う に し て 損 害 に つ い て 和 解 す る こ と を 要 す る か 、 あ る い は 、 ス テ ィ ク ス

を 加 害 物 と し て 委 付 す る こ と を 要 す る か の 場 合 に は 、 審 判 人 よ 、[窃 盗 が]

行 な わ れ た だ け の 額 の 二 倍 額 を 与 え る か 、 あ る い は[ス テ ィ ク ス を]加 害

物 と し て 委 付 す る こ と を 、 ヌ メ リ ウ ス ・ネ ギ デ ィ ウ ス が ア ウ ル ス ・ア ゲ リ

ウ ス に 行 な う よ う 責 が あ る も の と 判 決 せ よ 。 も し 明 ら か で な い 場 合 に は 、

免 訴 せ よ 。」こ れ に つ い て は ど う し て も 説 明 が 必 要 で あ る 。① こ の 方 式 書 は 、

現 行 窃 盗 で は な い タ イ プ の 窃 盗 に 対 し て 民 事 訴 訟(ロ ー マ 法 で は 、 刑 事 訴

訟 の 方 は 、 窃 盗 ク ラ ス の 行 為 に 対 し て は 提 起 で き な い)を 提 起 す る さ い に

用 い ら れ る も の で あ る 。 ち な み に 、 常 助 お よ び 教 唆 は 主 た る 犯 行 と 同 視 さ

れ る 扱 い と な っ て い る 。 ② 法 律(一 二 表 法)の 規 定 に よ り 、 奪 わ れ た 財 産

価 値 の 二 倍 額 を 償 金 と し て 被 害 者 に 支 払 え ば 、 い わ ば 和 解 が 成 立 し た よ う

に 扱 わ れ て 、 加 害 者 は 解 放 し て も ら え る 。 ③ こ の 方 式 書 と い う も の は 、 ロ

ー マ 法 学 者 が 考 案 し た 技 術 の な か で も っ と も 価 値 あ る 産 物 で あ る 。こ れ は 、

言 っ て み れ ば 、 訴 訟 プ ロ グ ラ ム の よ う な も の で 、 現 代 の 日 本 の 裁 判 官 に あ

た る 審 判 人(一 人 で 、 ま っ た く の 私 人)に 、 訴 訟 の 対 象 お よ び 内 容 を 告 知

す る も の と な っ て い る 。 審 判 人 は 、 裁 判 を 掌 理 す る 一 人 の 法 務 官 か ら 、 こ

の プ ロ グ ラ ム に し た が っ て 審 理 を 進 め る よ う に 依 頼 さ れ る 。 そ の た め に 、

審 判 人 の 職 務 は 立 派 に 公 的 な 裁 判 を 遂 行 す る こ と で あ っ て 、 た ん な る 私 的

仲 裁 で は な い 。④ こ の 方 式 書 は 、原 告 の 方 か ら 提 起 さ れ た 訴 訟 上 の 請 求 と 、

と き に は 、 そ れ と も 関 連 し て 被 告 側 か ら 申 立 て ら れ る 抗 弁 を 、 法 務 官 の 承

認 の も と に と り い れ て 、 で き あ が る 。 し た が っ て 、 こ れ は 訴 訟 の 大 前 提 で

あ っ て 、 こ こ に 書 き こ ま れ て い な い 事 柄 は 、 後 に な っ て 審 判 人 の 前 に 申 立

て て も 、 原 則 と し て 役 だ た な い 。 つ ま り 、 こ れ は 立 派 な 、 事 前 型 の 公 文 書

な の で あ る 。 ⑤ ロ ー マ の 民 事 訴 訟 は 、 歴 史 的 に 見 た 場 合 、 法 律 訴 訟 手 続 、

方 式 書 訴 訟 手 続 、 特 別 審 理 手 続 の 三 つ に 分 か れ る が 、 こ の う ち 、 第 一 と 第

二 の タ イ プ に お い て は 、 裁 判 手 続 は 「二 分 割 」 制 と な っ て い た(な ぜ そ の

よ う に な っ て い る か を 完 全 に 説 明 す る こ と は む ず か し い)。 ま ず 、第 一 段 の

手 続 法 廷 手 続 に お い て 、 原 告 は 、 法 務 官 の も と に 出 頭 し て 訴 え を お

こ す が 、 こ こ で は 、 事 実 問 題(原 告 の 申 立 事 項 が 事 実 で あ る か ど う か)に

つ い て は ノ ー ・ タ ッ チ で 、 も し 申 し 立 て た こ と が 事 実 と し た 場 合 、 そ れ が

法 的 な 保 護 に 値 す る か 換 言 す れ ば 、 原 告 に 訴 権 が あ る か に つ い て の

み 、法 務 官 が 審 理 す る 。そ し て 、原 告 の 主 張 が 訴 権 に な じ む も の で あ っ て 、

し か も 、 被 告 が 応 訴 す る 姿 勢 を 示 す と 、 両 当 事 者 の 主 張 を 考 慮 し て 、 法 務

官 の リ ー ド の も と に 、 訴 訟 の 枠 組 み が 具 体 的 に つ く ら れ る 。 こ れ で 、 第 一

段 の 手 続 は 完 了 し 、 法 務 官 は 、 方 式 書 に 具 体 化 さ れ て い る 訴 訟 の 枠 組 み を
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セ ッ ト す る だ け で 、 表 舞 台 か ら 消 え る(こ れ は 、 現 代 の 裁 判 制 度 に あ て は

め て み る と 、不 思 議 な 現 象 と う け と め ら れ る は ず で あ る)。 つ づ く 第 二 段 の

手 続 審 判 人 手 続 に お い て は 、 公 け に 任 命 さ れ た 審 判 人 が 、 方 式 書 だ

け を た よ り に し て 、 し か も 、 そ の 制 約 の も と で 、 事 実 審 理 を 行 な い 、 判 決

を 下 す 、 と い う わ け で あ る(こ の 判 決 が そ れ 自 体 と し て は 執 行 力 を 付 与 さ

れ て い な い の は 、 ロ ー マ 法 の 特 色 の 一 つ に 数 え て よ い か も し れ な い)。 そ の

意 味 で 、 方 式 書 と い う の は 、 リ レ ー 競 技 に お け る バ ト ン の よ う な も の と 言

え よ う か 。 ⑥ そ の 第 二 の タ イ プ の 方 式 書 訴 訟 手 続 と い う の は 、 方 式 書 の 利

用 が 一 大 特 徴 と な っ て い る 手 続 で あ る が 、 第 一 の タ イ プ の 法 律 訴 訟 手 続 で

は 、一 定 の 動 作 と と も に 口 頭 で 訴 え が 言 明 さ れ る こ と が 必 須 と な っ て お り 、

そ の 手 続 に 少 し で も ミ ス が あ る と 、 原 告 は 敗 訴 し 、 し か も 一 事 不 再 理 の ル

ー ル が 適 用 さ れ る 関 係 上 、 や り 直 し が き か な い の で 、 こ の 訴 訟 の や り か た

は 、 訴 え る 側 に 大 き な プ レ ッ シ ャ ー を か け て い た 。 し か し 、 口 頭 の 発 言 に

か え て 方 式 書 と い う 書 式 を 用 い る な ら 、 修 正 も 多 少 は き き 、 し か も 訴 え の

対 象 が 明 確 に な っ て く る 。 そ れ 以 上 に 、 本 質 的 な メ リ ッ ト と し て 、 こ の 方

式 書 に 少 し ず つ 手 を 加 え て い け ば 、 法 規 の 予 定 し て い る 枠 を 事 例 に 即 し て

修 正 し て い け る 点 が あ る 。 い わ ば 判 例 法 が 制 定 法 ・成 文 法 を 変 え て い く よ

う に で あ る 。⑦ と こ ろ で 、一 般 の 人 が ど の よ う に し て 方 式 書 に 親 し む の か 、

と 言 え ば 、そ れ は 、こ の 方 式 書 の サ ン プ ル が つ ね に 公 け に 掲 示 さ れ て い て 、

人 の 助 け を か り れ ば 、 そ れ を 誰 で も 読 め る 状 態 に な っ て い る こ と に よ る 。

方 式 書 は 、 毎 年 、 法 務 官 が 職 務 に つ く さ い 、 必 要 に 応 じ て 手 直 し を し て い

く の で 、 い つ も ホ ッ ト で 生 き 生 き と し た 、 リ ア ル な 法 規 範 が 具 体 的 に 人 々

の 目 で 確 か め ら れ る わ け で あ る 。 し か も 、 一 つ の タ イ プ の 訴 訟 に つ い て 一

っ ず っ 方 式 書 が 用 意 さ れ て い る の で 、 そ れ ぞ れ の 時 点 で ど の よ う な 状 況 が

法 の 保 護 を う け ら れ る か つ ま り 、ど の よ う な 事 件 が 訴 訟 に も ち こ め る も

の で あ る か を は っ き り と 認 識 す る こ と が 、 誰 に で も で き る 。 な お 、 そ こ

に ぴ っ た り と は マ ッ チ し な い 事 件 だ か ら と い っ て 、 法 的 救 済 を あ き ら め る

必 要 は な い 。と に か く 、法 務 官 の と こ ろ に 事 案 を も ち こ ん で 粘 っ て み れ ば 、

ひ ょ っ と し て 、 法 務 官 は 、 お か か え の 法 学 者 の ア ド ヴ ァ イ ス に し た が い 、

法 務 官 自 身 の 職 務 権 限(命 令 権)だ け に も と つ い て(つ ま り 、 法 規 に よ り

か か ら な い で)、 そ の 事 件 に フ ィ ッ ト し た 方 式 を わ ざ わ ざ こ し ら え て 、法 的

救 済 を し て く れ る か も し れ な い(も ち ろ ん 、 事 実 関 係 が 救 済 を 求 め る 人 の

言 う と お り で あ る こ と が 立 証 さ れ た と き の 話 で あ る が)。 こ の よ う に 、方 式

書 と い う の は 、 硬 く て し か も 柔 ら か い と こ ろ も あ る 便 利 な 法 規 範 の 具 象 的

な 姿 な の で あ り 、 ロ ー マ 法 が 時 代 の 要 求 を 読 み と り な が ら 変 容 を と げ て い

く さ い の 手 が か り と な っ た 。 ⑧ 審 判 人 は 、 第 二 段 の 審 判 人 手 続 に お い て 、

ス テ ィ ク ス と い う奴 隷 に よ っ て 窃 盗(非 現 行 窃 盗)が 行 な わ れ た か ど う か
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を 証 拠 調 を 通 じ て 確 認 ・確 定 す る 作 業 に と り か か る 。 つ ま り 、 法 務 官 が ノ

ー ・ タ ッ チ に し て お い た 事 実 認 定 一 事 実 問 題 に つ い て こ こ で 判 断 を 下 す の

で あ る 。 方 式 書 中 に 「明 ら か で あ り 」 と あ る の は 、 「窃 盗 の 事 実 を 確 認 し た

と き 」 と い う 意 味 と 理 解 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 「あ る い は …… 和 解 す

る こ と を 要 す る か 、あ る い は …… 委 付 す る こ と を 要 す る 」と い う く だ り は 、

法 的 な 根 拠(つ ま り 、 市 民 法 上 の ル ー ル)を 指 示 し て い る と 思 わ れ 、 も し

こ の 点 に 疑 義 が 生 ず る よ う な ら 、 重 大 な 法 律 問 題 が 発 生 し て く る が 、 し か

し 、 法 務 官 が 方 式 書 の 承 認 を す る さ い こ の 法 的 根 拠 の 正 当 性 に つ い て は と

く に ク レ ー ム を つ け て い な か っ た 以 上 、 さ き の 窃 盗 と い う 事 実 が 認 定 さ れ

れ ば 、 こ の 法 的 根 拠 に よ っ て 、 盗 品 額 の 二 倍 の 現 金 の 支 払 い か 、 加 害 者 の

委 付 か が 自 動 的 に 命 じ ら れ る こ と に な る だ ろ う。 一 般 的 に 、 こ の 種 の 窃 盗

事 件 で は 、 窃 盗 の 事 実 そ れ 自 体 が 争 わ れ る こ と は あ っ て も 、 そ の 法 的 制 裁

の あ り か た の 是 非 に つ い て ま で 争 わ れ る こ と は 少 な い よ う に 思 わ れ る 。 私

人 審 判 人 は 、 あ く ま で も 私 人 で(も ち ろ ん 、 誰 で も よ い と い う わ け で は な

く 、 教 養 の あ る 上 流 の 人 士 で あ る が し か し 、 法 学 者 は 審 判 人 に は な ら な

い の が 通 例 で あ っ た よ う で あ る)、 根 本 的 な 法 律 問 題 に つ い て 現 場 で 判 断 を

下 し な が ら 具 体 的 に 行 動 す る こ と ま で は 要 請 さ れ て い な か っ た よ う に 思 わ

れ る 。 一 応 の と こ ろ 、 法 律 問 題 は 、 法 務 官 の 司 る 法 廷 手 続 に お い て 、 事 実

上 ほ ぼ 決 着 し て い る 、 と 見 た 方 が よ い の で は な い だ ろ う か 。

〈2313>Nlldapactioobligationemllonparit,sedparitexcept

ionem.[Pacti6nUdan6nparitobligati6nem,sedparitexcepti6ne

m.](σZp.D.244,7,4)「 裸 の 合 意 は 、債 務 関 係 は 生 み だ さ な い が 、 し か し 、

抗 弁 を 生 み だ す 。」 〈nuda>… 〈nudus>[裸 の]の 團 國 国 、 〈parit>… 〈pari

o>[生 む]の 囲 国 團 。 ※ 〈non～ 、sed>は 相 関 語 で あ る 。

〈2314>Hlldaratioetlludapactiono111igantali唖uemdebitor

em。[Rati6nUdaetpacti6nUdan6nligantdebit6remaliquem.](F

leta.Lib.2,C.60,§25)「 裸 の 理 由 お よ び 裸 の 合 意 は 、 い か な る 債 務 者 も 義

務 づ け な い 。」 〈nuda>… 〈nudus>[裸 の]の 團[図 国 、 〈pactio>… 「合 意 」、

〈ligant>… 〈ligo>[結 ぶ]の 囲 国 圏 。

〈2314わfs>Hudarationonfacitaliquemdebitorem.[Rati6nUd

an6nfacitaliquemdebit6rem.]「 単 な る 計 算 は あ る 人 を 債 務 者 と は し

な い 。」 〈nuda>… 〈nudus>[裸 の]の 團 國 国 。 ※ 〈aliquem>と 〈debitorem>

は 切 り は な し て 読 ま な け れ ば な ら な い 。 「言 葉 の 切 り わ け 」 → 「索 引 」

〈2315>Hudiconsensusobligatiocontrarioconsensudissolvit

ur.[Obligati6c6nsensUsnUdldissolviturc6nsensUcontrari6.](σ

Z.ρ.D,5047,35)「 裸 の 合 意 に 依 る 債 務 関 係 は 、 反 対 の 合 意 に 依 っ て 解 消 さ

れ る 。」 〈nudi>… 〈nudus>[裸 の]の 團 囲 圏 、 〈dissolvitur>… 〈dissolvo>
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[解 く]の 図 囲 国 團 、 〈contrario>… 〈contrarius>[反 対 の]の 團 囲 團 。

〈2316>Nudumpactumestubinullasubestcausapraeterco

nventionem,sedu1⊃isubestcausa,fitobligatioetparitaction

em。[PactumestnUdum,ubicausanUllasubestpraeterconventi

6nem,sedobligati6fitetparitacti6nem,ubicausasubest.](σZ

μD.2,14,7,4;Plowd.309;Sharsw.Bl.Com.44;Broom.Max.745;1P

ow.Contr,330;3Burr.1670;Vim,Abr.NudumPactum(A))「 約 束 以 外

に な ん ら の 原 因 も 存 在 し て い な い と き に は 、 合 意 は 裸 の も の で あ る 。 し か

し 、 な ん ら か の 原 因 が 存 在 し て い る と き に は 、 債 務 関 係 が 生 じ 、 そ し て 、

そ れ は 訴 権 を 生 む 。」 〈nudum>… 〈nudus>[裸 の]の 團 田 国 、 〈parit>… 〈p

ario>[生 む]の 國 国 團 、 〈subest>… 〈subsum>[下1こ あ る]の 囲 国 團 。

〈2317>Hudumpactumexquononorituractio.[pactum,exq

u6acti6n6n6ritur,nUdum.](C.J,2β40;C,J.5444;Broom,Max.

676;Bart,Max.231)「 訴 権 を 生 じ さ せ な い 合 意 は 、 裸 の も の[で あ る]。 」

〈oritur>… 圖 〈orior>[生 ず る]の 囲 国 團(図)、 〈nudum>… 〈nudus>[裸

の]の 團 囲 国 。 ※ 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。

〈2318>Nudumpactumnonparitobligationem.[PactumnUdu

mn6nparitobligati6nem.](σZp,D,2,14,7,4)「 裸 の 合 意 は 債 務 関 係 を

生 み だ さ な い 。」 〈nudum>… 〈nudus>[裸 の]の 團[ヨ 国 、 〈parit>… 〈pari

o>[生 む]の 囲 国 團 。

〈2319>Nullacuriaquaerecordumnonhabetpotestimponer

efinem,nequealiquemmandarecarceri;quiaistaspectantta

ntummodoadcuriasderecordo.[CUrianUlla,quaen6nhabetr

ecordum,potestimp6nerefinem,nequemandarealiquemcarceri;

quiaistaspectantadcuriasderecord6tantummod6.](8Co.Rep.

60)「 記 録 を 持 た な い い か な る 裁 判 所 も 、 罰 金 を 課 す こ と も 、 ま た 、 あ る

人 を 牢 獄 に[入 れ る こ と を]命 ず る こ と も 出 来 な い 。 そ れ は 、 そ れ ら の こ

と が 記 録 に 関 す る 裁 判 所 に の み に 関 係 す る か ら で あ る 。」 〈curia>… 「裁 判

所 」、 〈recordum>… 〈recordum>[記 録]の 團 因]、 〈imponere>… 〈impono>

[お く]の 囲 困 、 〈finem>… 〈finis>[罰 金]の 團 因]、 〈mandare>… 〈mand

o>[委 ね る]の 囲 困 、 〈carceri>…<carcer>[牢 獄]の 團 團 、 〈spectant>

… 〈specto>[見 る]の 囲 国 國
、 〈curias>… さ き の 〈curia>の 圏 圃 、 〈recor

do>… さ き の 〈recordum>の 團 團 。 ※ 〈nulla>・ 〈nullus>・ 〈nullum>・ 〈nu

lli>な ど の 〈nullus>[誰 も ～ な い]の 全 変 化 形 一 覧 は 、 『新 ラ テ ン 文 法 』 §5

49に て い ね い に 示 さ れ て い る 。

〈2320>Hullaemptiosinepretioessepotest.[Empti6nUllapo

testessesinepreti6.](1,J.3,3,23,1;Brown.v.Bellows,4Pic.(Mass.)
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189)「 代 価 な し に は 、 な ん ら の 購 入 も 存 在 す る こ と は 出 来 な い 。」 〈pretio>

… 〈pretium>[代 価]の 團 圏 。 ※ 〈nullum(nulla)～sine>の 構 文 に つ い

て は 、 〈2337>・ 〈2344>・<2350>・ 〈2351>・<3422>.〈3427>を 参 照 。

〈2320わfs>Nullaestconditioquaeinpraeteritumconferturv

elquaeinpraesens。[Conditi6,quaec6nferturinpraeteritumve

lquaeinpraesens,estnUlla,]「 過 去 あ る い は 現 在 へ 関 係 づ け ら れ る 条

件 は 、な ん ら 存 在 し な い 。」〈confertur>… 〈confero>[は こ ぶ]の 図 囲 国 團 、

〈praeteritum>…<praeteritum>[過 去]の 團 因]、 〈praesens>… 〈Praesen

s>[現 在]の 團 因]。

〈2321>Nullaestexcusatiopeccati,siamicicausapeccaveri

s.[ExcUsati6nUllapeccatlest,sipeccaverisamlclcausa.](Cic.

Am.11,37)「 も し 君 が 友 人 の た め に 悪 事 を 犯 し た と し て も 、 悪 事 に つ い て

は な ん ら の 言 訳 け も 存 在 し な い 。」 〈excusatio>… 「弁 明 の 理 由 」、 〈peccat

i>… 〈peccatum>[悪 事]の 團 圏 、 〈peccaveris>… 〈pecco>[悪 事 を 犯 す]

の[図 匠1匡]團 、 〈amici>… 〈amicus>[友 人]の 團[圃 。 ※ 「後 置 詞 」 → 「索

引 」

〈2322>Hullaestmajorprobatio,quamevidentiarei.[Probati

6nUllaestmajor,quamevidentiarei.]「 事 物 の 明 白 さ よ り 以 上 の 証

明 は 、 な ん ら 存 在 し な い 。」 〈evidentia>… 「明 白 さ 」。 ※ 〈major～quam>

は 比 較 の 構 文 で あ る 。

〈2322わfs>Hullaestvenditioquotiesinmateriaerratur。[Vendi

ti6estnUlla,quotieserraturinmateria.]「 対 象 に 於 い て 錯 誤 が 生 じ

て い る た び ご と に 、 売 却 は 無 効 で あ る 。」 〈materia>… 〈materia>[素 材]

の 團 圏 。

〈2323>Hullafidesregnisociis,omnisquepotestasimpatiens

collsortiserit.[FidesnUllasocilsregnl(que)potestasomniser

itimpatiensc6nsortis.](Luc.Phars.1,92)「 王 権 の 共 同 保 有 者 た ち に

は 、 な ん ら の 信 義 も な[い]。 ま た 、 権 力 は 、 す べ て 、 共 同 者[の 存 在]に

耐 え ら れ な い で あ ろ う 。」 〈sociis>… 〈socius>[仲 間]の 國 匡ヨ、 〈regni>… 〈r

egnum>[王 権]の 團 圏 、 〈impatiens>… 〈impatiens>[耐 え ら れ な い]の

團 國 国 、 〈consortis>… 〈consors>[共 同 者]の 團 圓 。 ※ 〈imptatiens>は 、

そ の も と と な っ て い る 〈patiens>と 同 じ よ う に 、 属 格 を 支 配 す る 属 格 を

補 語 と し て と る 形 容 詞 で あ る 。 辞 書 に 「gen.と と も に 」 と 記 さ れ て い る

の が そ の 意 味 で あ る 。 お な じ み の 〈jurisprudentia>[法 学]は 、 属 格 支 配

の 形 容 詞 〈prudens>[精 通 し て い る]と 〈juris>[法 に]が 結 び つ い て 一 つ

の 名 詞 へ 移 行 し て い っ た 形 で あ る 。 も っ と も 、 〈prudentia>と い う 名 詞 に
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ス ト レ ー ト に 〈jUS>の 属 格 が く っ つ い た 形 と 理 解 す る こ と も 不 可 能 で は な

い が 。 「属 格 を ひ く 形 容 詞 」 → 「索 引 」

〈2324>Hullafortiorprobatio,quamconfessiopartis.[Probati

6nUllafortior,quamc6nfessi6partis.]「 当 事 者 の 自 白 よ り 強 い 証 明

は 、 な ん ら 存 在 し な[い]。 」 〈fortior>… 〈fortis>[強 い]の 國 〈fortior>の 團

國 国 、 〈partis>… 〈pars>[当 事 者]の 團 國 。 ※ 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。 〈f

ortior～quam>は 比 較 の 構 文 で あ る 。

〈2325>Hullaimpossibiliaautinllonestasuntpraesumenda;v

eraautemetllonestaetpossibilia。[Impossibiliaautinhonesta

nUllasuntpraesUmenda;autemveraethonestaetpossibilia.](C

o.Litt.78)「 不 可 能 な[こ と]あ る い は 不 面 目 な[こ と]は 、 な ん ら 推 定

さ れ る べ き で は な い 。 し か し 、 真 実 の[こ と]お よ び 立 派 な[こ と]お よ

び 可 能 な[こ と]は 、[推 定 さ れ る べ き で あ る]。 」 〈inhonesta>… 〈inhone

stus>[不 面 目 な]の 圏 圃 国(囮)、 〈praesumenda>… 〈praesumo>[推

定 す る]の 國 囮 〈praesumendus>[推 定 さ れ る べ き[で あ る]]の 圏 囲 国 、

〈vera>… 〈veru・ 〉[真 実 の]の[園 田 国(囮)、 〈h・nest・ 〉… 〈h・nestu・ 〉

[立 派 な]の 圏 圃 国(匿 囮)、 〈possibilia>… 〈possibilis>[可 能 な]の 圏 圃

国(囮)。 ※ 國 囮 → 〈1>

〈2326>Hullainjuriaest,quaeinvolentemfiat.[InjUrianUll

a,quaeflatinvolentem,est.](σZ .ρ.D。47,10,1,5)「 望 む[人]に 対 し

て な さ れ る 不 法 侵 害 は 、 な ん ら 存 在 し な い 。」 〈volentem>… 〈volo>[望 む]

の 囲 囹 〈volens>の 團 囲 圃 。 ※ 前 置 詞 〈in>は 、 こ の 場 合 、 対 格 を 支 配 し て

い る 。 「望 む ・ 望 ま な い 」 → 「索 引 」

〈2327>Hullaintellegiturmoraibifieri,ubinullapetitioest.

[MoranUllaintellegiturfieriibl,ublpetlti6nUllaest.](Cθrび.Sc

αeo,D,50,17,88:D.45,1,127)「 な ん ら の 請 求 も 存 在 し な い と こ ろ で は 、 い

か な る 遅 滞 も な さ れ な い も の と 理 解 さ れ る 。」 〈mora>… 「遅 滞 」。 ※ 〈ibi

～
,ubi>は 相 関 語 で あ る 。 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈mora>は 、

〈intellegitur>と 〈fieri>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>

〈2328>Hullalexsatiscommodaomllibusest,idmodo唖11aeri

tur,simajoripartietinsummamprodest.[LexnUllaestcom

modaomnibussatis,idquaeriturmod6,sipr6destpartimaj6ri

etinsummam.](Liv.34,3,5)「 い か な る 法 律(法)も す べ て の[人]に

十 分 に 適 切 で あ る と い う こ と は 、 な い 。[そ し て 、]そ れ は 、 比 較 的 大 き な

部 分 に 、 し か も[法 律(法)]全 体 へ と 役 だ つ 場 合 に 限 っ て 、 求 め ら れ る 。」

〈commoda>…<commodus>[適 当 な]の 團 國 国 、<quaeritur>… 〈quaero>

[求 め る]の 図 囲 国 團 、 〈prodest>… 〈prosum>[役 だ つ]の 囲 国 團 、 〈pa
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rti>… 〈pars>[部 分]の 團 團 。

〈2329>Hullamorasinepetitione.[MoranUllasinepetlti6ne.]

(Cεro.Scα θび.D,5047,88;D.454,127)「 請 求 な し に は 、 い か な る 遅 滞 も

な[い]。 」 〈mora>… 「遅 滞 」。

〈2330>H1111apactioneefficipotest,nedo111spraestetur。[Ne

doluspraestetur,potestefficlpacti6nenUlla.](Pα ㍑Z.D,2,ヱ4,27,3

;σlp.D.50,17,23;PαuZ.D.2,14,27,3;Broom,Max,696,118;5M,&S.

466)「 悪 意 の 責 が 負 わ れ な い よ う に 、 と い う こ と は 、 い か な る 合 意 に 依 っ

て も 生 ず る こ と は で き な い 。」 〈praestetur>… 〈praesto>[責 を 負 う]の[國

図 囲 国 團 、 〈effici>… 〈efficio>[生 じ さ せ る]の 図 囲 圏 、 〈pactione>… 〈p

actio>[合 意]の 團 團 。 〈665>

〈2331>Hullapoenasineculpa.[PoenanUllasineculpa.]「 罪 過

な し に は 、 い か な る 刑 罰 も な[い]。 」 ※ 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。 「罪(罪 過)

と 罰(刑 罰)」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(罪 過)と ホ ン ネ(刑 罰)」 → 「索 引 」。

〈2612>・ 〈3425>・ 〈3652>

〈2332>Hullapoenasinelege.[PoenanUllasinelege,](σZ .ρ,D.

50,16431,1;Lα わ,(Pα ㍑Z,).D.50,16,244)「 法 律(法)な し に は 、 い か な る

刑 罰 も な[い]。 」 ※ 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。 「 タ テ マ エ(法 律(法))と ホ

ン ネ(刑 罰)」 → 「索 引 」。 〈2348>

〈2333>H1111apoenasineregiminelagali.[PoenanUllasinere

giminelegall.]「 適 法 な 管 理 な し に は 、 い か な る 刑 罰 も な[い]。 」<regi

mine>… 〈regimen>[管 理]の 團 圏 。

〈2334>Nullapotentiasupralegesessedebet.[PotentianUlla

debetessesupraleges.](Cic.DeDom.17,43)「 い か な る 権 力 も 、 法 律

(法)の 上 に 在 る べ き で は な い 。」 〈potentia>… 「権 力 」。

〈2335>Hullaregulasineexceptione.[RegulanUllasineexcep

ti6ne.]「 例 外 の な い 原 則 は な[い]。 」 〈regula>… 「原 則 」、 〈exceptione>

… 〈exceptio>[例 外]の 團 圏
。 ※ 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。 「例 外 と 原 則 」

→ 「索 引 」、 「 タ テ マ エ(原 則)と ホ ン ネ(例 外)」 → 「索 引 」。

〈2336>H1111asocietasillaeternllm.[SocietasnUllainaeternu

m.](Pα αZ.D.17,2,70)「 永 遠 の[こ と]へ の 組 合 は 、 な ん ら[存 在 し]な

い 。」 〈societas>… 「組 合 」、 〈aeternum>… 〈aeternus>[永 遠 の]の 團 圃 因]

(囮)。 ※ 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。

〈2337>Hullataxatiosinerepraesentatione.[Taxati6nUllasin

erepraesentati6ne.]「 代 表 制 な し に は 、 い か な る 課 税 も な[い]。 」 〈tax

atio>… 「課 税 」、 〈repraesentatione>… 〈repraesentatio>[代 表]の 團 團 。

※ 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。
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〈2337わ1s>Hullavoluntaserrantisest.[Voluntaserrantisest

nUlla,]「 錯 誤 す る 人 の 意 思 は な ん ら な い 。」

〈2338>Hullamdeditionisconditionemaccipitvictor.[Victor

accipitconditi6nemnUllamdediti6nis.]「 勝 利 者 は 降 伏 の い か な る 条

件 も 受 け い れ な い 。」 〈victor>… 「勝 利 者 」、 〈accipit>… 〈accipio>[う け と

る]の 囲 国 團 、 〈deditionis>… 〈deditio>[降 伏]の 團 國 。 ※ 「国 際 法 」

→ 「索 引 」

〈2338わfs>Nullampotestvideriinjuriamacciperequisemel

voluit.[Quivoluitsemel,potestvideriaccipereinjuriamnullam.]

「い っ た ん 望 ん だ[人]が な ん ら か の 不 法 侵 害[も]受 け い れ る も の と 見 ら

れ る こ と は 、決 し て で き な い 。」 〈accipere>… 〈accipio>[う け い れ る]の 囲

匠]。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 の 主 語

は 、 〈videri>と 〈accipere>の 双 方 に か か る 。 国 團 → 〈98>

〈2339>Nullinegabimus,nullidifferemusjustitiam.[Negabimu

snUlli,differemusjUstitiamnUlli.](MagnaCarta)「 私 た ち は 誰 に

も[正 義 を]拒 ま な い だ ろ う 。[そ し て 、]私 た ち は 、 正 義 を 誰 に も 延 期 し

な い だ ろ う 。」 〈negabimus>… 〈neg・ 〉[否 定 す る]の 困 日 圏 、 〈differemu

s>… 〈differo>[の ば す]の 困E]國 。

〈2340>Hulli吼uerelaesubjectusest,quiremquasisuamneg

lexit.[Qulneglexitremsuamquasl,estsubjectusquerelaenulll.]

(σZp.D.5,3,31,3)「 物 を い わ ば 自 身 の[も の]と し て 放 置 し て お い た[人

は]、 い か な る 訴 え に も 晒 さ れ て い な い 。」 〈neglexit>… 〈neglego>[か え り

み な い]の 囲 国 團 、 〈subjectus>… 「さ ら さ れ て い る 」、 〈querelae>… 〈qu

erela>[訴]の 團 團 。

〈2341>Hulliressuaservitjureservitutis.[RessuaservitnU

llljUreservitUtis.](Pα ㍑Z.D.8,2,26;2Bouv.lnst.No.160b;Grantv.

Chose,17Mass.443,9Am,Dec.161)「 誰 に も 、 そ の 人 自 身 の 物 は 、 役

権 の 法 を 通 じ て 、役 権 と し て は 役 だ た な い 。」〈servit>… 〈servio>[役 だ つ]

の 囲 国 團 、 〈sevitutis>… 〈servitus>[役 権]の 團 國 。

〈2342>Hullisuispeccatisimpediuntur,qllominusalterillsp

eccatademonstrarepossit.[lmpediunturnUlllpeccatlssuls,qu

6minuspossitdem6nstrarepeccataalterius.]「 誰 も 、自 身 の[側 に]

悪 事[が あ る こ と]の た め に 、 他 人 の 悪 事 を 示 す こ と が 出 来 る こ と を 妨 げ

ら れ な い 。」 〈impediuntur>… 〈impedio>[阻 止 す る]の 図 囲 国 圏 、 〈pecc

atis>… 〈peccatum>[悪 事]の[園 圏 、 〈demonstrare>… 〈demonstro>[示

す]の 囲 困 、 〈peccata>… さ き の 〈peccatum>の 國 因]。 ※ 〈impedio>と い う

動 詞 は 、 こ の 〈quominus>や 〈quin>と あ わ さ っ た 構 文 を つ く る が 、 こ こ で
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は 〈minus>が も っ て い る 、 も と も と の 否 定 の ニ ュ ア ン ス は 表 に 出 ず に 、 た

ん に 「こ と 」 と 訳 さ れ る 。 『新 ラ テ ン 文 法 』 §686を 参 照 。 「自 身 と 他 人 」 →

「索 引 」

〈2343>Nulliushominisauctoritasapudnosvaleredebet,ut

melioranonsequeremursiquisattulerit.[Auct6ritashominis

nUlllusdebetvalereapudn6s,utn6nsequeremurmeli6ra,slqu

isattulerit,](Co.Litt,383b)「 私 た ち の 下 で は 、 ど の 人 の 見 解 も 、 あ る

人 が[い っ そ う 良 い[見 解]を]提 示 し た 場 合 に 、 私 た ち が そ の い っ そ う 良

い[見 解]に 従 わ な い よ う に す る ほ ど の 力 を 持 つ べ き で は な い 。」 〈auctor

itas>… 「見 解 」、 〈attulerit>… 〈affero>[も っ て く る]の 國 匠1国 團 。 ※ 「代

用 型 と し て の 〈quis>」 → 「索 引 」

〈2344>Hulloactorenullusjudex.[JUdexnUllus,act6renUll6.]

「原 告 な し に は 、 い か な る 裁 判 官 も[存 在 し]な い 。」 ※ 絶 対 的 奪 格 の 構 文

が 見 え る 。 「名 詞 〈actore>プ ラ ス 形 容 詞 〈nullo>」 型 で 、 そ の 意 味 は 「～ の

と き は 」 で あ る 。 囮 團 → 〈22>

〈2345>N11110modollsuraeusllrarumadebitoribllsexigantur.

[OsUraeUsUrarumexiganturadebit6ribusmod6nUll6.](C,J.4β2,

28pr.)「 利 息 の 利 息 が い か な る 方 法 に 依 っ て も 債 務 者 か ら 請 求 さ れ な い よ

う 。」 〈USUrae>… 〈USUra>[利 息]の 國 国 、 〈USUrarUm>… さ き の 〈USUra>

の 圏 圓 、 〈exigantur>… 〈exigo>[請 求 す る]の 國 図 囲 国 國 、 〈modo>… 〈m

odus>[方 法]の 團 匿]。

〈2346>Nullumanarclliamajusestmalum.[MalumnUllumest

majusanarchia.]「 い か な る 悪 も 、無 政 府 状 態 よ り も 大 き な も の で は な い 。」

〈anarchia>… 〈anarchia>[無 政 府 状 態]の 團 團 。 ※ 「比 較 の 奪 格 」 の 構

文 が 見 え る → 〈414>・ 〈605>・ 「索 引 」。

〈2347>Nullumcrimenmajusestino1⊃edientia.[CrlmennUllu

mestmajusinobedientia.](Jenk.Cent.48,77)「 不 服 従 よ り も 大 き な

犯 罪 は な ん ら 存 在 し な い 。」 〈inobedientia>… 〈inobedientia>[不 服 従]の

團 圏 。 ※ 「比 較 の 奪 格 」 の 構 文 が 見 え る → 〈605>・ 「索 引 」。

〈2348>Hu1111mcrime1111ullapoenasinelege.[CrlmennUllum

poenanUllasinelege.]「 法 律(法)な し に は 、 い か な る 犯 罪 も 、 い か

な る 刑 罰 も 、 な[い]。 」 〈2332>

〈2349>Hullumcrimenpatitur,吼uinonprollibetcumprollibe

repotest.[Quln6nprohibet,cumpotestprohibere,patiturcrlm

ennUllum.](PαuZ.D.50,17,109)「 禁 止 す る こ と が 出 来 る の に[実 際 に]

禁 止 し な い[人 は]、 い か な る 犯 罪 に も 問 わ れ な い 。」<patitur>…[≡]〈pati

・r>[こ う む る]の 囲 国 團(図)。 ※ 〈cumpr・hiberep・test>の 部 分 に つ
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い て は 、 こ こ に 〈non>を 加 え て 、 「禁 止 す る こ と が で き な い と き に 」 と 読 ま

せ る テ キ ス ト(法 文 資 料)も あ る 。 原 典 を 書 き 写 し た 人 物 が 〈non>を 転 記

す る こ と を 忘 れ た た め に 、 表 題 の よ う な 、 〈non>の な い テ キ ス ト に な っ て

い る だ け な の か 、 そ れ と も 、 あ る 殺 階 で 、 こ の 〈non>の 部 分 を 意 識 的 に カ

ッ ト さ れ た た め に そ う な っ て い る の か 、 に つ い て は 不 明 で あ る 。 も し 後 者

だ と す る と 、 こ れ は 「イ ン テ ル ポ ラ ー テ ィ オ ー(改 ざ ん)」 が ほ ど こ さ れ た

例 と も な っ て こ よ う 。 〈interpolatio>と い う の は 、 ロ ー マ 法 の 資 料 を 学 問

的 に 分 析 し て い く さ い に 特 別 に 注 意 す る 必 要 の あ る 問 題 で あ る が 、こ れ は 、

独 特 の 歴 史 的 事 情 に 由 来 し て い る 。 つ ま り 、 六 世 紀 の い わ ゆ る 『ユ ー ス テ

ィ ー ニ ア ー ヌ ス 法 典(市 民 法 大 全)』 の 編 纂 者 た ち が 、 そ れ よ り も 三 世 紀 以

上 も 前 の 古 典 期 の 成 文 法 規 や 法 著 作 な ど を 直 接 に 実 定 法 規 の 素 材 と し て と

り い れ る さ い 、 皇 帝 か ら 正 式 の 許 可 を う け て 、 そ れ ら に さ ま ざ ま に 手 を 加

え た の で あ る が 、 こ の 作 業 が 「イ ン テ ル ポ ラ ー テ ィ オ ー 」 で あ る 。 こ れ に

は 、 変 更 、 削 除 、 付 加 な ど 、 各 種 の タ イ プ が あ る 。 そ れ で 、 問 題 の 〈non>

が な い と き に は 、 「禁 じ よ う と 思 え ば 禁 ず る こ と が 可 能 で あ り な が ら 、 現 実

に 禁 ず る こ と は し な い 人 で も 、[禁 ず る 義 務 が な い か ぎ り は 、]刑 事 責 任 な

ど を 問 わ れ た り は し な い 。」 と い う 読 み に な っ て こ よ う が 、 も し 〈non>が 入

っ て く る と 、「か り に 禁 じ よ う と 思 っ て も 、禁 ず る 能 力 や 資 格 が な い た め に 、

禁 じ る こ と を し な か っ た 人 は 、 刑 事 責 任 な ど を 問 わ れ た り は し な い 。」 と い

う 読 み に な っ て こ よ う 。 〈515>

〈2349わfs>Hullumcrimensineactione.[CrlmennUllumsinea

cti6ne.]「 訴 訟 な し に は い か な る 犯 罪 も な[い]。 」

〈2350>Nullumcrimensinelege.[CrimennUllumsinelege.]「 法

律(法)な し に は 、 い か な る 犯 罪 も な[い]。 」

〈2351>Hu1111mcrimellsinepoella.[CrlmennUllumsinepoena.]

「刑 罰 な し に は 、 い か な る 犯 罪 も な[い]。 」 ※ 「タ テ マ エ(犯 罪)と ホ ン ネ

(刑 罰)」 → 「索 引 」

〈2352>Nullumexemplumestidemomnibus.[ExemplumnUllu

mestidemomnibus.](Co.Litt.212)「 い か な る 先 例 も 、 す べ て の[こ

と]に お い て 同 一 で あ る わ け で は な い 。」 〈exemplum>… 「先 例 」。

〈2353>Hulluminiquumestpraesumenduminjure.[Inlquum

nUllumestpraesUmenduminjUre.](4Co.Rep.72;7Co.71;Har

d.61)「 法 に 於 い て は 、 な ん ら の 不 衡 平 な[も の]も 、 推 定 さ れ る べ き で

は な い 。」 〈iniquum>… 〈iniquus>[不 衡 平 な]の 團 囲 国(囮)、 〈praes

umendum>… 〈praesumo>[推 定 す る]の 國 圏 〈praesumendus>[推 定 さ

れ る べ き[で あ る]]の 團 圃 国 。 ※ 國 囮 →<1>

〈2354>Hullummagnummalumpraeterculpam。[Malummagnu
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mnUllumpraeterculpam.](Cic.)「 犯 罪 以 外 に 大 き な 悪 は 、 な ん ら な

[い]。 」

〈2355>Hullummatrimonium,u1⊃inullados.[Matrim6niumnUl

lum,ubid6snUlla.](3Co.Inst.120;Waitv.Wait.4Barb.Ch(N.Y)

192,194)「 い か な る 嫁 資 も[存 在 し]な い と こ ろ で は 、 い か な る 婚 姻 も[存

在 し]な い 。」 〈matrimonium>… 「婚 姻 」、 〈dos>… 「嫁 資 」。

〈2356>H1111umscelusratiollemhabet.[ScelusnUllumhabetr

ati6nem.]「 い か な る 悪 事 も 理 を 持 た な い 。」 〈scelus>… 「悪 事 」。

〈2357>Nullumsimileestidem.[SimilenUllumestidem.](2

BLCom.162;4Co.Rep.18;Co.Litt.3a)「 類 似 し て い る[だ け の][も の]

は 、 な ん ら 同 一 の[も の]で は な い 。」 〈simile>… 〈similis>[類 似 の]の 團

圃 国(囮)。

〈2358>Nullumsineauctoramentoestmagnummalum.[Malu

mmagnumnUllumestsineauct6rament6.](Syr.630)「 い か な る 大

き な 悪 も 、 報 い な し の 状 況 に は な い 。」 〈auctoramento>… 〈auctorament

um>[責 任]の 團 圏 。

〈2359>Hullumtempusautlocusoccurritregi.[TempusnUllu

mautlocusoccurritregi.](Broom,Max.32,65;2Co.Inst.273;Je

nk.Cent.83;1Sharsw.Bl.Com.247;Hob.347;2Steph.Com.504;1

Mass.355;18Johns.(N,Y.)277;10Barb.(N.Y,)139;13Am.L.Reg.4

55,465)「 い か な る 時 も あ る い は 場 所 も 、 国 王 の 妨 げ と は な ら な い 。」<oc

currit>… 〈occurro>[反 対 す る]の 囲 国 圓 。 〈1925>

〈2360>Nullumtempusoccurritreipublicae.[TempusnUllum

occurritreipUblicae.](Levasserv.Washburn,11Grat.(Va.)572;1

6Tex.305;19Mo.667)「 い か な る 時 も 国 家 に は 妨 げ と な ら な い 。」 〈occ

urrit>… 〈occurro>[反 対 す る]の 囲 国 團 。<1925>

〈2361>Nullusaliusquamrexpossitepiscopodemandareini

quisitionemfaciendam。[NUIIusalius,quamrex,possitdemanda

reinquisiti6nemfaciendamepiscop6.](Co.Litt.134)「 国 王 以 外 の 誰

も 、 審 問 を な す こ と を 司 教 に 委 ね る こ と は 出 来 な い は ず で あ る 。」 〈deman

dare>… 〈demando>[委 ね る]の 囲 困 、 〈inquisitionem>… 〈inquisitio>

[吟 味]の 團 因]、 〈faciendam>… 〈facio>[な す]の 國 囮 〈faciendus>[な

さ れ る べ き[で あ る]]の 團 國 因]、 〈episcopo>… 〈episcopus>[司 教]の 團

團 。 ※ 國 圏 → 〈1>。 動 形 容 詞 が 主 格 あ る い は 対 格 の 形 で あ ら わ れ る と き に

は(属 格 、 与 格 、 奪 格 、 そ し て 前 置 詞 に よ っ て 支 配 さ れ た 対 格 の 形 で あ ら

わ れ る ケ ー ス で は 、 話 は ま っ た く べ つ に な る が)、 こ れ が 、 「～ さ れ る べ き

～ が 」 あ る い は 「～ さ れ る べ き ～ を 」 と い う よ う に 、 受 動 的 で し か も 義 務
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を 示 す 特 別 の ニ ュ ア ン ス を 帯 び る 、 と い う こ と に な っ て い る 。 そ れ で も 、

こ の 命 題 の 場 合 、 「な さ れ る べ き 審 問 を 」 と 固 く 訳 す よ り も 、 「審 問 を な す

こ と を 」 と い う 風 に 動 名 詞 的 に さ ら り と 訳 し て お く 方 が 、 結 局 の と こ ろ 自

然 で あ ろ う 。 た め し に 、 「必 要 な 審 問 を と り 行 な う こ と を 」 と で も し て み れ

ば 、 あ る 種 の 折 衷 訳 と な ろ う 。 「動 形 容 詞 と 動 名 詞 の 密 接 な 関 係 」 → 〈153>

・ 〈1540>

〈2362>Hullusclericusnisicausidicus.[ClericusnUllusnisic

ausidicus.]「 弁 護 士 で な い 聖 職 者 は 、 誰 も[い]な い 。」 〈clericus>… 「聖

職 者 」、 〈causidicus>… 「弁 護 士 」。

〈2363>Hulluscommodumcaperepotestexsuainjuriapropri

a.[NUIluspotestcaperecommodumexinjUriasuapropria.](σZp。

D,50,17,ヱ34,ヱ;Co.Litt.148b;Broom,Max.279;Co.Litt.148b;4Bin

gh.395;4B.&A.409;10M.&W309;11M.&W.680;12Gray.(M

ass.)493)「 誰 も 、 そ の 人 自 身 の 不 法 か ら な ん ら の 利 益 も 得 る こ と は 出 来

な い 。」 〈capere>… 〈capio>[と る]の 囲 圏 、 〈commodum>… 〈commodu

m>[利 益]の 團 因]。 〈353>・ 〈802>・ 〈806>

〈2364>Hullusdebetagerededolo,u1⊃ialiaactiosubest.[NU

llusdebetagerededol6,ubiacti6aliasubest.](σZp.D.4,3,1,1;7

Co.Pep.92)「 誰 も 、 他 の 訴 権 が 存 在 す る と き に 、 悪 意[訴 権]に 依 っ て

訴 え る べ き で は な い 。」 〈subest>… 〈subsum>[下 に あ る]の 囲 国 團 。

〈2365>Hullusdescribaturreus,priusquamconvincatur.[NUIl

usdescribaturreus,priusquamconvincatur.](BurchardvonWor

ms,Decretum,16,6,Summarium)「 誰 も 、 有 責 判 決 を 受 け る 前 に は 、 有 責

で[あ る と]表 示 さ れ な い よ う 。」 〈describatur>… 〈describo>[表 示 す る]

の 圏 図 囲 国 團 、 〈reus>… 「有 責 で あ る 」、 〈convincatur>… 〈convinco>[有

責 判 決 す る]の 國 図 囲 国 團 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈null

us>は 、 〈describatur>と 隠 れ て い る 〈esse>の 双 方 に か か る 。 国 国 → 〈98>

〈2366>Nullusdicituraccessoriuspostfoloniam,sedillequi

novitprincipalemfeloniamfecisseetillumreceptavitetcon

fortavit.[NUIIusdlcituraccess6riuspostfeloniam,sedille,quI

n6vitprlncipalemfecissefeloniam,etreceptavitetc6nfortavitill

um.](3Co.Inst.138)「 誰 も 、 重 罪[が 犯 さ れ た]後 に は 従[犯]と は 言

わ れ な い 。 し か し 、 主[犯]が 重 罪 を 犯 し た こ と を 知 っ て お り 、 し か も 、

あ の 人 を 受 け い れ 、 ま た 、 あ の 人 に 力 を 与 え た 人 は 、[従 犯 と 言 わ れ る]。 」

〈accessorius>… 「付 従 的 な 」 を 意 味 す る 見 出 し 語 形 容 詞 が 名 詞 化 し た も

の 、 〈feloniam>… 〈felonia>[重 罪]の 團[瑚 、 〈novit>… 〈nosco>[知 る]

の 国 團(完 了 形)、 〈principalem>… 〈principalis>[主 要 な]の 團 囲 圃(囮)、
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〈receptavit>… 〈recepto>[か く ま う]の 匠1国 團 、 〈confortavit>… 〈confo

rto>[強 く す る]の 囲 国 團 。 ※ 〈novit>に ひ か れ た 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見

え る 。 対 格 形 の<principalem>は 、 意 味 上 の 主 語 と し て 、 〈fecisse>(完 了)

に か か る 。 因]国 → 〈35>。 〈nullus～sed>は 相 関 語 で あ る 。「主 と 従 」→ 「索

引 」、 「現 在 形 の 意 味 を も つ 完 了 」 → 「索 引 」。

〈2367>Nullusdiciturfeloprincipalis,nisiactor,aut"uipr

aesensest,abettansauxiliansactoremadfeloniamfacielldam.

[NUIIusdlciturfeloprlncipalis,nisiactor,autqulestpraesens,

abettansauxiliansact6remadfeloniamfaciendam.](3Co.Inst.1

38)「[現 実 の]行 為 者 、 あ る い は 、 在 席 し て い て 、 罪 を 犯 す こ と に つ い て

[そ の]行 為 者 を 教 唆 す る か[も し く は][常 助]す る[人]以 外 に は 、 誰

も 、 主 犯 と し て の 重 罪 犯 人 と は 呼 ば れ な い 。」 〈felo>… 「重 罪 犯 人 」、 〈pri

ncipalis>… 「主 た る 」、 〈praesens>… 「在 席 し て い る 」、 〈abettans>… 〈a

betto>[教 唆 す る]の 見 出 し 語 囲 囹 、 〈auxilians>… 圖 〈auxilior>[助 け

る]の 見 出 し 語 囲 囹 、 〈feloniam>… 〈felonia>[重 罪]の 團 因]、 〈faciend

am>… 〈facio>[な す]の 國 圏 〈faciendus>[な さ れ る べ き[で あ る]]の 團

國 因]。 ※ 國 囮 → 〈1>。 動 形 容 詞<faciendam>は 動 名 詞 の よ う に 訳 し て い く

必 要 が あ る 。 「動 形 容 詞 と 動 名 詞 の 密 接 な 関 係 」 → 〈153>・ 〈1540>

〈2368>Hullusexconsilioobligaturdummodofraudulentumn

onfuerit.[NUllusobligaturexc6nsili6,dummodon6nfueritfra

udulentum.](Lib.Sex.5,13,62)「 誰 も 、 助 言 が 詐 欺 的 な も の で は な か っ

た 場 合 に は 、 助 言 に 基 づ い て は 拘 束 さ れ な い 。」 〈consilio>… 〈consilium>

[助 言]の 團 圏 、 〈fraudulentum>… 〈frandulentus>[詐 欺 の]の 團 圃 国 。

〈411>・ 〈793>・ 〈2011>・ 〈2368>・ 〈2889>

〈2369>Hullusidoneustestisinresuaintellegitur.[NUllusi

ntellegiturtestisid6neusinresua.](Po肌 ρ,D,22,5,10)「 誰 も 、 自

身 の 事 柄 に 於 い て は 適 切 な 証 人[で あ る と は]理 解 さ れ な い 。」 〈idoneus>

… 「適 し た 」
。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 〈nullus>は 、 主 語 と し て 、 〈i

ntellegitur>と 隠 れ て い る 〈esse>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>

〈2370>Hu1111sjllsalienumforisfacerepotest.[NUlluspotestf

orisfacerejUsalienum.](Fleta,Lib.1,C.25,§11)「 誰 も 、 他 人 の 権 利 を

没 収 す る こ と は 出 来 な い 。」 〈forisfacere>… 〈forisfacio>[没 収 す る]の 囲

困 。

〈2371>Hulluspluribusutidefensionibusprohibetur.[NUIIus

prohibeturUtldefensi6nibusplUribus.](Pα ㍑Z。D。44,1,5;Lib,Sex.5,

13,20)「 誰 も 、 複 数 の 弁 護 方 法 を 用 い る こ と を 禁 じ ら れ な い 。」 〈defensio

nibus>… 〈defensio>[弁 護 方 法]の[園 圏 。 ※ 〈prohibeo>は 補 足 不 定 法 くut
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i>を ひ く 。

〈2372>Hu1111srecedatecllriacallcellariasineremedio.[NUIl

usrecedatecUriacancellariasineremedi6.](4Hen.7,4;Branch,

Princ;Bisp.Eq,8;YearB.Hen.b,4)「 誰 も 、 大 法 官 法 廷 か ら 救 済 な し に

退 出 す る べ き で は な い 。」 〈recedat>… 〈recedo>[は な れ る]の 國 囲 国 團 、

〈curia>… 〈curia>[裁 判 所]の 團 團 、 〈cancellaria>… 〈cancellarius>[大

法 官 の]の 團[冤 圏 、 〈remedio>… 〈remedium>[救 済]の 團 團 。

〈2373>Nullusvideturdolofacere,quisuojureutitur.[NUIl

us,quiUtiturjUresu6,videturfaceredol6.](Gαf.D.50,17,55;Br

oom,Max.130;14Wend.399,492)「 自 身 の 権 利 を 用 い る[人]は 、 誰 も 、

悪 意 で 行 動 す る も の と は 見 ら れ な い 。」 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 〈nu

llus>は 、 〈videtur>と 〈facere>の 双 方 に か か る 。 国 匠]→<98>。 「権 利 濫 用 」

論 → 「索 引 」

〈2374>Numerantursententiaenonponderantur.[Sententiaen

umerantur,n6nponderantur.](Plin.Min.Ep.2,12,5;Broom,Max.35

7)「 判 決 は 、 算 え ら れ る の で あ っ て 、 量 ら れ る の で は な い 。」 〈sententiae>

… 〈Sententia>[判 決]の[園 国
、 〈nUmerantUr>… 〈nUmerO>[算 え る]の 図

囲 国 國 、 〈ponderantur>… 〈pondero>[量 る]の 図 囲 国 圏 。 ※ 「算 え る

と 量 る 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(数 え る)と ホ ン ネ(量 る)」 → 「索 引 」。 〈2

19>

〈2375>Humquamcrescitexpostfactopraeteritidelictiaest

imatio.[Aestimati6delictipraeteriticrescitexfact6postnumqu

am.](Pα ㍑1.D.50,17,138,1;Bac.Max.Reg.8;Broom,Max.42,357)「 過

去 の 不 法 行 為 の 評 価 は 、後 に 生 じ た[こ と]に 依 っ て は 決 し て 増 加 し な い 。」

〈aestimatio>… 「評 価 」、〈praeteriti>… 〈praeteritus>[過 去 の]の 團[ヨ ヨ 圓 、

〈CreSCit>…<CreSCO>[土 曽 加 す る]の 囲 国 團 。 ※ 「前 と 後 」 → 「索 引 」

〈2376>Numquamfictiosinelege.[Ficti6sinelegenumquam.]

「 法 律(法)な し に は 、 擬 制 は 決 し て[存 在 し]な い 。」 〈fictio>… 「擬 制 」。

※ 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。

〈2376わfs>Hum唖11aminllsucapionibusjuriserrorpossessorip

rodest.[ErrorjUrispr6destpossess6rlinUsUcapi6nibusnumqua

m.]「 法 の 錯 誤 は 、 使 用 取 得 に 於 い て は 、 決 し て 占 有 に 役 だ た な い 。」 〈pro

dest>… 〈prosum>[役 だ つ]の 囲 国 團 、 〈usucapionibus>… 〈usucapio>

[使 用 取 得]の 國 圏 。

〈2377>Hum噌uamnudatraditiotransfertdominium.[Traditi6

nUdatransfertdominiumnumquam.](Pα αZ.D.41,1,31pr.)「 単 な る 引

渡 は 所 有 権 を 決 し て 移 転 さ せ な い 。」 〈traditio>… 「 引 渡 」、 〈nuda>… 〈nu
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dus>[た ん な る]の 團 國 国 、 〈transfert>… 〈transfero>[は こ ぶ]の 囲 国

團 、 〈dominium>… 〈dominium>[所 有 権]の 團 因]。

〈2377わfs>Humquampluradelictaconcurrentiafaciuntutull

usimpunitatisdetur.[DelictaconcurrentiaplUrafaciuntnumqu

am,utullusimpUnitatisdetur.]「 競 合 し て い る 多 数 の 不 法 行 為 は 、 な

ん ら か の 不 可 罰[の 取 扱]が 与 え ら れ る よ う に は 、 決 し て し な い 。」 〈conc

urrentia>… 〈concurro>[競 合 す る]の 囲 囹 〈concurrens>の 國 田 国 、 〈i

mpunitatis>… 〈impunitas>[不 可 罰]の 團[國 。 ※<ullusimpunitatis>

に つ い て は 、「不 可 罰 の う ち の あ る も の 」 が 直 訳 で あ る 。 「属 格 の 訳 し か た 」

→ 〈393>・ 「索 引 」

〈2378>Hum噌uampraescribiturinfalso.[Praescrlbiturinfals6

numquam.](Bell.Dict.)「 偽[罪]に 於 い て は 時 効 は 決 し て 成 立 し な い 。」

〈praescribitur>… 〈praescribo>[時 効 に か け る]の 図 囲 国 團 、 〈falso>…

〈f・1・u・ 〉[偽 り]の 團 圃 圏(囮)。

〈2379>Humquamreshumanaeprosperesucceduntubinegleg

llntllrdivinae.[ReshUmanaesucceduntpr6sperenumquam,ubI

dlvlnaenegleguntur.](Co.Litt.95;Wing.Max.2)「 人 事 は 、 神[事]

が な お ざ り に さ れ る と こ ろ で は 、決 し て 好 都 合 に は 進 ま な い 。」〈humanae>

… 〈humanus>[人 の]圏 國 匡 、 〈succedunt>… 〈succedo>[す す む]の 囲

国 國 、 〈divinae>… 〈divinus>[神 の]の 團 國 国(國)、 〈negleguntur>

… 〈neglegO>[軽 ん ず る]の 図 囲 国 國 。 ※ 「神 事 と 人 事 」 → 「索 引 」、 「タ

テ マ エ(神 事)と ホ ン ネ(人 事)」 → 「索 引 」。

〈2380>Numquamscelusscelerevincendumest.[Scelusestvi

ncendumscelerenumquam.](Sen.Mor.139)「 悪 業 は 、 悪 業 に 依 っ て

決 し て 打 ち ま か さ れ る べ き で は な い 。」 〈scelus>… 「悪 業 」、 〈vincendum>

… 〈vinco>[う ち ま か す]の 國 囮<vincendus>[う ち ま か さ れ る べ き[で

あ る]]の 團 圃 国 、 〈scelere>… 〈scelus>[悪 業]の 團 圏 。 ※ 國 囮 → 〈1>

〈2380わfs>Numquamsuperficiessinesolo,capilongotempor

epotest。[Superficiessinesol6potestcapitemporelong6numqu

am.]「 土 地 を 欠 く よ う な 地 上 権 は 、 長 い 時 間[の 経 過]に 依 っ て 取 得 さ れ

る こ と は 決 し て 出 来 な い 。」 〈superficies>… 「地 上 権 」、 〈capi>…<capio>

[と る]の 図 囲 團 、 〈10ngO>… 〈10ngUS>[長 い]の 團 圃 圏 。

〈2381>Hum吼uamvolentidolusinfertur。[Dolusinferturvolent

Inumquam.](σZ .ρ,D.4740,1,5;C.J,2,4,34;Broom,Max.42)「 悪 意 は 、

[そ れ を]望 む[人]の た め に は 決 し て 生 じ な い 。」 〈dolus>… 「悪 意 」、 〈i

nfertur>…<infero>[ひ き お こ す]の 図 囲 国 團 、〈volenti>… 〈volo>[望 む]

の 囲 囹 〈volens>の 團[劉 團([璽)。 ※ 「望 む ・ 望 ま な い 」 → 「索 引 」。 〈33
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〈2381翫s>Hllptiaesuntconjunctiomarisetfemillae,consort

iumomnisvitae,divinietllumanijuriscommunicatio.[NUptia

esuntconjUncti6marisetfeminae,c6nsortiumvitaeomnis,com

mUnicati6jUrisdiviniethUmani.]「 婚 姻 は 、 男 と 女 の 結 合 で あ り 、 全

生 活 の 共 同 で あ り 、 神 法 お よ び 人 法 の 共 同 で あ る 。」 〈nuptiae>… 「婚 姻 」

(複 数 形)、 〈conjunctio>… 「結 合 」、 〈maris>… 〈mas>[男]の 團[国 、 〈fe

minae>… 〈femina>[女]の 團[国 、<consortium>… 「共 同 体 」、 〈vitae>…

〈vita>[生 活]の 團[國 、 〈communicatio>… 「共 同 」、 〈divini>… 〈divinus>

[神 の]の 團 回ヨ[圃 、 〈humani>… 〈humanus>[人 間 の]の 團 匝1[國 。

〈2382>Huptiasnonconcubitussedconsensusfacit.[N6ncon

cubitus,sedc6nsensus,facitnUptias.](σZρ.D.50,ヱ7,30;Co.Litt.

33;Broom,Max.506)「 共 棲 で は な く 、 同 意 が 、 婚 姻 を 作 る 。」 〈concubi

tus>… 「共 棲 」、 〈nuptias>… 〈nuptiae>[婚 姻](複 数 形)の 因]。 ※ 〈non

～sed>は 相 関 語 で あ る
。 「 タ テ マ エ(同 意)と ホ ン ネ(同 棲)」 → 「索 引 」
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